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序　　　　文
　信太山とその周辺地域は、直径 20 ｍ以内の円墳が、多数存在したことで知られています。とくに丘

陵部分では、円墳が高い密度で多数存在していたことから、信太千塚古墳群として周知されてきました。

土取りや開発に伴って急激に数を減らしていった信太千塚古墳群に関しては、地元の大阪府立泉大津高

等学校地歴部が、開発が進むなかで懸命に行った記録調査の成果が、現在残された貴重な記録となって

います。

　今回の調査では、後世の造成により墳丘が失われてしまい、その存在が知られていなかった前期末葉

から中期初頭の古墳を含めた、２基の古墳の周溝の一部が検出され、古墳群の変遷に関し、新しい知見

をえることができました。

　一方、伯太藩の陣屋は江戸時代の中ごろ、信太山丘陵の突端部の、眺望のきく場所に築かれました。

伯太藩は 13500 余石の小藩で、２度の移転を経て、和泉の伯太の地に居をかまえました。昭和 30 年

頃からの急激な開発により、信太千塚古墳群や伯太藩陣屋跡は、発掘調査を経ないまま、姿を変えてい

きました。近年、道路の拡張工事などに伴う、伯太藩の陣屋に対する調査も行われていますが、現在は

まだその端緒ということができるでしょう。

　今回の調査地では、陣屋のシンボルともいえる、旧藩主の屋敷地の一部が含まれており、陣屋内部の

具体的な様相を把握できる調査成果が期待されていました。また、伯太藩においては、江戸屋敷の発掘

調査が以前に行われており、今回の調査は江戸屋敷と国屋敷の様相を、考古学的な観点から比較できる

好例ともなります。

　発掘調査では、藩主の屋敷の一部などで、良好に遺構が残存している部分があることがわかりました。

それにより、そこに息づいていた当時の暮らしの一端をかいまみることができました。さらに幕末から

明治にかけての時代の大きな転換期において、陣屋がどのように変容していったのかを跡付けることが

できるようになったのも、大きな成果といえましょう。

　なお、今回の発掘調査におきましては、関係機関の方々、地元の皆様方から多大なご助力とご指導を

得ました。心より御礼を申し上げます。

　

平成 27 年７月

公益財団法人　大阪府文化財センター

理事長　田　邉　征　夫





本書は大阪府和泉市伯太町に計画された、都市計画道路池上下宮線建設に伴う発掘調査報告書であ

る。調査名は伯太藩陣屋跡 13- １と伯太藩陣屋跡 14- １である。

発掘調査は、大阪府鳳土木事務所から「都市計画道路池上下宮線建設工事にかかる伯太藩陣屋跡・

信太千塚古墳群発掘調査」ならびに「伯太藩陣屋跡発掘調査（その２）」事業として委託を受け、

大阪府教育委員会文化財保護課の指導の下、公益財団法人大阪府文化財センターが実施した。

事業契約期間は、平成 25 年 12 月２日～平成 26 年３月 31 日までと、平成 26 年５月１日～平成

27 年３月 31 日までである。

発掘調査、整理作業は以下の体制で実施した。

〔発掘調査〕

平成 25 年度【調査名：伯太藩陣屋跡 13- １】

事務局次長　江浦　洋、調整課長　岡本茂史、調査課長　岡戸哲紀、調査第二課長補佐　市本芳三、

主査　森屋美佐子

平成 26 年度【調査名：伯太藩陣屋跡 14- １】

事務局次長　江浦　洋、調整課長　岡本茂史、調査課長　岡戸哲紀、調査第一課長補佐　三好孝一、

副主査　若林幸子

〔整理作業〕

平成 26 年度　

事務局次長　江浦　洋、調整課長　岡本茂史、調査課長　岡戸哲紀、調査第一課長補佐　三好孝一、

副主査　若林幸子、専門員　片山彰一（写真室）、同　山口誠治（保存室）

本書で用いた現地写真は調査担当者が撮影した。報告書に掲載している遺物写真は写真室が担当し

た。

発掘調査、整理の実施にあたっては、大阪府鳳土木事務所、大阪府教育委員会、伯太町自治会の皆

様のご協力を得るとともに、下記の方々に御指導・御教示を賜った。記して謝意を表します。

平島将史氏（大阪府立泉大津高等学校）、乾哲也氏（和泉市教育員会生涯学習部文化財振興課）

本書の執筆・編集は若林が行った。

本調査に関わる図面・遺物・写真などの資料は、公益財団法人大阪府文化財センターにおいて、保

管している。広く活用されることを希望する。
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凡　　　例
標高はＴ．Ｐ．（東京湾平均海面）を用いた。なお、土層断面図や遺構断面図における標高の表示

においては、「T.P. ＋」を省いている。

座標は世界測地系を使用し、平面直角座標系第Ⅵ系に準拠する。座標単位はすべてｍである。

本書で用いた北は座標北である。座標北に対して磁北は６°50′西、真北は０°13′東に偏位する。

現地調査ならびに遺物整理は、当センターの定めた『遺跡調査基本マニュアル』2010 に準拠した。

土色表記は小山正忠・竹原秀雄編『新版　標準土色帖』平成 19（2007）年度版（農林水産省農林

水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修）に準拠した。

遺構番号は調査区ごとに、検出順にアラビア数字の通し番号を付与し、その後に遺構の種類を表記

した。

各遺構図・遺物実測図の縮尺は、それぞれの図に縮尺を明記したスケールを付している。調査区ご

との平面図を 100 分の１、個別平面図を 20 分の１で掲載したものが多いが、必要に応じて他の

縮尺を用いた。また遺物実測図の縮尺は３分の１を基本としたが、平面形の大きいものや小さいも

のに関しては、必要に応じて他の縮尺を用いた。したがって各図面上で掲載スケールを示している。

遺物実測図において、遺物ごとに付されている番号は、遺物観察表と一致している。

本書で報告した出土遺物の点数は、主に土器を対象とし、接合する破片や出土状況からみて確実に

同一の個体であると判断されるもの以外は、機械的に破片数を数えた。ただし数ミリ以下で、内面

もしくは外面の器壁が欠損しているものは、数に含めていない。土器以外で、加工品もしくは人為

的に持ち込まれたものと判断されたものに関しては、文章中でふれている。

本書を作成するに当たり、参考にした文献は、第５章の最後に記した。

図１は、国土地理院発行の 25000 分の 1 の地形図「岸和田東部」（平成 19 年６月１日発行）を使

用し、大阪府地図情報システムの文化財地図埋蔵文化財を参照して作成した。

図２は、大阪府　昭和 36 年度測量　１：3000 地形図　第Ｅ４－１と第Ｅ４－２を使用して作成

した。
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図版１　遺構

　１　14 ‐ １　４区西半部全景　南東から

　２　14 ‐ １　４区東半部全景　北西から

図版２　遺構

　１　14 ‐ １　４区 12 土坑完掘状況　西から

　２　14 ‐ １　４区 13 溝完掘状況　北から

　３　14 ‐ １　４区 13 溝断面　北から

　４　14 ‐ １　４区 25 焼土坑検出状況　西から

　５　14 ‐ １　４区 25 焼土坑完掘状況　西から

図版３　遺構

　１　14 ‐ １　５区西半部全景　南から

　２　14 ‐ １　５区東半部全景　北西から

図版４　遺構

　１　14 ‐ １　６区全景　北西から

　２　14 ‐ １　５区 18 土坑断面　南西から

　３　14 ‐ １　５区 18 土坑完掘状況　北東から

　４　14 ‐ １　５区 17 土坑検出状況　北東から

　５　14 ‐ １　６区１土坑断面　東から

図版５　遺構

　１　14 ‐ １　７区全景　南東から

　２　14 ‐ １　７区ピット列完掘状況　北西から

図版６　遺構

　１　14 ‐ １　８区全景　北西から

　２　14 ‐ １　８区北西半部全景　南東から

図版７　遺構

　１　14 ‐ １　８区北半部全景　北西から

　２　14 ‐ １　８区 159 溝他完掘状況　北東から

　３　14 ‐ １　８区 193 溝断面　南東から

　４　14 ‐ １　８区 142 溝断面　北東から

　５　14 ‐ １　８区スロープ状の通路検出状況

　　　北西から

　６　14 ‐ １　８区旧路肩と側溝検出状況　北から

　７　14 ‐ １　８区 204・221 溝完掘状況　東から

　８　14 ‐ １　８区 221 溝断面　西から

図版８　遺構

　１　14 ‐ １　８区 59 溝完掘状況　南西から

　２　14 ‐ １　８区 60 溝完掘状況　北から

　３　14 ‐ １　８区 60 溝断面　北から

　４　14 ‐ １　８区 314・69・62 土坑　完掘状況

　　　西から

図版９　遺構

　１　14‐１　８区 279 土坑（左）・280 土坑（右）

　　　遺物出土状況　東から

　２　14‐１　８区 279 土坑（左）・280 土坑（右）

　　　半掘状況　南東から

　３　14 ‐ １　８区 280 土坑断面　東から
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第１章　調査に至る経緯と経過

　今回の調査地は大阪府和泉市伯太町４丁目に位置し、遺跡分布図でみると伯太藩陣屋跡と信太千塚古

墳群に含まれる。信太千塚古墳群は信太山丘陵に位置し、東西 1.2㎞、南北３㎞程度の範囲に、古墳時

代前期末から終末期にいたる時期の古墳が数多く点在することで知られている。伯太藩陣屋跡は信太山

丘陵の先端部で、南東から北西方向にむけてのびる、標高 50 ｍ前後の微高地上に位置する。伯太町３

丁目と４丁目にまたがって位置し、（第５章参照）周囲約４㎞近く、面積 1714.7 ａ（17 町３段歩）の

広さだったとみられる。伯太藩の沿革については第５章で詳述することとし、ここでは概略を述べたい。

　伯太藩は、初代藩主渡辺丹後守吉綱が寛文元年（1661）に一万石の加増を受け、兄から受け継いだ

武蔵国比企郡内などの 3500 余国と併せて１万 3500 余国を知行し、大名に取り立てられたのが起こ

りである。元禄 11 年（1698）に近江国四郡に移されたのを機に、藩の居所を武蔵国から和泉国大庭

寺に移し、享保 12 年（1727）には大庭寺から和泉郡伯太村へ移ったことにより、伯太藩が成立した。

移転当初に造った急ごしらえの陣屋は、その老朽化等に伴い、明和７年（1770）に陣屋を大規模に改

修したことが知られている。明治２年（1869）に版籍奉還を迎えるまで国替はなく、廃藩置県に際し

て旧藩邸が伯太県庁に転用されたが、明治４年に堺県に統合された際、それも取り壊されたとされる。

ただ『和泉伯太郷土史辞典』の伯太小学校の項によると、「明治６年５月１日堺県和泉国泉郡伯太村旧

伯太藩政殿を借り受け仮校舎とし一校を新設することとなった。」とあり、それが伯太小学校の成立と

されている。したがってこの段階では、旧藩邸の一部が残っていた可能性がある。ただそれも仮校舎と

して使用された期間はわずか３ヶ月で、同年８月２日には伯太村にある称念寺の堂宇に校舎が移転した。

このことから、明治６年の段階には、旧藩邸は完全にその機能を失ったと考えられる。陣屋の北辺は微

高地に沿って貫入する谷地形、およびその地形を利用してつくられたため池によって、外部と区切られ

ていた。同様に南辺は丘陵から扇状地にむけての斜面や、ため池で周囲と画されている。今回の調査区

は、陣屋全体の区画でみれば西半部で、かつ北辺に寄った部分に位置する。一方、信太千塚古墳群の範

囲においてはその北端部に位置し、前方後円墳とみられる丸笠山古墳と近い距離に位置する（図１）。

　伯太藩陣屋跡の西側で、現在の地番でいえば伯太町５丁目・６丁目に含まれる部分にあった伯太村は、

江戸時代中期に入って渡辺氏の陣屋が移ってきてから後、その所領に含まれたこともあり、両者は密接

なかかわりを有したことが知られる。したがって今回の調査区とは、地理的・歴史的に相関関係が強い

とみられる範囲も含めて、伯太町３～６丁目とその周辺部における既往の調査について述べる。

　和泉市池上町から同市横山までを結ぶ道路として、都市計画道路池上下宮線建設が具体化したのに伴

い、昭和 62 と平成３年に（財）大阪府埋蔵文化財協会が、信太山丘陵西側斜面から主要地方道大阪・

和泉・泉南線までの区間、約 4.5㎞の確認調査を実施した。その結果、遺物包含層の堆積が認められた

和泉市立幸小学校等に隣接する箇所（伯太町５・６丁目と幸町２・３丁目との境界部分）で、平成４～

平成５年に計 2050㎡の範囲で発掘調査が行われた。この調査では、古墳時代後期の遺構や遺物包含層

が検出されており、同時期の集落が位置していたこと、川西宏幸による円筒埴輪編年（川西 1978）の

Ⅳ～Ⅴ期に属する埴輪片が出土した他、確認調査では６世紀前半の円筒埴輪・朝顔形埴輪・形象埴輪が

出土したことから、近辺に同期の古墳が存在した可能性の強いことが指摘されている。また同調査では、

高所を中心に古代と中世の集落も検出された。
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　一方、和泉市により平成 16 年度・平成 19 年度・平成 20 年度・平成 21 年度・平成 22 年度に、伯

太藩陣屋跡および信太千塚古墳群の調査が行われた（図２）。平成 16 年度の調査は、生活道路の整備

に伴って行われたもので、大阪市立青少年野外活動センターの東端外周部分が調査された。この調査で

は当初、古墳群中の 25・27・28 号墳の調査が主目的だったが、道路用地内に遺存していた土塁状の

高まりが、伯太藩陣屋の外周を囲っていた「伯太の赤塀」（註１）として知られた土塀の痕跡ではとい

う地元住民からの指摘もあり、調査範囲が決定された。調査の結果、本来の陣屋の土塀の基底部幅は６

ｍを越えるものであった可能性があること、土塀は必要に応じて近代以降も改修・改築が行われている

らしいことがわかった。古墳に関しては、当初想定されていたものは近世以降の盛土であったことがわ

かったが、新規に１基の古墳と、おそらく古墳の周溝とみられる遺構３基が検出された。新規の古墳は

無袖式横穴石室で、その検出状況から、陣屋の土塀が構築される際に、削平されたとみられる。

　平成 19 年度・平成 20 年度には、大阪市立青少年野外活動センターの隣接地で、トレンチによる発

掘調査が行われた。この調査では前段階の陣屋（詳細は第５章参照）における、藩主の居所部分にもト

レンチが設定されたが、後世の大規模な削平のため、そこでは遺構・遺物を検出することはできなかっ

た。一方、前段階の陣屋では、裏御門に面する広場に建てられていた小役人長屋・作業小屋・御米蔵が

位置していた箇所にあたるとみられるトレンチから、遺構・遺物が検出されている。後段階の陣屋では

それらの建物は位置を変えたとみられ、裏御門の警護のためにおかれたとみられる家臣の住居が２戸配

されるのみになっていることが、絵図から読み取れる。したがって、この調査で検出された遺構・遺物

は、前段階の陣屋の様相を、より濃く示している可能性が高い。

　平成 22 年度の調査は平成 21 年度に行われた試掘調査の結果を受けて行われたものである。調査は

市道伯太伏屋線道路の拡張部分を対象として行われた。調査範囲はおおむね平成 20 年度調査区の北東

側に位置する。前段階の陣屋の御屋形に近接するとみられるトレンチからは、遺構や生活雑器が出土し

た。また「小役人長屋」や「御倉」が配されていたとみられる箇所に設定されたトレンチにおいても、

屋敷地の区画溝とみられる遺構や、「御裏門」にかかわる側溝とみられる遺構が検出されている。

　平成 25 年１月～３月にかけてと、平成 25 年７月 1 日～平成 26 年 11 月 30 日までの期間は、大阪

府鳳土木事務所による都市計画道路池上下宮線にかかる建設工事に伴い、公益財団法人大阪府文化財セ

ンターが発掘調査を行った（図２）。先に行った調査では、古墳時代前期末葉もしくは中期初頭とみら

れる時期の円筒埴輪を伴う古墳の周溝と、改修後の陣屋に伴う、家臣の屋敷地の遺構や遺物を検出した。

　調査地周辺は昭和 30 年代ごろから開発が進行したこともあり、発掘調査をもとにした陣屋跡の解析

はようやく端緒についた段階といえる。ただ土地の区割りや道・池の位置など、陣屋の絵図との照合が

可能な部分があるのに加え、文献資料の解析や、江戸屋敷の調査も順次行われており、それらを通じて

得た知見を、発掘調査成果の解析にあてることが可能な状況である。

　なお信太千塚古墳群に関しては、土採りや宅地開発等により、行政発掘が行われないまま多数の古墳

が消滅していく中で、大阪府立泉大津高等学校の地歴部により、緊急調査や採集遺物の報告がなされて

おり、それが信太千塚古墳群の実像を探る貴重な資料となっている。

註１　実際にどのようなものだったかを知る手立ては現在のところないが、他に「赤塀」の呼称があるものでは、

１．漆喰を塗っていない、２．油土塀（赤土と油を練ったものを塗っている。耐久性あり）、３．赤く着色した

漆喰を塗っている、がある。３は京都の角屋などでみられるもので、ここではまずありえないと考える。
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１　伯太藩陣屋跡　　２　丸笠山古墳　　３　信太千塚古墳群　　４　信太千塚 62 号墳　　５　坂本寺跡　　６　願成遺跡

７　惣ヶ池遺跡　　８　陶邑窯跡群　　９　池田寺跡　　10　池田寺遺跡　　11　池浦遺跡　　12　池上曽根遺跡

13　七ノ坪遺跡　　14　伯太北遺跡　　15　豊中遺跡　　16　和泉国府跡　　17　府中遺跡　　18 和泉寺跡　　

19　和気遺跡　　20　寺田遺跡　　21　観音寺山遺跡　　22　摩湯山古墳　　23　池田下遺跡　　24　万町北遺跡
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図１　伯太藩陣屋跡・信太千塚古墳群の位置と周辺の遺跡
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伯太藩陣屋跡
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図２　調査地　位置図
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第２章　位置と環境

　伯太藩陣屋は信太山丘陵の先端部の、標高 50 ｍ前後の微高地に位置し、丘陵地帯を西流して海に流

れ込む河川の堆積作用によって形成された、扇状地や沖積地を広く見渡せる場所に位置する。信太山丘

陵は、粘土に赤色土化した砂礫が含まれる中期洪積層をベースとする高位段丘で、そこに貫入する谷地

形を利用したため池が点在する、起伏にとんだ地形である。

　陣屋の位置する箇所は、信太山丘陵の先端に近い部分で、低段丘にむけて下降する面も含んでいる。

その中で平野部や、さらにその先の海浜部の眺望が最も開けた部分に藩主の屋敷地を配している。陣屋

が面している平野部は、大阪平野の南半部にあたり、和泉山地や丘陵部が海岸線寄りにせり出している

ため、平野部は徐々に狭まりながら南北にのびる形状を呈する。京都・大阪と和歌山を結ぶライン上に

あたるため、古くから街道として、人の往来の多い地域でもあった。陣屋の正面玄関は、その街道に面

した部分に設けられている。また陣屋が当地に移ってきた後、陣屋への人の出入りが増加したのをきっ

かけに、街道筋には商家を中心とした家が軒を連ねる、伯太新町が形づくられていった。

　次に伯太藩陣屋が形成されるまでの歴史的環境を、各時代における集落の形成過程や分布を中心に、

周辺市域状況も含めて概観したい（図１）。

旧石器時代　

　伯太北遺跡・観音寺山遺跡・和気遺跡等で、翼状剝片もしくはそれを素材として作られた国府型ナイ

フ形石器等の、後期旧石器時代の遺物が出土している（註１）。これまで大阪府下で出土した大半の旧

石器と同様、おおむね後世の時期の遺物とともに少量ずつ出土しており、旧石器時代の遺構や遺構面に

伴って出土した例はほとんど認められない。この時期の遺物は、丘陵上や中・高位段丘など、比較的高

所で出土する傾向がみられる。

縄文時代

　旧石器時代末葉から縄文時代草創期にかけての時期に属する遺物である有舌尖頭器が、伯太北遺跡で、

後世の遺物包含層に混入した状態で出土している。前期に入ると前述の遺跡に加え、池田寺遺跡でも土

器が出土しており、遺物の出土地点はやや増加するものの、集落の実態が具体的に把握できないのは早

期と同様である。中期以降では、遺構を伴う例が散見されるようになる。府中遺跡では中期末の土坑が

検出されている。中期末以降になると、集落や生活実態が把握できる例がみられるようになるとともに、

人々の生活領域が扇状地へと拡大することがわかる。後期になると、前述の遺跡に加え、寺田遺跡で、

遺構と遺物の検出例が認められる。生活実態に関しては不明な部分が大きいが、この時期になると、生

活領域が沖積地へさらに拡大するのは疑いないとみられる。	

弥生時代　

　前期の遺構・遺物は、大半を前期後半のものが占める。そのため、前期中葉の土器が出土している池

浦遺跡は、大津川流域の弥生時代遺跡の中で、最も古い様相を示すといえる。地理的な位置関係からみ

ても、池浦遺跡を池上曽根遺跡の前身ととらえられるのは自然といえる。ただ縄文時代晩期から弥生時

代にいたる集落遺跡に関しては、前期前半の遺物の欠如が、弥生文化の受容のあり様を示している可能

性があり、必ずしもそれを時間的な差とは言い切れない部分がある。この時期の集落規模は概して小さ

く、池上曽根遺跡でみられる中期以降の大規模集落としてのあり方とは一線を画している。
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　中期になると遺跡数が増加するとともに、低・中位段丘上へも集落分布が拡大する傾向がみられる。

池上曽根遺跡では、特に中期中葉から後葉の時期に住居跡数が増加し、居住域が拡大するとともに、方

形周溝墓群が形成される。それらに加えて大規模な掘立柱建物や、青銅器の製作痕跡も検出されたこと

から、神殿や青銅器の製作工房を伴う、集約的な機能を持つ集落だったのではないかという見方もある。

一方、その周辺においてほぼ同じ時期に成立する遺跡の中には、単一もしくは数個の単位集団からなる

居住域と、墓域によって構成されるとみられる小規模なものもある。さまざまな規模の集落域が有機的

に結びつくことで、当時の地域社会が構成されていたことがうかがえる。

　後期になると、池上曽根遺跡をはじめとするかつての大規模集落で、居住域が縮小ないし拡散する。

それに対して丘陵上では、惣ヶ池遺跡や観音寺山遺跡といった大規模集落が展開し、終末には姿を消す。

後期中葉から終末期にかけては、和気遺跡・豊中遺跡・府中遺跡のように、沖積地から低位段丘でも集

落が認められるが、集落の規模は概してそれほど大きくない。

古墳時代

　和気遺跡・豊中遺跡では、弥生時代終末～古墳時代初頭の集落が検出されている。それらは数棟の竪

穴住居と１棟の倉庫とみられる掘立柱建物、もしくは井戸からなる住居単位が数個集まった、小規模な

集落とみられている。府中遺跡で検出された同時期の竪穴住居のあり様からも、同様の集落規模ないし

構造がうかがえる。検出された竪穴住居の数はそれほど多くないが、流路から集落域より投棄されたと

みられる多量の土器と木器が出土している。そのすぐ北側に隣接する七ノ坪遺跡で検出された、竪穴住

居からなる同時期の居住域と方形周溝墓、水田と流路の様子から、微高地に貫入する浅い谷地形を利用

してつくられた水田域の周辺に、いくつかの小規模な居住域と墓域が点在していた状況がうかがえる。

　寺田遺跡は弥生中期後半から古墳時代後期まで継続するが、その最盛期は古墳時代中期である。竪穴

住居と掘立柱建物からなる大規模集落で、集落域を画す河川や溝も含め、集落景観を把握できる。また

前期末～中期初頭の鍛冶遺構が検出されており、それとほぼ同時期に築造された摩湯山古墳の被葬者と

の関係が示唆されている（註２）。住居内から初期須恵器が出土したのに加え、多数の製塩土器が出土

したことでも知られる。

　景初三年銘銅鏡が出土したことで知られる、５世紀初頭に築造された和泉黄金塚古墳や、それとほぼ

同時代であるとみられる摩湯山古墳、中期初頭に築造されたとみられる丸笠山古墳、後期に築造された

群集墳である信太千塚古墳群等が展開する。この時代の集落の動向は、和泉地域の古墳や埋葬施設の築

造にも密接に関わっているとみられるが、その解明は今後の課題である。『和泉伯太郷土史辞典』には、

古墳時代の項目の中で、伯太藩陣屋内における古墳についての記述がある。それによると明治以降に、

伯太士族の帰農授産の目的で陣屋内の開墾が積極的に行われ、その際に消滅した古墳があったことが述

べられている。

　上記に加え泉北丘陵では、古墳時代中期ごろから平安時代初頭にかけて大規模に操業された、陶邑窯

跡群の存在がよく知られている。信太山丘陵でも、数基の須恵器窯が検出されている。

飛鳥時代～奈良時代　

　和泉国府に加え、槇尾川流域の狭い谷平野部においては白鳳寺院が高密度に建立された。万町北遺跡

では、古墳時代集落の居住域に、引き続いて掘立柱建物群が形成される。同じ空間に異なる時期の掘立

柱建物が展開することから、かならずしも両者を明確に弁別しているわけではないが、軸の方向や柱の

通りをそろえた何棟かの建物のまとまりが複数展開するとみられる。和泉国府の推定地を含んでいる府
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中遺跡では、奈良時代の土坑や溝とともに、土器や白鳳期の瓦が出土している。府中遺跡に隣接して寺

域が想定されている和泉寺跡に関しては、具体的なことはほとんどわかっていないが、府中遺跡で出土

した多量の瓦から、その存在時期をうかがうことができる。また瓦の中に古代士族の人名や姓を記した

ものが含まれていることでも知られている。信太寺跡は信太山丘陵の北端に位置し、磚積基壇状高まり

が検出されているのに加え、「信太寺」と線刻された文字瓦が出土したことで知られる。また近辺には

掘立柱建物からなる集落が展開していたとみられる。なお信太寺は出土した瓦より、７世紀後半ごろに

建立されたとみられる。古くから飛鳥時代の瓦が散布することで知られていた池田寺遺跡では、発掘調

査の進展にともない、池田寺の創建が７世紀中ごろにさかのぼること、近辺に瓦窯や、飛鳥時代から平

安時代にいたる大規模な集落があったのに加え、須恵器窯から排出されたとみられる灰原と多量の須恵

器も検出されている。上記は、国衙や古代寺院との関係が深い場所に成立した集落の例である。

平安時代　

　池田寺遺跡では、この時期の集落が検出されている。信太寺の近辺にあった集落は奈良時代に一旦途

絶するが、平安時代にまた成立する。池田下遺跡では小規模な集落が検出されている。

鎌倉時代～戦国時代

　和気遺跡では井戸、条里地割にのっとった区画溝と、それに平行または直交する方向の建物群からな

る、院政期から鎌倉時代の屋敷地が検出されている。屋敷地の変遷や、他の屋敷地が付け加わる状況等

を具体的に把握することができる好例である。豊中遺跡では石積みや羽釜を井戸枠に転用した井戸など

が 10 基近く検出され、埋土から鎌倉～室町に属する瓦器椀・土師器が多数出土している。府中遺跡で

は院政期から戦国時代にかけての建物群や水田が検出されており、集落景観復元の手掛かりとなりうる

のみならず、土地利用の変化も含めた、集落の変遷をとらえることができる。

　上記は大規模集落の景観が復元できる例だが、池田下遺跡で検出された室町時代の集落は、下部に流

路がめぐる微高地上に、数棟の掘立柱建物を配した極めて小規模なものである。おそらくこれなどは、

耕作地の小規模な開拓、もしくは荒蕪地の再開発に関わった人達が住んだ集落と考えられる。

近世

　和気遺跡では、水田域とみられる範囲から、溝や土坑・井戸を検出した他、包含層から多量の遺物が

出土している。観音寺山遺跡では、井戸から土師器・陶磁器類が多数検出された。池田下遺跡では中世

に形成されていた墓地が戦国時代に一旦放棄されていたが、近世初頭以降、墓地の造営が復活する。さ

らに近世半ば以降になると、墓地がつくられていた丘陵斜面地を除く部分が大規模に水田造成されたこ

とがうかがえる。

註１）太井遺跡では、旧石器時代包含層とみなされている層から、石核が出土している。

註２）三好　玄　2012『寺田遺跡Ⅲ』大阪府埋蔵文化財調査報告 2012 －２　第８章第４節　大阪府教育委員　　

　　　会
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第３章　調査の方法

　発掘調査は（公財）大阪府文化財センターが作成した『遺跡調査基本マニュアル』に依拠して行っ

た。公道部分が発掘調査対象からはずれていたため、基本的に公道で区切れる部分を一つの調査単位と

し、調査区名を北から１区・２区・３区・・・とした。ただし平成 26 年度調査における７区と８区は、

反転掘削等の都合により、公道とは関係ない箇所で調査区を分割している。平成 25 年度調査範囲では

４区を、平成 26 年度調査範囲では 14 区を設定した。そのうち１区～４区は両年度の調査で地区名称

を付しているため、それらを判別できるよう、本報告書では地区名称の前に調査年度の西暦の下２桁と

年次を付すこととする。例えば、平成 25 年度調査における２区を示す際には、「13- １　２区」とす

る。なお平成 25 年度の 3 区・4 区と、平成 26 年度の 11 区・12 区・14 区は、遺構面の削平が著しく、

遺構や遺物の遺存状態がきわめて悪いことが確認されたため、大阪府教育委員会の判断により、機械掘

削終了段階で調査を終了した。したがって本報告書では、それらの調査区については記載していない。

　調査区内の地区割りは、世界測地系によって測量した国土座標軸にのっとった基準線を、遺物の取り

上げ、および遺構図作成の基準線として使用した（図３）。国土座標軸（第Ⅵ系）を基準とし、第Ⅰ区

画が１万分の１地形図、第Ⅱ区画が 2500 分の１地形図の地区割りにあたる。第Ⅲ区画は第Ⅱ区画を東

西 20 分割、南北 15 分割した１辺 100 ｍの範囲で、第Ⅳ区画はさらにそれを 10 分割した、一辺 10

ｍの範囲に対応する。遺物は、基本的に第Ⅳ区画の単位で、出土地点および日付、出土層位や遺構を記

入した遺物ラベルを添付し、陣屋とその中心部である政庁が、社会制度的ないし地域社会的に機能した

期間の様子と、その廃絶後の変遷を示すとみられる遺構から出土したものを中心に採取した。出土遺物

は、登録、洗浄、注記までの基本的な整理を発掘調査と並行して、現場詰所で行った。登録番号は、年

度ごとにそれぞれ１番から通し番号をつけた。バックホウで建物の基礎や木の根株、現代の盛土層を除

去した後、人力による土層掘削、遺構検出、遺構掘削を行い、その記録作業をすすめた。測量は前述

の国土座標をもとに、座標を測量した測量基準杭を用い、基本的に 100 分の１の縮尺で平板測量をし、

平面図を作成した。遺構埋土の断面や、遺物の検出状況、土層観察用断面等の実測に際しては、最適な

縮尺を選択して測量した。土層観察は、丘陵を縦断する方向の土層堆積状況が、陣屋の造成に関わる情

報をより多く含んでいると考え、信太山丘陵がのびる方向により近似する、調査区の長軸方向の側壁を

対象として行った。またそれを補足するため、場所を選んで、短辺方向の側壁の土層観察も行った。調

査区ごとに行った全景写真撮影は、面積が狭い調査区では残土の上から、広い調査区では高所作業車か

ら行ったが、14- １　10 区に関しては現場詰所の２階から写真撮影を行った。

　遺構名称は、「遺構番号（アラビア数字）－遺構種類」の配列にのっとって付した。例えば遺構番号

200 番の遺構が溝状の形態であった場合は、200 溝と記載する。ただし建物跡のように、複数の遺構

の集合体で一つの機能を有する遺構が構成される場合は、建物１というように、「遺構種類－番号」と

表記する。遺構番号は調査区ごとに１番から付している。したがって本書で遺構名称を表記する際は、

遺構名称に加えて、調査年度と調査区を、同じ文中や図版に明記することとする。

　調査区ごとに完掘した段階で順次、大阪府教育委員会による立会を受けた。調査終了後は遺物と現場

で作成した実測図、写真のアルバム等を南部事務所へ移送し、そこで遺物の復元、実測、製図、原稿執

筆など、報告書作成に関わる作業を行うとともに、登録作業と収納作業を順次行った。
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第４章　調査成果

第１節　基本層序

　信太山丘陵の先端部で、谷地形の貫入により、八つ手の葉状に分岐する尾根のうち、南東から北西に

むけてのびる稜線の先端部を占めるように陣屋が位置する。陣屋の表門は、中位段丘の縁に沿うように

南西から北東にむけてのびる小栗街道に面して設けられている。したがって陣屋の全体的な形状は、長

軸が南東 ‐ 北西を指向する、不正な楕円形を呈する。標高は陣屋の裏門から表門にむけて、おおむね

緩やかに下降するが、14- １　４区のあたりから北へかけての部分で、斜度がやや強くなる。藩主の屋

敷地は、斜面の傾斜変換点の少し手前で、平野部や海浜部への眺望が開けている部分を占めている。

　傾斜地を造成する際は、平坦面を確保するために削り取った土は、なるべくすぐ近くの斜面に盛土し

て叩き締める方が、土の移動にかかる労力が省け、さらに切土だけの場合より広い平坦面を得ることが

でき、効率的である。より広い平坦面を確保しようと思えば、より大きい範囲を削平し、より広範囲に

盛土することが必要になる。しかし一方で、それには労力がかかり、地形や地質的な条件によっては、

土砂崩落の危険性が増す。したがって実際には、労力と効果、安全性との折り合いを図りながら、土地

割や工法を選択したと考えられる。

　調査に際して最初に注意すべきと感じたのは、陣屋を造成する際に敷設された盛土があった場合、そ

れと後世の盛土との区別が簡単につけられるのだろうかという点であった。上層から土を掘削している

段階で、土質によって、その時期や目的を推し量ることは非常に難しいことが予想され、土層の変わり

目における遺構の有無、あるいはその帰属時期を慎重に判断する必要があった。結論から言えば、陣屋

の造成に際して敷設された盛土の可能性のある土層は、13- １　1 区において、部分的に検出されたの

みであった。

　他方、調査に際してのもう一つの懸案は、後世の宅地造成による大規模な削平により、遺構を消失し

ている部分が多いのではないかという点であった。調査の結果、遺構面の大半が後世の削平を受けてい

ることがうかがえたが、当初危惧されていたように、かつての生活痕跡が一掃されるような激しい削平

を認めたのは、13- １　２区から 14- １　13 区の間と、平成 26 年度調査区の１～３区で、それ以外の

部分では断片的にであっても遺構を検出しえた。ことに藩主屋敷地に含まれる８区において、遺構の保

存状態が比較的よかったのは幸いだった。

　次に層序について述べる（図４）。13- １調査と 14- １調査とでは、層名と遺構面との対応関係など

に異なる部分があるため、ここでは各年度の調査における状況を述べたのち、相互の関係性についてま

とめることとする。

　13- １調査区では、遺構面を２面検出している。第１面は江戸時代、つまり伯太藩陣屋の時期の遺構

面であり、第２面は古墳時代の遺構面ととらえられる。第１層は現代の表土および盛土で、有機物の混

入による黒色化が顕著な層である。第１面は第１層を除去して検出した面である。第２層は第１面の基

盤層で近世の遺物を多く含む層であり、前述したようにその分布範囲は部分的だった。平坦面を広げる

ため、陣屋の時期に敷設された盛土とみられる。第２面は第２層を除去して検出した面である。第３層

は第２面の基盤層で、今回の調査で新たに検出された、１号墳や２号墳の盛土、もしくは遺物包含層と
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1.　砕石・現代の盛土＜第1-1層＞
2.　7.5YR6/6　橙　小礫混粘質シルト　地山の黄橙色シルト層を削平して生じた盛地
　　＜第1-1層＞
3.　7.5YR4/3　褐　シルト混砂質細～中砂　地山の黄橙色シルトブロック含む

1.　砕石層
2.　表土
3.　現代の盛土　ナイロン・缶・コンクリートブロック等含む＜第1-1層＞
4.　現代の盛土　地山の削平土からなる＜第1-1層＞

1.　現代の盛土・整地層・砕石層＜第1-1層＞
2.　10YR5/4　にぶい黄褐　中～粗砂混粘質シルト
　　炭化物含み若干黒色化する
3.　7.5YR7/6　橙　細砂混砂質シルト
　　地山を削平した際に生じた盛土
4.　10YR4/2　灰黄褐　シルト混粘質細砂
　　小礫・炭含み黒色化する
　　地山の明黄褐色シルトブロック含む
5.　10YR6/3　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂
　　小礫・炭含む　地山の明黄褐色シルトブロック含む
6.　10YR4/1　褐灰　中砂混粘質細砂
　　炭・焼土含み黒色化する　3に似る
7.　10YR6/2　灰黄褐　小礫～粗砂混粘質細砂　炭若干含む
8.　10YR6/3　にぶい黄橙　細砂混粘質シルト
　　炭・焼土・地山の明黄褐色シルトブロック含む
9.　7.5YR6/2　灰褐　中～細砂混粘質シルト　炭・焼土含む
10.  7.5YR5/3　にぶい褐　シルト混粘質細～中砂
　　炭含み若干黒色化する
11.  10YR5/2　灰黄褐　細砂混粘質シルト
　　炭含み若干黒色化する
12.  10YR6/1　褐灰　細砂混粘質シルト
　　10に似るがそれより粘性強い
13.  10YR6/2　灰黄褐　シルト混粘質細砂　小礫・炭含む
14.  10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂
　　13の土と地山の黄橙色シルトがブロック状に混じる
15.  10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂＜第1-2層＞

1.　現代の整地層　砕石含む＜第1-1層＞
2.　現代の盛土　地山を削平した際に生じた土＜第1-1層＞
3.　撹乱　塩ビ管・ナイロン袋・紙パック等含む
4.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂
　　粗砂・炭を若干含む＜第1-2層＞
5.　10YR6/2　灰黄褐　細砂混粘質シルト
　　小礫・炭・数センチ大の地山の
　　明黄褐色シルトブロック含む　盛土＜第1-2層＞
6.　7.5YR7/6　橙　細砂混粘質シルト
　　地山に似るが、炭・マンガン斑紋含み土壌化する　盛土＜第1-2層＞
7.　10YR6/3　にぶい黄橙　細～粗砂混粘質シルト
　　地山の黄褐色シルトブロック含む　盛土＜第1-1層＞
8.　7.5YR5/1　褐灰　シルト混粘質中～粗砂
　　炭含み黒色化する＜第1-1層＞
9.　現代の盛土　2に似るが、表土がブロック状に混入する＜第1-1層＞
10.  コンクリートＵ字管の基礎　砕石層
11.  7.5YR4/1　褐灰　細砂混砂質シルト
　　小礫・炭含み黒色化する　旧表土
12.  撹乱　ガラス板片混入
13.  7.5YR6/4　にぶい橙　細砂混粘質シルト
　　地山の黄褐色シルトブロックと、11のブロック土が混じる
14.  7.5YR6/8　橙　粗砂～中礫混粘質シルト
　　削平された地山からなる盛土＜第1-2層＞
15.  7.5YR5/3　にぶい褐　粗砂混砂質細砂
　　小礫・炭含みやや黒色化する　旧耕作土か＜第1-2層＞
16.  7.5YR7/3　にぶい橙　細砂混粘質シルト
　　粗砂・地山の黄橙色シルトブロック・炭を若干含む　盛土＜第1-2層＞
17.  10YR6/6　明黄褐　中砂混粘質細砂
　　地山の灰白色シルトブロック・炭含む　盛土＜第1-2層＞

1.　7.5YR5/2　灰褐　中砂混粘質細砂からなる耕作土をベースとし、そこに砕石や地山を
　　削平して生じた盛土、現代の廃棄土壌埋土などが入り混じっている　現代表土＜第1-1層＞
2.　10YR6/3　にぶい黄橙　細砂混粘質シルト　地山の黄橙色シルトブロック・炭化物混じる＜第1-2層か＞
3.　10YR6/4　にぶい黄橙　細砂混粘質シルト＜第1-2層＞
4.　10YR7/6　明黄褐　細砂混粘質シルト　小礫・地山の地山の黄橙色シルトブロック含む　地山の掘削土整地層＜第1-2層＞
5.　7.5YR7/6　橙　シルト混粘質細～中砂　小礫・地山の地山の黄橙色シルトブロック含む　地山の掘削土整地層＜第1-2層＞
6.　10YR7/6　明黄褐　細砂混粘質シルト　小礫・地山の地山の橙色シルトブロック含む　地山の掘削土整地層＜第1-2層＞
　　4に似るがより粘性あり
7.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　全体によく撹拌され土壌化している　やや黒色化しており耕作土の可能性あり＜第1-2層＞
8.　10YR7/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　7に似るがそれより土壌化は弱い＜第1-2層＞
9.　10YR7/6　明黄褐　細砂混粘質シルト　小礫含む　地山を削って盛りつけた整地層＜第1-2層＞
10.  7.5YR7/6　橙　細砂混粘質シルト　小礫含む　地山を削って盛りつけた整地層　9よりやや粘性あり＜第1-2層＞
11.  10YR7/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　小礫含む　地山を削って盛りつけた整地層＜第1-2層＞
12.  10YR8/4　浅黄橙　シルト混粘質細砂　植物の根の貫入で生じた土壌層か
13.  10YR6/3　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　地山の黄橙色シルトブロックと、
　　耕作土とみられる10YR5/3　粘質細砂シルトがブロック状に混じりあう

20.  10YR7/6　明黄褐　シルト混粘質細砂　シルトと細砂がゆるやかに層状をなす
21.  10YR7/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　シルトと細砂がゆるやかに層状をなす
22.  7.5YR7/4　にぶい橙　シルト混粘質細砂　シルトと細砂がゆるやかに層状をなす
　　21より層理が明瞭
23.  10YR7/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　上方から下方に向けて砂粒が大きくなる
24.  10YR6/4　にぶい黄橙　中～粗砂混粘質細砂　左から右に向けて砂粒が小さくなる
25.  10YR7/4　にぶい黄橙　粗砂混砂質細砂　10に似るがそれより土壌化弱い
26.  10YR5/4　にぶい黄褐　粗～中砂混粘質シルト　整地層＜第1-3層に似る＞
27.  排土
28.  撹乱埋土
29.  撹乱埋土
30.  10YR4/1　褐灰　粗砂混砂質細砂　旧耕作土
31.  7.5YR7/6　橙　粗砂～小礫混粘質シルト　旧耕作土の床土
32.  7.5YR5/2　灰褐　小礫混粘質シルト
33.  10YR5/3　にぶい黄褐　中～粗砂混粘質シルト
　　2のブロックが混入する
34.  10YR6/3　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　炭と小礫若干混じる
35.  撹乱埋土
36.  7.5YR7/6　橙　シルト混粘質中～粗砂＜第1-2層＞
37.  10YR7/4　にぶい黄橙　細砂混粘質シルト　マンガン斑紋含む

9.　7.5YR6/4　にぶい橙　シルト混粘質細砂　炭・小礫含む　整地層＜第1-3層か＞
10.  7.5YR6/4　にぶい橙　シルト混粘質中～細砂　地山の褐灰色シルト層　
　　にぶい橙の中～細砂層が層状に堆積する部分も認められるものの、若干炭を含み土壌化する
11.  10YR7/3　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　小礫含む　植物根の貫入顕著
12.  7.5YR5/4　にぶい褐　小礫混砂質中～細砂　炭と灰褐色シルトブロック含む
13.  7.5YR7/6　橙　小礫混砂質細砂　粗砂～小礫の層状のブロックがところどころにみられる
14.  10YR6/2　灰黄褐　小礫混砂質中～細砂　12に似る
15.  7.5YR7/6　橙　細砂混粘質細砂　13に似る　側方に中～粗砂の層状のブロックが堆積する
16.  7.5YR6/3　にぶい褐　粗砂～小礫混粘質細砂　地山の再堆積層か
17.  7.5YR7/4　にぶい橙　中砂混粘質細砂
18.  10YR7/6　明黄褐　シルト混粘質細砂　炭若干含む　明黄褐色の細砂とシルトがゆるやかに層状をなす
19.  7.5YR7/4　にぶい橙　粗砂混粘質細砂　地山の再堆積層か

1.　現代の表土＜第1-1層＞
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混砂質中砂　地山中の中～大礫含む　旧耕作土ブロック混じる
　　＜第1-1層＞
3.　10YR7/6　明黄褐　シルト混粘質中砂　地山中の中～大礫含む　整地層＜第1-2層＞
4.　10YR7/4　にぶい黄橙　中砂混粘質細砂　小礫・若干の炭含む　整地層＜第1-2層＞
5.　10YR7/3　にぶい黄橙　粗砂混粘質細砂　地山中の中礫含む　整地層＜第1-2層＞
6.　7.5YR6/6　橙　細砂混粘質シルト　地山中の小～中礫多量に含む　整地層＜第1-2層か＞
7.　10YR7/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細～中砂　木の根の貫入顕著　整地層＜第1-2層か＞
8.　7.5YR7/4　にぶい橙　シルト混粘質細～中砂　炭・小礫若干含む　整地層＜第1-2層か＞

1.　7.5YR4/1　褐灰　中砂混砂質細砂　耕作土＜第1-1層＞
2.　7.5YR5/3　にぶい褐　細砂混粘質シルト　整地層地山の中礫含む＜第1-2層＞
3.　7.5YR7/6　橙　中砂混砂質細砂　地山の風化層＜第2層＞
4.　5YR7/6　橙　岩盤　酸化して全体に赤みをおびている印象あり＜第2層＞
5.　5YR6/6　橙　シルト混砂質細砂　地山の風化層
6.　7.5YR8/6　浅黄橙　シルト混砂質中～細砂　5より粘性あり　風化した花崗岩礫・赤色化した砂岩礫含む＜第2層＞
7.　7.5YR8/4　浅黄橙　シルト混砂質中～細砂　6に似るがそれより風化の度合いは弱い＜第2層＞
8.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混粘質シルト　地山の明黄褐色シルトブロック・礫含む
9.　10YR5/4　にぶい黄褐　中砂混粘質細砂

1.　7.5YR5/2　灰褐　粗砂～小礫混粘質細砂　炭化物含む　現代表土＜第1-1層＞
2.　7.5YR7/6　橙　シルト混粘質細砂　地山の橙色シルトブロックからなる＜第1-1層＞
3.　10YR7/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細～中砂　小礫含む　盛土＜第1-1層＞
4.　7.5YR6/3　にぶい褐　シルト混粘質中砂　小礫含む　炭化物含み若干黒色化する　耕作土か＜第1-2層＞
5.　7.5YR6/6　橙　シルト混粘質細～中砂　炭化物・地山の浅黄色シルトブロック含む
6.　10YR6/2　灰黄褐　シルト混粘質細砂　炭化物含み若干黒色化する
7.　10YR6/4　にぶい黄橙　粗砂混粘質細砂　地山の浅黄色シルトブロック含む　盛土か
8.　7.5YR6/3　にぶい褐　粗砂～小礫混粘質細砂　炭化物含み若干黒色化する
9.　10YR6/3　にぶい黄橙　粗砂～小礫混粘質細砂　8に似るが黒色化は認められない
10.  10YR6/4　にぶい黄橙　中～粗砂混粘質シルト　地山の浅黄色シルトブロック含む
11.  7.5YR6/1　褐灰　粗砂～小礫混粘質シルト　9に似る
12.  10YR6/3　にぶい黄橙　粗砂混粘質細砂　地山の明黄褐色シルトブロック多量に含む　盛土
13.  7.5YR5/2　灰褐　粗砂～小礫混粘質細砂　炭化物含み若干黒色化する
14.  10YR5/4　にぶい黄褐　細砂混粘質シルト　小礫含む
15.  10YR7/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　小礫含む
16.  10YR7/1　灰白　シルト混粘質中～粗砂　小礫含む

1.　表土・盛土　＜第１層＞
2.　10YR4/4　褐　細砂～中礫混粘質土　炭化物含む　現代攪乱
3.　10YR5/8　黄褐　細砂混粘質土　＜第２層＞
4.　10YR6/8　明黄褐　細砂～細礫混粘質土　近世遺構
5.　10YR5/8　黄褐　細砂～細礫混粘質土
6.　10YR5/6　黄褐　細砂～中礫混粘質土　古墳周溝
7.　10YR5/6　黄褐　細砂～中砂混粘質土　＜第３層＞
8.　10YR5/4　にぶい黄褐　細砂～中礫混粘質土　地山の大礫含む
　　遺構埋土か？

9.　7.5YR5/8　明褐　細礫～中礫混粘質土　＜第３層＞
10.  10YR5/8　黄褐　細礫混粘質土　中礫含む　＜第３層＞
11.  10YR6/8　明黄褐　細砂混粘質土　遺構？
12.  10YR6/8　明黄褐　細砂混粘質土　地山の大礫含む　＜第３層＞
13.  7.5YR5/8　明褐　細砂～細礫混粘質土　＜第３層＞
14.  7.5Y7/1　灰白　岩
　   2.5YR4/8　明赤褐　大礫含む 地山

NWSE

図４　南壁　断面図
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みられる。出土遺物がきわめて少量で、かつ時期比定の可能なものがなかったことから、その形成時期

は不明である。

　前述したように、陣屋の造成に伴う盛土の可能性がある第２層の分布範囲はきわめて部分的であった。

その分布が認められた 13- １　１区においても、２号墳のあたりから南西にかけての部分では、第２層

は分布しなかったため、そこでは検出した遺構面は１面である。つまり第１層を除去した段階で、近世

の遺構と古墳時代の遺構を同一面で検出した。したがって調査区平面図（図 44・45）では、遺構面を

１面しか検出しなかった部分においては、遺構の帰属時期に応じて第１面と第２面に弁別し、図示した。

　14- １調査区では、検出した遺構面は基本的に１面で、それは地山の上面である。旧谷地形の埋土や、

遺構埋土を除く、遺構面を覆う土層を第１層ととらえた。そのうち現代の表土と盛土を第１－１層とと

らえた。その下に堆積していたのは盛土層や耕作土層で、盛土層は主に 14- １　８区・９区で、耕作土

層は 14- １　７区と４区の北西寄りの部分とで、分布を認めた。

　盛土層は大きく見て二種類に弁別することができた。ひとつは政庁の廃絶直後に、建物の基壇状高ま

りと坪庭部分とで生じた凹凸をならすため、窪地に投入されたとみられるものや、政庁跡地利用の一環

として行われた耕作地造成に伴う盛土ないし耕作土層で、これを第１－３層とした。その上面において

も、意図的に瓦を敷き並べた痕跡や、炭・焼土を含んだ土坑を検出したが、それらは近代以降に形成さ

れたものであるため、写真で出土状況等を記録することにした。第１－２層とした盛土層は、主に８区

の南東際の斜面地でその分布を認めた。これも土地利用の利便性を高めるために、陣屋廃絶後に敷設さ

れた盛土とみられるが、こちらの層には第１－３層に含まれるより新しい時代の日用品も含まれること

から、それより後に形成されたと捉えられる層である。

　14- １　４区や 7 区で検出した耕作土層からは、あきらかに現代のものととらえられる遺物は含まれ

ていないが、明確にその造成時期を推測できる遺物は出土しなかった。７区ではガラス質の胎土の白磁

片が含まれていた。

　陣屋廃絶後、収入の道が途絶えた旧藩士の生活維持のため、陣屋内で耕作地造成が図られたことが『和

泉伯太郷土史辞典』の記述などから窺がえる。また昭和 36 年作成の地形図では、この部分は草地とし

て表記されているが、方形の区画を呈しており、かつて耕作地だったことがうかがえる。したがってそ

れらの耕作土層は、陣屋の廃絶直後か、その前後に形成された可能性が高いと考えられる。

　以上をまとめると、13- １調査の第１面と、14- １調査の遺構面は、おおむね改修後の陣屋に伴って

形成された生活痕跡をとどめるものと理解できる。改修工事は計画的かつ大規模なものだったことが推

測され、これにより、それ以前の時期の遺跡・遺構がかなり消失したのではないかと推測される。13-

１調査では、かろうじてその際の削平をまぬがれた箇所で、古墳の周溝を検出したが、14- １調査では

古墳時代の遺物すらほとんど検出していない。一方、14- １　８区では、現代の地形改変が深部まで及

ばなかったことから、陣屋廃絶前後の土地利用および景観の変遷を類推することができた。

　14- １調査区における第２層は地山で、遺構面はおおむね第２層の上面で検出した。第２層は粘土に

赤色土化した砂礫を多く含む中期洪積層がベースである。遺跡が高位段丘上に位置していることもあり、

基本的には乾燥し、堅くしまった土壌である。ただ水を含むと、強い粘性を帯びる。
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第２節　遺構

　ここでは、かつての陣屋の表門に近い調査区から、裏門の方向にむかって、基本的には調査区ごとに、

遺構の検出状況をもとにして調査成果をまとめたい（図５・６）。ただ調査区の区切りは、陣屋当時の

地割とは無関係な現在の公道を介して区切られている場合や、発掘調査の作業場の都合から、任意に区

切った部分もある。調査区をまたいで検出した遺構間で、両者の関連が明確な場合は、図面もしくは文

章中で明記することとした。

14- １　１区・２区・３区（図７・８）

　これらの調査区を設定した箇所は、もともと丘陵の頂部から斜面裾にむけて下降する傾斜度がやや強

くなる、斜面地にあたっている。宅地や道路整備に伴う造成で、近年地形が大きく改変されている可能

性があった。特にその際の削平が顕著だった可能性の高い、１区・２区に関しては、まず筋掘状のトレ

ンチを設定し、全面調査の可能性の有無をはかることになった（図７）。

　１区・２区ではともに、バックホウで表土や現代の盛土・砕石層を除去すると、耕作土や土壌化層を

介さずに地山面が露出したことから、大規模な地山の削平が行われたことが明らかだった。また埋設管

やコンクリート壁の設置などに伴い、さらに深部まで攪乱の及んでいる部分もあることがわかった。そ

のため全面調査は行わなかったが、１区で土坑を1基検出し、埋土から磁器等を検出した。これ以外には、

遺構・遺物は検出しなかった。

　１土坑は平面形が直径１～ 1.5 ｍの円形とみられ、ほぼ垂直に掘り下げられていた。おそらく井戸か、

それに類する水溜のような機能を有する遺構ではないかと考える。１土坑の埋土にはしまりがなく、土

質がほぼ均一だったことから、不要になった段階で一気に埋められたとみられる。土坑の埋土から出土

した遺物は、炮烙の破片、火鉢とみられる土師質土器の破片、陶器の土瓶の破片、染色体紋をあしらっ

た磁器碗片、陶器の蓋が各１点、同一個体とみられる磁器の小型碗と素焼きの陶器片、上薬をかけた陶

器片各２点である。それらのうち、形態的な特徴がよくわかるのは磁器の小型碗で、17 世紀後葉から

18 世紀前葉の時期のものとみられる。それ以外は細片のため、時期を明確に把握できないが、土瓶は

18 世紀代、染色体紋をあしらった磁器碗は 19 世紀代のものである可能性がある。そうであれば前段

階の陣屋の時期の遺物と、後段階の陣屋の時期の遺物が混在していたことになる。遺物の残存状況も勘

案すると、それらはこの土坑を埋める際に運び込まれた土に混入していたものと考える。いずれにせよ、

この土坑は 19 世紀を上限とする時期には機能を失っていたとみられる。陣屋絵図でみると１・２調査

区は、家臣の屋敷地にあたっているとみられる。したがって１土坑は家臣の屋敷地に付随する遺構とと

らえられる。

　３区も１・２区と同様、バックホウで表土や砕石層などを除去した段階で、おおむね地山が露出した

（図８）。隣接する４区の地山面から１ｍ強、地盤高が下がることからみて、宅地造成の際に大きく切り

下げられたため、遺構等が残存しなかったと考えられる。ただ３区の北西端部の傾斜部分だけは、表土

中に磁器類が多少含まれていたことから、かろうじて削平をまぬがれた可能性がある。

14- １　４区（図９～ 11）

　４区と７区が面している公道は、後段階の陣屋において設けられた道を踏襲しているとみられるが、

４区と５区の面している公道は最近になって敷設されたものである。後段階の陣屋の絵図とも対照した

場合、７区と４区とはもともと異なる屋敷地割に含まれるととらえられ、それぞれの調査区で検出した
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図５　調査区全体図（1/2）
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遺構相互の関連性は低いと考えられる。それに対して４区と５区の一部は、同一の屋敷地に含まれてい

た可能性が高い。

　図 53 と後段階の陣屋絵図（図 54 －Ｂ）とを比較すると、４区と５区の一部に重なっている天理泉

信分教会の地割は、おそらく「加藤直記」・「長坂九郎右衛門」の屋敷地に合致すると考えられる。後段

階の陣屋絵図で、藩主屋敷の北辺から加藤直記邸の北辺に至り、さらにその先で屈曲しつつ、陣屋の外

へ至る道が、天理泉信分教会の北辺から屈曲しつつ放光池へ至る道に踏襲されているととらえられるか

らである。調査区の位置関係と、陣屋絵図に描かれている相対的な位置関係からみて、４区と５区の一

部は加藤直記邸に重なる可能性が高いと考える。

　加藤邸と長坂邸は、藩主の屋敷と通りを挟んで対面する位置にあること、絵図に描かれている屋敷区
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図７　14-1　１区・２区　平面図
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画の大きさからみて、上級家臣であることがうかがえる。さらに加藤姓と長坂姓は、前期陣屋の絵図（図

54 －Ａ）にも認められ、早い時期から家臣団の中で要職を占めたことがわかる。ちなみに片山家文書

の中の、幕末から明治初頭の伯太藩家中名簿によると、長坂九郎右衛門は家臣のなかでは最も扶持高の

大きい150石取りで家老職、加藤直記は100石取りで御物頭格の役職を務めている。これらのことから、

４区と５区の一部で検出した遺構や遺物は、伯太藩の上級家臣の生活の一端を反映したものととらえる

ことができる。

　４区の遺構検出状況は、７区に近い南東半部と、３区寄りの北西半部とで大きく異なる。南東半部で

は溝や土坑、ピット等の遺構が比較的高密度で検出されたのに対し、北西半部ではほとんど遺構を検出

しなかった。遺物も大半が南東半部の遺構埋土から出土している。

　土層断面をみると北西半部では、耕作土や耕作地造成の際の盛土とみられる土壌が、最大で３ｍ近く

土管

土管

土管

土管

0 ５ｍ(1:100)

Y=-5
1,30

0

Y=-5
1,29

0

X=-166,600

X=-166,610

図８　14-1　３区　平面図

図８　14-1　３区　平面図



― 19 ―

堆積するのを認めた。それらの土壌化層から、量は少ないものの、江戸時代後葉のものとみられる磁器

類を検出している。それらはいずれも細片で、耕作の際の土壌の攪拌に伴って混入したものととらえら

れる。

　以上のことから４区北西半部では、後世の耕作に伴って、陣屋の時期の遺構は削平された可能性が高

いと考える。加えて建物の廃材や、建物の基礎部分のコンクリート片などを埋めた、攪乱坑が７カ所ほ

どあり、住宅造成後も地形改変がなされたことがわかる。

　４区で検出した遺構は、４区と７区を区切る道と方向がほぼ同じ溝が５条（７溝・14 溝・15 溝・11 溝・

13 溝）、それに直交する溝が３条（９溝・８溝・18 溝）、円形土坑・焼土坑・不整形土坑・ピットなど

である。

　土坑・ピットは、おおむね９溝および 12 土坑より北側で検出している。さらにいえば、13 溝より

西側で多く検出される傾向があった。４区の北西半部で遺構密度が低いのは、後世の地形改変により削

平された可能性が高いことは前述したが、同様のことは９溝と 11 溝で囲まれた、調査区の南隅におい

てもいえる。この部分は、もともと地盤の標高が周囲よりもやや高かったとみられ、バックホウで表土

や現代の盛土を除去した段階で地山面が露出した。したがって後世の削平により、かつての地表面が大

きく削平された可能性は否めない。９溝より南側で７溝の延伸部分を認めなかったが、削平された可能

性も考える必要があろう。

　溝底の高低差により、水の流れを復元すると、14 溝は北東から南西にむけて流れたのち、屈曲して

15 溝の方向に流末をむけていたとみられる。13 溝と 15 溝は北東から南西にむけて、７溝と 11 溝は

それとは逆に南東から北西にむけて流れていたとみられる。これらの溝に直交する 18 溝・８溝・９溝

は南東から北西にむけて流れていたとみられる。それらをみると、７溝のみを例外として、それ以外は

すべて、12 土坑にむけて水が流れ落ちるように、配置されていたととらえられる。12 土坑はそれらの

溝に直交もしくは並行するように、北西－南東方向に細長く掘られており、底部は２段に掘り下げられ

るとともに、最も深い部分にむけて、階段状のスロープが造られていた。さらにこの土坑の北西側の短

辺から溝状の落ちと、さらにその先には調査区外にむけて長楕円形の 19 土坑が取りついているのが認

められた。周囲の地形を勘案すると、降雨などにより、12 土坑に集まってきた水が溢れる量になった

場合は、溝状の落ちを介して、さらにその先に流れるように、溝や土坑が配されていたのではないかと

考えられる（図９）。

　検出面において観察した遺構の切りあいでは、８溝が７溝に、７溝は９溝に切られ、８溝と９溝はと

もに 14 溝に切られていた。18 溝は 14 溝と 15 溝を切っている。15 溝と 13 溝の北端には攪乱が及ん

でおり、両者の切りあいの有無は不明であった。なお 13 溝は断面でみると、２時期の溝が重なったも

のであることがわかる（図 10）。当初は素掘りの溝だったが、それが埋まった段階でほぼ重なるように

すぐ西側に溝を掘り直し、壁面に拳大の石を貼って作り直したことがうかがえる。

　次に遺物の出土状況などから、それらの溝の時期を検討したい。７溝の埋土からは丸瓦と堺・明石焼

のすり鉢の破片が各１点出土している。すり鉢は口縁端部の形状から、19 世紀前半までの時期のもの

と考えられる。９溝では瓦の破片数点と、漁網につけたとみられる土錘１点を検出したが、時期の判別

はできなかった。８溝では遺物は出土していない。14 溝では 18 世紀後葉のものとみられる筒型の磁

器碗、17 世紀後葉から 18 世紀前葉のものとみられる磁器の小型碗が出土した他、鍋や甕類とみられ

る陶器の破片、碗とみられる磁器片などが出土している。15 溝からは染付磁器碗の破片が３点と、陶
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器の破片が４点出土した。いずれも細片で時期の判別は難しいが、磁器碗は 17 世紀末葉～ 18 世紀前

葉のものと、18 世紀後葉のものからなるとみられる。13 溝は古い方の溝の埋土から、18 世紀後葉の

ものとみられる筒型碗と、18 世紀後葉～ 19 世紀前半の時期とみられる京焼系陶器の土瓶が出土した。

一方、新しい方の溝埋土からは 18 世紀代の磁器の小型碗、19 世紀前葉の磁器の蓋付碗の蓋、素焼き

の陶器片などが出土した。11 溝の埋土からは染付磁器の破片５点と、陶器の破片２点が出土した。い

ずれも細片で、溝の埋没時に二次的に混入したとみられる。磁器片はいずれも碗の破片とみられ、口縁

部に鉄釉を施した、染色体紋をあしらった端反碗、薄手で色絵をほどこしたもの、陶器にはトビカンナ

で施文して、淡褐色の透明度の高い化粧釉を施した蓋が含まれる。これらの遺物の明確な時期判別は難
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図９　14-1　４区　平面図
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しいが、おおむね 19 世紀前半台までの時期におさまるのではないかと考える。

　以上のことから、これらの溝はおおむね 18 世紀前葉から 19 世紀後葉までのある時期に掘削され、

機能したものであることがうかがえる。特に７溝・８溝・９溝は溝の幅や深さが非常に類似しており、

あまり時間をおかずに掘削された可能性がある。14 溝と 15 溝は、埋土の類似性からコの字状に掘削

された溝の一部である可能性が高い。

　次に４区で検出した溝と、５区で検出した溝との関係をみたい（図 12）。埋土の土質の類似性からみ

ると、４区・７溝と、５区・16 溝が一連のものである可能性が高いと考える。５区・16 溝の埋土から

遺物が出土しなかったため、両者の時期の比較をすることはできなかった。また、５区においては溝

の残存状況が悪かったため、16 溝の流末が４区・７溝と一致するかどうかの判別も難しい状況である。

もし両者が同一の遺構であれば、遺構相互の位置関係からみて、４区・14 溝と５区・14 溝が、４区

15 溝と５区・７溝が一連のもの、もしくは関連性の強いものである可能性が高いと考える。

　土坑・ピットのうち、完形品も含めた大量の遺物が出土したのは 12 土坑・16 土坑・17 土坑・19

土坑である。17 土坑は 14 溝・15 溝が埋まった後、掘削されたことが土層断面から明らかである。対

して 28 土坑は 14 溝・15 溝と 12 土坑の埋土を除去した段階で、遺構の肩部で検出したことから、12

土坑と併存していた可能性がある。位置的にみて、溝から流れ込む水を受けるための掘形かもしれない。

12 土坑は底部の形状からみて、水溜めの機能も有していたのではないかと考える（図９・11）。土坑

内の水位が低い際は、スロープを降りて水を汲み、屋敷内の庭や畑の水まきに利用したのかもしれない。

全体の形状は不明だが、19 土坑も 12 土坑と同様の機能を有していた可能性が考えられる。いずれの

土坑からも、完形品を含む、磁器・陶器・瓦・土製品が多量に出土した。

　12 土坑は、次項に掲載したものの他に、陶器では植木鉢が６点、朱泥の急須が１点、陶器のすり鉢

が４点、片口鉢？１点、碗７点、蓋 11 点（うち３点は同器形）、鍋およびその蓋 19 点、土瓶９点、鉢

１点、猪口とみられる小型の碗１点、羽釜片１点、および器種不明の細片がある。土師器では炮烙がお

そらく６個体分と、火鉢２点（うち１点は脚付）が認められた。磁器では徳利２点、碗 24 点、湯のみ

状の小型の碗 23 点、蓋９点、皿４点、急須２点、大鉢３点、猪口とみられる小型の碗３点、組み物の

蓋付碗が２個体分、植木鉢１点、器種不明の破片５点がある。磁器碗には型紙摺りで模様が付されたも

のが一定量含まれていた。そのほかに匣鉢２点、メンコ２点、馬を模した土人形、銅銭、瓦類、キセル

の吸口、硬質ガラスの容器各１点があった。おおむね後段階の陣屋の時期から、陣屋の廃絶期にかけて

の遺物だが、大正期まで下る可能性のあるものが若干含まれる。遺物は埋土全体に一様に含まれており、

特に遍在性は認められなかった。転居に伴い、一括して投棄されたものではないかと考えられる。

　16土坑は平面形が不整形で、底部にもやや凹凸がみられた（図11）。南側の長辺が、12土坑と19土坑、

および両者を結ぶ溝状の落ちの長軸方向とほぼ並行する。したがって、16 土坑自体は人為的に設けら

れたものではなく、むしろこれらの遺構に挟まれて、相対的にみると帯状の高まりにみえる部分が、通

路の役割を果たしていたのかもしれない。16 土坑埋土からも比較的多量の土器や瓦類が出土した。陶

器では土鍋１点、蓋４点、土瓶とみられる破片７点、すり鉢片２点、器種不明の細片８点がある。磁器

では八角形の鉢・碗・猪口・皿が各１点と、色絵の鉢２点、湯飲みもしくは猪口とみられる小型碗の破

片 11 点、蓋２点がある。その他に軒瓦と土人形、メンコ状の土製品各１点、炮烙３個体分の破片、土

師質の羽釜片１点、火入れとみられる土師器片１点があった。16 土坑埋土の上層には地山の土がブロッ

ク状に混入していたことから、人為的に埋められたとみられる。前述の出土遺物は、その際に混入した
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1.　10YR7/6　明黄褐　細砂混砂質シルト　炭・焼土ブロック・地山の黄橙色ブロック含
2.　10YR2/1　黒　炭層と10YR4/2　灰黄褐　砂質シルト
　    焼土ブロック含むが層状に堆積する　炭は少なくとも3枚認められる
3.　地山　斜線部が熱を受けて赤変する

1.　10YR7/6　明黄褐　細砂混砂質シルト　地山の黄橙色シルトブロック含む
2.　7.5YR7/6　橙　細砂混粘質シルト　1に似るがそれより土壌化弱い
3.　10YR7/4　にぶい黄橙　細砂混粘質シルト　2よりさらに土壌化弱い

1.　10YR5/2　灰黄褐　細砂混粘質シルト　墨を含み黒色化する
　    地山の黄橙色シルトブロック含む　小礫と多量の瓦含む

1.　10YR6/2　灰黄褐　シルト混砂質細砂　若干炭含む
2.　10YR5/2　灰黄褐　シルト混砂質細砂　1より若干粘性強い

1.　10YR7/6　明黄褐　細砂混砂質シルト
　    地山の黄橙色シルトブロック含む
2.　7.5YR7/6　橙　細砂混粘質シルト
　    1に似るがそれより土壌化弱い

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混砂質シルト
2.　10YR6/6　明黄褐　シルト混粘質細砂
　    地山の再堆積土に似る

1.　10YR5/4　にぶい黄褐　中砂混粘質シルト
　    若干、地山の橙色シルトブロック・
　    小礫・炭含み黒色化する
2.　7.5YR5/1　褐灰　細砂混粘質シルト

1.　10YR6/6　明黄褐　中砂混粘質シルト
　    小礫・橙色のシルトブロック含む　炭も含み若干黒色化する
2.　10YR5/2　灰黄褐　中砂混粘質シルト　小礫・炭含む

1.　10YR5/2　灰黄褐　中砂混粘質シルト　地山の橙色シルトブロックと若干の炭含む
2.　10YR5/3　にぶい黄褐　中砂混粘質シルト
　    1に似るがそれより地山のシルトブロックの含有量多い
3.　2.5Y5/2　暗灰黄　細砂混粘質シルト　地山の明黄褐色シルトブロックと若干の炭含む
4.　10YR6/3　にぶい黄橙　細砂混粘質シルト
　    3に似るがそれより地山のシルトブロックの含有量多い
5.　10YR4/1　灰褐　細砂混粘質シルト　炭を含み黒色化顕著
※　土色3～5：埋土1・2の溝が埋まった後、その肩の石列を利用して横に再掘削した溝の埋土

1.　10YR5/2　灰黄褐　中砂混粘質シルト　小礫・炭含む
2.　10YR5/4　にぶい黄褐　粗砂混粘質シルト
　    地山中の中礫・橙色シルトブロック含む
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図 11　14-1　４区　各遺構断面図（２）
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2.　7.5YR6/4　にぶい橙　細砂混粘質シルト　1に似るがそれより土壌化進む

1.　7.5YR6/4　にぶい橙　シルト混粘質細砂　小礫若干含む
2.　7.5YR5/6　明褐　中砂混粘質細砂　1に似るがそれより土壌化進む
3.　7.5YR5/3　にぶい褐　シルト混粘質細砂　炭・小礫を若干含む　

1.　7.5YR5/6　明褐　細砂混粘質シルト
　    小礫と地山の橙色シルトブロック含む
2.　7.5YR5/4　にぶい褐　シルト混粘質細砂
　    1に似るが若干粘性弱い

1.　7.5YR7/6　橙　中砂混粘質シルト
　    地山の削平土から成る整地層
2.　7.5YR6/1　褐灰　中～細砂混粘質シルト
　    多量の土器・瓦・中礫・炭含む
3.　2.5Y6/1　黄灰　細砂混粘質シルト
　    多量の土器・瓦・炭含む　粘性強い
4.　2.5Y7/2　灰黄　細砂混粘質シルト
　    3に似るがそれより細砂の混入量少ない
　    若干炭含む

5.　5Y7/1　灰白
　    細砂混粘質シルト
　    地山の灰色粗砂ブロック
　    含む

1.　10YR6/3　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　炭と地山の黄橙色シルトブロック含む　　　2.　10YR5/2　灰黄褐　粗砂・シルト混粘質細砂　炭を含み黒色化する

1.　10YR6/6　明黄褐　中砂混粘質シルト
　    小礫・橙色のシルトブロック含む　炭も含み若干黒色化する
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混砂質細砂　瓦を多量に含む
　    一括廃棄されたものとみられる
3.　2.5Y6/1　黄灰　粗砂混粘質シルト　若干炭含む 

4.　10YR5/2　灰黄褐　中砂混粘質シルト　小礫・炭含む
5.　10YR5/4　にぶい黄褐　粗砂混粘質シルト　地山中の中礫・橙色シルトブロック含む
6.　2.5Y5/1　黄灰　細砂混粘質シルト　若干の炭と地山中の中礫含む

1.　10YR6/2　灰黄褐　中砂混粘質シルト　若干炭含む
2.　10YR4/2　灰黄褐　粗砂混粘質シルト
　    地山の橙色シルトブロック含む　炭も含み黒色化する

1.　10YR6/6　明黄褐　細砂混粘質シルト　地山の明黄褐色シルトブロック含む

1.　10YR6/6　明黄褐　細砂混粘質シルト
　    地山の明黄褐色シルトブロック含む
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂
　    地山の明黄褐色シルトブロック含む
3.　10YR5/2　灰黄褐　シルト混砂質細砂　若干炭含む
4.　10YR4/1　褐灰　シルト混砂質細砂
　    3に似るがそれよりややしまる
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のかもしれない。

　19 土坑は大部分が調査区外にあたり、その一端を調査したにすぎないが、比較的まとまった量の遺

物が出土した。その中には完形品も含まれていることから、12 土坑と同様、ある時期に一括投棄され

たものとみられる。陶器では鉢、燈明皿各５点、燈明皿の受け皿１点、碗４点、甕２個体、土瓶１点、

器種不明の細片５点がある。磁器では小型の碗２点、蓋と碗が各１点、器種不明の細片が４点だった。

その他に炮烙の破片、銅銭、漁網につけたとみられる小型の土錘が各１点あった。

　17 土坑はほぼ垂直に掘り下げられた円形の土坑で、14 溝が埋まってから掘削されたものである（図

11）。おそらく 14- １　１区で検出した１土坑と同様、水溜の機能を有した土坑だったのではないかと

考える。この遺構の埋土からも完形品を含む、多量の瓦や土器が出土した。おそらくそれらもある時期

に一括で投棄されたとみられるが、ガラスの薬瓶なども少量認められたことから、それらが廃棄された

時期は、明治時代以降に下るとみられる。

　これ以外に遺物が出土したのは 24 土坑と 25 焼土坑、27 ピットである。24 土坑からは、19 世紀以

降のものとみられる磁器の破片が数点出土した。25 焼土坑からは瓦の細片が５点と、磁器の破片２点

が出土した。磁器のうち１点は肥前系の染付で、蓋付碗の蓋とみられ、おそらく 18 世紀代のものとみ

られる。他の一点は色絵が施される。25 焼土坑は底部が平坦な土坑で、埋土に炭が層状に堆積してい

たのに加え、土坑の壁面の一部が熱を受けて赤く変色していたことから、内部で火を燃やしたことがう

かがえる（図 10）。平面形は瓢箪型に似た楕円形で、小型の竈に類した機能を有していた可能性がある。

27 ピットでは土師質土器と陶器の破片が出土した。

14- １　５区（図 12・13 ～ 15）

　バックホウで表土と砕石層などを除去した段階で、地山が露出したのに加え、撤去した建物の廃材や

基礎などを投棄した攪乱が大きな面積を占めていた。これらのことから、後世における地盤の削平や攪

乱により、遺構の残存状況は限定的とみられる（図 13）。

　16 溝より西側の部分は、４区と同じ屋敷地に含まれていたとみられ、16 溝は４区・７溝と、14 溝

は４区・14 溝と、７溝は４区・15 溝と一連もしくは関連性が強いととらえられる。５区で検出した溝

のうち、埋土から遺物が出土したのは 14 溝のみである。肥前系の染付磁器の破片が１点出土した。平

面形が多角形を呈する鉢の底部とみられるが、全体的な形状が不明なため、正確な時期は分からない。

コバルト染料が用いられている。これらの溝の詳細に関しては、４区の記述を参照されたい。

　14 溝より西側で比較的まとまった数のピット・土坑を検出した。４区の項でふれているように、そ

れらは伯太藩の上級家臣である加藤家の屋敷地に属するものととらえられる。17 土坑と 13 土坑・７

溝は、14 溝にほぼ平行するライン上に並んでいるようにみえるが、それ以外で位置関係に明確な規則

性がうかがえるものは認められなかった。

　それらの土坑・ピットのうち、埋土から遺物が出土したのは 17 土坑と５土坑である。５土坑埋土か

ら出土した遺物は、上薬をかけた器種不明の薄手の陶器の破片で、時期は不明である。17 土坑は壁面

に沿わせるように平瓦が並べられていた可能性があるが、ほとんどが壁面からはがれたような状態だっ

た（図 15）。遺構埋土から瓦片や土器片を多数検出した。それらはおそらく投棄されたものとみられる。

17 土坑の上部を削平したとみられる攪乱坑にも、17 土坑に投棄されていたとみられる江戸時代後葉以

降の土器類が多数含まれていたが、帰属があいまいなため、それらは実測対象から除外した。17 土坑

からは多数の瓦が出土したが、それらは比較的厚めで、仕上げも丁寧で光沢をもつ。それらに混じり、
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0 ５ｍ(1:100)
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=-166,610

図13　14-1　５区　平面図

７溝７溝

17土坑17土坑
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16溝16溝

19ピット19ピット20ピット20ピット

14溝14溝

13土坑13土坑

18土坑18土坑

21土坑21土坑

１土坑１土坑

５土坑５土坑

10土坑10土坑

12土坑12土坑

９土坑９土坑

８土坑８土坑
４土坑４土坑

２土坑２土坑

３土坑３土坑

図 13　14-1　５区　平面図
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1.　10YR5/2　灰黄褐　中砂混粘質シルト
　　炭・地山の黄褐色シルトブロック含む
2.　7.5YR5/3　にぶい褐　シルト混粘質細砂　焼土塊含む
3.　7.5YR4/3　褐　シルト混粘質細砂　焼土塊・多量の木炭含む
4.　10YR6/4　にぶい黄橙　粗砂混粘質中～細砂　中礫含む
　　地山の黄橙色シルトブロックからなる　若干炭含む
5.　10YR5/3　にぶい黄褐　粗砂混粘質細砂　若干炭含む

１２
３

４
５

42.3ｍS N５土坑

1.　7.5YR6/6　橙　細砂混粘質シルト
　　地山の橙色シルトブロック含む
2.　7.5YR7/6　橙　細砂混粘質シルト

１２

42.4ｍEW

７溝

1.　7.5YR6/3　にぶい褐
　　細砂混粘質シルト
　　地山の橙色シルトブロック含む
2.　7.5YR5/3　にぶい褐
　　シルト混粘質中～細砂
　　地山の褐灰色シルトブロック含む

１

２

42.3ｍS N10 土坑

1.　7.5YR6/4　にぶい橙　細砂混粘質シルト
2.　7.5YR6/6　橙　細砂混粘質シルト
　　地山の黄橙色シルトブロック多く含む
3.　10YR5/3　にぶい黄褐　中砂混粘質シルト
　　炭化物含みやや黒色化する

4.　7.5YR6/3　にぶい褐　中砂混砂質シルト
5.　10YR5/3　にぶい黄褐　中砂混粘質シルト　3に似る
6.　7.5YR5/6　明褐　細砂混粘質シルト
7.　7.5YR6/6　橙　細砂混粘質シルト

１

４

３

５
６７

２

２

42.5ｍW E21 土坑 14 溝 16 溝

1.　7.5YR6/3　にぶい褐　細砂混粘質シルト　地山の橙色シルトブロック含む
2.　7.5YR7/6　橙　細砂混粘質シルト　地山に似るが若干土壌化している

１

２

42.3ｍW E13 土坑

1.　7.5YR4/1　褐灰　シルト混粘質細砂と
　   7.5YR7/8　黄橙　細砂混粘質シルトの地山ブロック土が混じりあう

１
１

43.2ｍN S19 ピット 20 ピット

1.　7.5YR7/8　黄橙　細砂混粘質シルトの地山ブロックを主とし
   　10YR5/2　灰黄褐　細砂混粘質シルトブロックが混じる
2.　7.5YR7/8　黄橙　細砂混粘質シルトの地山ブロックを主とし
   　10YR5/2　灰黄褐　細砂混粘質シルトブロックが混じる
　   1に似るがブロックの粒が小さく粘性弱い
3.　7.5YR7/8　黄橙　細砂混粘質シルトの地山ブロックを主とし
   　10YR5/2　灰黄褐　細砂混粘質シルトブロックが混じる
　   2に似るがブロックの粒が2より大きく
   　10YR5/2　灰黄褐　細砂混粘質シルトブロックの含有量多い

１

２

３

43.6ｍNW SE18 土坑

図 14　14-1　５区　各遺構断面図

０ １ｍ(1：20)

図 14　14-1　５区　各遺構断面図
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陶器では土瓶３個体、鉢１個体、甕２個体が出土した。磁器では皿２点、碗３点、湯飲みもしくは猪口

とみられる小型碗１点の他、色絵を含む器種不明の細片２点が出土した。そのほかに透明釉を施した土

師器皿も２点あった。土坑埋土中に石筆の破片が１点含まれていたことから、政庁廃絶後の時期のもの

もわずかに含んでいるとみられる。

　16 溝より東の部分においては遺構が希薄だった。後段階の陣屋の絵図を対照すると、16 溝の東側は、

藩主の屋敷地の前面に配置された道の延長部分に面している可能性が高いことから、旧地表面の削平と

は関係なく、もともと遺構が希薄だった可能性もある。ただ道の西側には、道と家臣の屋敷地を区切る

側溝等の施設が設けられていた可能性が高いが、それに類する遺構は検出されなかった。

　７区で検出した、道と藩主の屋敷地を区切る施設の一部ととらえられる杭列と、溝状の遺構の延長部

分と、18 土坑の西側の長辺とが近似するライン上にあることから、18 土坑より東側の部分は、藩主の

屋敷地の側面に、道を挟んで隣接していた家臣の屋敷地に含まれる可能性がある。

　18 土坑の埋土にはブロック状の地山の土が多量に混入していることから、ある時期に一気に埋め戻

されたと考えられる（図 14）。埋土から瓦や磁器等の破片が出土しているが、いずれも細片であり、二

次的に混入した可能性が高く、18 土坑の形成時期もしくは使用時間は不明確である。昭和初期のもの

とみられる土器の混入や、コンクリートや漆喰を用いた壁面の保護はみられなかったが、土坑の形状か

らみて、防空壕の可能性も考慮すべきかもしれない。

14- １　６区（図 16・17）

　バックホウで表土と砕石層などを除去した段階で地山が露出したのに加え、撤去した建物の廃材や基

礎などを投棄した攪乱が大きな面積を占めていた。これらのことから５区と同様、地盤の削平や攪乱に

図 15　14-1　５区　17 土坑平・断面図

０ １ｍ(1：20)

1.　10YR5/2　灰黄褐　シルト混粘質中～粗砂
2.　10YR5/1　褐灰　細砂混砂質中砂　瓦片多数
3.　10YR6/3　にぶい黄橙　細砂混粘質中砂
　　地山の浅黄色砂質ブロック含む

１

２

３

撹乱

瓦　

42.0ｍ

X=
-1
66
,61

5

Y=-51,261

a a’

a’a 17 土坑

図 15　14-1　５区　17 土坑平・断面図
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図16　14-1　６区　平面図

0 ２ｍ(1:50)

Y=-5
1,24

0

Y=-5
1,23

5
X=-166,630

X=-166,625

１土坑１土坑

２溝２溝

３土坑３土坑

図 16　14-1　6 区　平面図
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より、遺構の残存状況は限定的とみられる。

　後段階の陣屋の絵図（図 54 －Ｂ）と比較すると、藩主の屋敷地の側面に、道を挟んで並んでいた家

臣の屋敷地に含まれるとみられる。５区で検出した 18 土坑が屋敷地に附属する施設だったとすると、　

それと同じ屋敷地に含まれる可能性が高い。

　土坑・溝を検出した（図 17）。土坑はいずれも調査区の隅で一部を検出したもので、特に１土坑に関

しては、全体の規模や大きさは不明である。２溝は後段階の陣屋の道を踏襲したとみられる公道と平行

であることから、かつての道の側溝の名残とみられる。両端は攪乱で切られており、その外側で延長部

分を検出することはできなかった。３土坑は平面形が隅丸正方形で、人為的に形成されたとみられるが、

残存深度は５～６㎝と極めて浅かった。後世の宅地造成などに伴い、遺構の上部が削平されたためと考

える。

　埋土から遺物が出土したのは１土坑と３土坑である。１土坑の埋土には、丸瓦や平瓦の破片が 10 点

弱と、内面に透明の釉薬をかけた陶器皿１点が含まれていた。口縁部から体部外面上部にかけて、油が

こびりついたような黒褐色の付着物が帯状にみられることから、燈明皿ではないかと考える。瀬戸・美

濃系の陶器とみられる。３土坑に含まれていたのは瓦片のみで、時期は不明である。

14- １　７区（図 18・19）

　後段階の陣屋において、藩主の屋敷地に含まれる部分である。８区とは一連の調査区で、発掘調査の

作業上、便宜的に設けた区分に過ぎないが、遺構の検出状況が異なることもあり、ここではその区分に

従って、調査成果をまとめたい。

　７区・８区の調査区が設定された箇所は、後段階の陣屋絵図でみると「表御殿跡」とされる区画に含

まれることがわかる。絵図をみると、藩主の屋敷地は２つの区画からなり、「表御殿」・「東御殿」と呼

ばれていたことがうかがえるが、前面に土塀と門構えが描かれ、複数の建物が配されている「表御殿」が、

政庁の機能も果たした主要部分だったと考えられる。７区はその中でも、門構えに近い部分だったとと

らえられる。

　11 溝と 12 ～ 16 土坑はほぼ同一線状にならび、土坑はほぼ等間隔に位置する。17 ～ 23 土坑はそ

れらとほぼ平行しながら同一線上に並ぶ。そのうち 12 ～ 14 土坑と、18・19・22 土坑は相互に対面

する位置にあることから、両者は同時併存した可能性が高いと考える。これらの遺構が藩主の屋敷地の

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　細砂混粘質シルト　小～中礫含む　炭化物若干混じりやや黒色化する
2.　10YR5/4　にぶい黄褐　シルト混粘質細砂　炭・小礫若干含む　地山の黄橙色シルトブロック含む
3.　10YR6/3　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂
4.　10YR6/2　灰黄褐　細砂混粘質シルト　5に似るがそれよりややしまる
5.　10YR6/1　褐灰　細砂混粘質シルト　酸化鉄斑紋が若干認められる

１
２３

４ ５

北壁

44.4ｍS N１土坑

1.　10YR5/4　にぶい黄褐　小礫混砂質細砂

１

44.4ｍSN ２溝

1.　7.5YR6/4　にぶい橙　細砂混粘質シルト
　　地山の黄橙色シルトに似るが若干土壌化している
　　瓦含む

１

44.4ｍN S３土坑

図 17　14-1　６区　各遺構断面図

０ １ｍ(1：20)

図 17　14-1　6 区　各遺構断面図
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前面に配されていた幅広の道を踏襲しているとみられる、現代の公道とほぼ平行することから、屋敷地

を区画する施設の痕跡とみることができる。絵図と照合するなら、屋敷の前面に配された門構えに連な

る土塀の基礎構造の痕跡とみることができようか。

　上記以外の土坑のうち、直径が１ｍを超える楕円形もしくはきわめて不整形な土坑は、図 19 におい

て断面実測図を掲載した６・７土坑と、埋土の堆積状況や土質が極めて類似する傾向が認められた。い

ずれも埋土にはあまりしまりがなく、やや脱色した粘性のあるシルトを中心に、地山の風化土へと移行

する。つまり、地山の土の風化の度合いで２～３層に分層できるが、それらの層の境界は漸移的でそれ

ほど明瞭ではない傾向が認められた。またいずれの土坑からも遺物は出土しなかった。以上のことから、

それらの土坑は人為的な掘削によって生じたものとは考えにくく、植物の根による攪乱によって生じた

可能性がある。もしそうであれば、それらの位置にややまとまりがみられることから、植栽の配置を類

推することができるかもしれない。

　それらの南西側でいくつかの土坑を検出したが、位置関係に規則性をとらえることはできなかった。

その中で、４土坑と５土坑は掘形を共有する状況が認められた。土層断面をみると、底部が平坦になる

ように長方形の土坑を掘削した後、柱状のものを据え、粘性の強い土で根元を埋めて固定したことがう

かがえる。その残存物が検出されなかったことからみて、木材を埋めこんでいた痕跡の可能性がある。

　７区で検出した遺構のうち、埋土から遺物が出土したのは 11 溝と 17 土坑である。11 溝の埋土から、

平瓦や丸瓦の破片に交じって、肥前系の色絵を施した磁器が１点出土した。口縁からみると隅丸の多角

形を呈する鉢とみられ、幾何学紋と、花模様を組み合わせた絵付けがなされていたとみられる。18 世

紀の中葉から後葉にかけての時期のものとみられる。17 土坑埋土には瓦の細片が含まれていたが、時

期は不明である。

　同じ屋敷地に含まれているにもかかわらず、７区では、後述する８区と対照的に、遺構の検出密度が

低かったのに加え、「表御殿」における建物の配置や構造をうかがわせるような遺物や遺構は検出しな

かった。次にその要因について検討したい。基本層序の章でも述べたように、政庁廃絶後、昭和 30 年

代以降に宅地化が進むまでの間、藩主の屋敷跡の区画は、主に耕作地として利用されてきたことがうか

がえる。特に７区では、斜面地においてより広い耕作地を確保するため、盛土を施しながら造成を進め

たことが、土層断面の観察結果からうかがえた。

　以上を勘案すると、藩主の屋敷地においては、北西半部における耕地開発がより古い時期から行われ

ていた可能性を指摘できる。そうであれば屋敷地の北西半部、つまり７区では、耕作などによる攪乱で

旧表土がより大きく削平され、遺構や遺物が少なくなった可能性が考えられよう。

　一方、屋敷地の北西半部が前庭にあたっており、もとから生活痕跡が希薄だった可能性もあるだろう。

ただその場合でも、庭に配置された植栽や柴垣、庭石・石造物の設置痕跡、あるいはそれらの維持・管

理のために設けられた施設の痕跡などが残ると考えられる。藩主の屋敷は廃藩置県後、しばらく伯太県

の政庁として使用された後、堺県に併合されたのを機に廃絶されたことが知られている。かつての政庁

を印象付ける前面の門構えと玄関先の部分が、廃庁時にかなり徹底して棄損された可能性も考えられる。

いずれにせよ７区における遺構の検出密度の低さに関しては、複数の要因を勘案する必要がある。

14- １　８区（図 20 ～ 36）

　７区と同様、後段階の陣屋における「表御殿跡」の区画に含まれる調査区である。用地買収が行われ

る以前は宅地が広がり、発掘調査着手時においても、埋置されたままのコンクリートの基礎や、ブロッ
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図18　14-1　７区　平面図
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ク塀の基礎部分、埋設管等が散見される状況だった。それらを設置する際に生じた攪乱や、建物の撤去

時に生じた廃材などを投棄するため、近年に重機で形成されたとみられる攪乱も多数散在したが、結果

的には溝や土坑・ピット等を高密度に検出した。

　それらの遺構の検出状況と、後世の宅地の造成単位を比較すると、かつての屋敷地内における、建物

配置などに関連したとみられる区画が、現代の宅地の区画にもある程度踏襲されていたことがうかがえ

た。ただ７区との境界付近においては、埋設管の設置に伴う攪乱坑が特に深くまで達しており、遺構面

の残存状態は極めて悪かった。

　全体的な遺構の概要を述べると、溝はおおむね一定の方向を意識して、直線的に設定されたもので、

壁面に土留めの瓦や石を貼りつけたものもみられた。それらは漆喰などで固定されてはおらず、剥落し

たとみられる状態で出土したものも多数ある。

　溝には切りあうものも認められたことから、数回にわたって新たに掘削し直されたり、延長されたと

みられる。これらの溝で囲まれ、周囲と比較すると壇状に一段高くみえる部分を認めた。おそらくこれ

は、建物の基礎を支える高まりだったと考えられる。もとはその高まりの上面に礎石を並べ、その上に

建物の柱が据えられていたと考えるが、礎石等は一切残存していなかった。そのため建物の正確な規模

や構造は把握できなかったが、建物の大雑把な方向性や配置を類推することは可能である。

　建物の基礎を支えた壇状の高まりは、今回の調査区内において「Ｌ」字状に広がる。その高まりから

みると、逆に一段下がってみえる方形の区画があった。この部分においても多数の土坑を検出したが、

その中には手水鉢やつくばいに伴う排水施設とみられる遺構がいくつも含まれていたことから、坪庭で

はないかと考えた。

　８区と９区の境界となっている公道は、後段階の陣屋絵図と照合すると、藩主屋敷地の区画に沿って

とおっていた道を踏襲したものとみられる。したがって藩主の屋敷地は、この道からみると斜面を介し

て一段低い場所に造成されていたことになる。その斜面の法尻には、それとほぼ平行するように溝（59・

60 溝）が配置されていた。屋敷地の実質的な居住空間は、この溝より北西側の部分とみることができ
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るが、斜面部分には屋敷地への導入部としての機能があったのではないかと考えられる。

　以上、周囲の地形や遺構の配置を勘案すると、８区を空間の機能によって区分できるのではないかと

考えた。それをトーンによって図示したのが図 21 である。次はその区画ごとに、遺構・遺物の検出状

況をまとめたい。

【基壇状高まり１・区画溝】

　斜面地を除いて、８区の北東半部にあたる部分を基壇状高まり１とする。周囲を溝で囲まれ、周囲よ

り地盤高が一段高くなっているようにみえる「Ｌ」字状の微高地部分の中でも、地盤の標高が T.P.45.9

～ 46.1 とやや高い部分を対象としている。ただ北西部分に関しては攪乱坑が極めて深くまで達してお

り、区画施設の有無はわからなかったのに加え、地山面に段差が生じている部分も認められず、基壇状

高まり１の北西辺の範囲がどこまでかを判断する根拠は得られなかった。したがって図 21 で示すよう

に、302 溝を延長させた部分を仮にその範囲とする。それより北西側にもいくつかのピットが散見さ

れるが、遺構の検出密度は低い。

　基壇状高まり上にあった建物の規模や構造は、礎石等が一切残存しなかったため、不明である。基壇

状高まり上で検出した多数のピットや土坑の中には、礎石を埋め込んだ痕跡もあるかもしれないが、柱

の通りをうかがわせるような規則性をもつ組み合わせは、現在のところ抽出できていない。

　基壇状高まり上もしくは基壇状高まりの周囲に配された溝が、建物の周囲に設けられた雨落溝ないし

排水溝と考えると、それらの溝の中で同時併存した溝の組み合わせを検討することで、建物のおよその

大きさと配置をとらえることは可能であると考える。ただその際に一つ問題となるのは、基壇状高まり

１の北東辺を限る明確な溝が、今回の調査では検出されていない点である。唯一それに対応するのが、

159 溝に直交しつつ、それに近接する 316 溝と、60 溝・59 溝の分岐箇所である。それらは同一線上

に位置していることから、両者は同時併存した可能性が高いと考える。ただ、193 溝・197 溝とそれ

に平行する溝が、少しずつ位置を変えながら何度も掘削されているのに比べると、これらの溝はそのよ

うなあり方とは相関していない印象を受ける。したがってこれらの溝は、ここにあった建物の周囲に一

時的に配置された雨落溝ととらえた方がいいのかもしれない。もしそうであれば、基壇状高まり１上に

は複数の建物が配置されていたとみることもできよう。

　８区で検出した区画溝の新旧、もしくは時期的な対応関係を検討するにあたっては、埋土出土遺物が

重要な手掛かりとなりうるが、残念ながら、時期判断が可能な遺物が検出できた溝は一部に限られる。

遺物を出土した溝に関して、その出土状況を概観しながら、時期を比定したい。

　197 溝は２つの溝がほぼ同じ場所で重なっており、新旧２時期あることがわかる。遺物は新しい方

の溝の埋土から出土している。２個体分の土管と、磁器碗１点、コンテナ半分程度の桟瓦の破片からなる。

土管はその形状や焼き上がりから、平瓦を切り離さないまま焼いたような印象を受けるものである（図

29）。磁器は手描きの染付で、コバルト染料は用いていないが、体部は腰の張らない直線的な立ち上が

りで、18 世紀後葉から 19 世紀前葉の時期に含まれるとみられる。時期比定が可能な遺物の点数が限

られるため、確定は難しいが、古い溝の時期の下限を 18 世紀後葉、新しい溝の時期の上限を 19 世紀

前葉とすると、古い方は陣屋の改修に伴い藩主の屋敷が新造された際に掘られたもので、新しい方の溝

は江戸時代の後葉から幕末にかけての時期に掘削し直されたものととらえることができる。197 溝の

延長上にある 193 溝は、掘形で新旧をとらえることはできないが、土層断面を観察すると、２時期あ

ることがうかがえる（図 23）。
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　142 溝（図 23）からは瓦の破片とともに、磁器碗と陶器の土瓶の破片が各１個体分出土している。

瓦はおおむね桟瓦で、裏面はナデ調整のみのものと、平行する２条のカキメを施したものがみられる。

磁器碗は小ぶりで体部が筒状に立ち上がる湯飲み状の形態で、19 世紀代のものではないかとみられる。

時期比定が可能な遺物が限られるため断定はできないが、197 溝が掘削し直されたのと同じころに掘

削された可能性が高い。

　193 溝と 194 溝、204 溝の埋土からは瓦の破片が出土したが、時期を特定できる遺物は出土しなかっ

た。ただ 194 溝からは、特に多量の瓦片が出土している。その中には刻印瓦、軒丸瓦各１点が含まれ

ていた。ほとんどが桟瓦で、143 井戸に投棄されていたものよりは、やや薄い印象を受けるが、平面

形は比較的大きい。裏面の調整はナデのみのものと、ナデの後、カキメで数条の直線を引くもの、カキ

メで直線＋破線＋直線を引くものの３者を認めた。159 溝では、壁面の保護のために貼り付けられた

瓦が一部残っていた。その大半は剥落したとみられるが、194 溝でも同様のことが行われていたので

はないかと考える。遺構の検出時には312溝と194溝の切りあい関係を認めることはできなかったが、

194 溝の方がやや浅く、312 溝に取りつけるように、後から掘り足されたような印象を受けた。同様

のことは 159 溝と 142 溝に対してもいえる。こちらも遺構検出時には新旧を認めることができなかっ

たが、完掘した状況から、142 溝を掘削後、159 溝を取り付けたような印象を受ける。なお 159 溝

は壁面に貼りつけられた礫が残っている部分が認められたのに加え、土師器皿が２点出土した。一方、

142 溝と 312 溝の底部の高さや掘形が一連であることから、両者は同時に掘削されたのではないかと

考える。

　59 溝と 60 溝も、同じ機能を持つ溝の新旧ととらえられる（図 23）。古い方の 59 溝埋土からは、瓦

の破片に加えて、土師質土器の破片、土瓶もしくは土鍋の底部とみられる陶器片１点、手描きの染付磁

器が２点出土した。そのうち、時期が類推できるのは、蓋付碗の蓋である染付磁器で、18 世紀後葉の

ものとみられる。59 溝を部分的に掘削し直したととらえられる 60 溝埋土からは、瓦片・陶器に加えて、

手描きの染付磁器が出土した。磁器は、面相筆を用いたような多数の細線で花模様を描きこんだもので、

19 世紀代のものととらえられる。60 溝に接する 61 土坑からは、19 世紀中ごろのものとみられる瀬

戸白磁木型打込皿や、陶器製の栓、瓦片、陶器片、染付磁器の鉢等が出土している。これらのことから、

59 溝は藩主屋敷の新造の時期に掘削されたもので、江戸時代後葉から幕末にかけての時期に部分的に

改修されたとみられる。これらの溝から出土した瓦片はほとんどが桟瓦で、若干軒桟瓦が含まれていた。

また 60 溝を切っている 62 土坑の埋土から、刻印のある２点を含む、桟瓦と丸瓦が出土している。い

ずれもやや薄手で、桟瓦は裏面の調整がナデのみのものと、ナデの後、長軸方向に平行する直線を中央

に引き、それぞれのスペースにカキメで大きなＳ字状の曲線を入れたものの２者があった。

　なお 59・60 溝は、おそらく屋敷地の北東辺から、最短距離で 204 溝へのびていること、その位置

が斜面の法尻に近いことからみて、排水施設ととらえられる。ただそれらが単純な形状ではなく、幅広

かつ曲線的な平面形になるようにつくられている部分があったり、壁面に大ぶりの円礫をきれいに貼り

つけている部分があったりと、機能性だけではとらえきれない点があった。それらの溝を庭園施設にな

ぞらえて、視覚効果も図ったのかもしれない。

　以上のことから、区画溝には大きく見て２時期あることがわかる。一つは 59 溝や、古い方の 197 溝・

193 溝に代表されるもので、藩主の屋敷を新造した時期に掘削されたものである。もう一つは 197 溝・

193 溝の新しい方の溝や、142・312 溝に代表される、江戸時代後葉から幕末にかけての時期に改修さ
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図 22　14-1　８区　各遺構断面図（１）
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1.　7.5YR4/1　褐灰　シルト混粘質粗～中砂
　    炭若干含む
2.　10YR5/6　明褐　小礫混粘質シルト
3.　7.5YR5/3　にぶい褐　シルト混粘質細砂
4.　10YR5/4　にぶい褐　シルト混粘質粗砂

1.　7.5YR4/3　褐
　    シルト混粘質中～粗砂
2.　10YR6/6　明黄褐
　    中砂混粘質シルト
　    地山中の中礫含む

1.　10YR5/2　灰黄褐　シルト混粘質中砂
2.　10YR5/4　にぶい黄褐　中砂混粘質シルト
3.　7.5YR6/1　にぶい橙　シルト混粘質中砂
　    地山中の中礫含む

1.　10YR4/1　褐灰　シルト混粘質細砂
2.　7.5YR5/4　にぶい褐　シルト混粘質細砂
　    地山中の中礫混じる

1.　7.5YR6/4　にぶい橙　シルト混粘質中～細砂　若干炭含む
2.　7.5YR6/2　灰褐　シルト混粘質中～細砂　1に似るが炭の含有量多い
3.　7.5YR6/6　橙　細砂混砂質中砂　地山の再堆積土
4.　7.5YR5/2　灰褐　細砂混砂質中砂　3に似るが炭の含有量多い

1.　10YR5/4　にぶい黄褐
　    小礫～粗砂混粘質シルト
　    地山の明黄褐色シルトブロックと若干の炭含む

2.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混粘質小礫～粗砂
　    1の小礫～粗砂とシルトの比率が
　    逆転したような状態

1.　7.5YR5/4　にぶい褐
　    細砂混粘質シルト
　    炭若干含む
2.　7.5YR5/6　明褐
　    細砂混粘質シルト
3.　7.5YR6/4　にぶい橙
　    シルト混粘質細砂
　    地山中の小～中礫含む

1.　7.5YR4/1　褐灰
　    シルト混粘質細砂
　    炭・焼土含む

1.　10YR5/3　にぶい黄褐　小礫混粘質細砂
　    地山の明黄褐色シルトブロック含む
2.　10YR4/2　灰黄褐　シルト混粘質中～粗砂
3.　7.5YR4/2　灰褐　シルト混粘質中～粗砂
　    炭化物と地山の明黄褐色シルトブロック含む
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図 22　14-1　８区　各遺構断面図（１）
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れたものである。

　さらに後者の場合、193 溝と 194 溝の切りあい、もしくは 312 溝と 194 溝、142 溝と 159 溝の関

係からわかるように、既存の溝に付け加えたり、付け替えたりするような、小規模な改修が繰り返し行

われていたことがうかがえる。

　なお、調査区内では検出しなかった、基壇状高まり１の北東辺を限る溝は、屋敷地の北東辺を限る施

設として、それに沿うように設けられていた道の側溝とほぼ一致する位置に設けられていたのではない

かと考えられる。193・197 溝と 312 溝、316 溝は、若干方向がずれるが、いずれにせよ調査区の区

切りとなっている現在の公道と比べると、若干斜行するのがみてとれる。このことから現在の道は、陣

屋の時代につくられた道を踏襲しながら、位置や方向、道幅が若干異なっている可能性がある。

　基壇状高まり１で検出した遺構のうち、比較的まとまった点数の遺物が出土したのは 132 土坑と

138 土坑である（図 22）。両者の埋土から同一個体とみられる数種の土器の破片が出土していること

図 23　14-1　８区　各遺構断面図（２）
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1.　10YR6/3　にぶい黄橙　中礫～粗砂混粘質シルト
　    炭若干含む
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　小礫～粗砂混粘質シルト
　    1に似るがそれより粘性強い
3.　7.5YR6/4　にぶい橙　小礫混粘質細砂
　    地山の明黄褐色のシルトブロック含む
4.　10YR5/2　灰黄褐　細砂混粘質シルト
　    地山の明黄褐色シルトブロック・中礫含む

1.　10YR6/3　にぶい黄橙　中礫～粗砂混粘質シルト
　    炭若干含む
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　小礫～粗砂混粘質シルト
　    1に似るがそれより粘性強い
3.　10YR5/2　灰黄褐　細砂混粘質シルト
　    地山の明黄褐色シルトブロック・中礫含む
4.　7.5YR6/6　橙　粗砂混粘質シルト
　    地山の明黄褐色シルトブロック含む

1.　10YR5/4　にぶい黄褐　粗砂混粘質シルト
　    炭若干含む
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混粘質シルト
　    地山の中礫含む
3.　5Y5/1　灰　中砂混粘質細砂　中礫含む

4.　2.5Y5/2　暗灰黄　シルト混粘質細砂　地山の明褐色シルトブロック含む
5.　2.5Y6/2　灰黄　シルト混粘質細砂　地山の明褐色シルトブロック含む

6.　10YR5/3　にぶい黄褐　中砂混粘質細砂　小礫含む
7.　7.5YR6/4　にぶい橙　シルト混粘質中砂　地山の再堆積層

1.　10YR5/2　灰黄褐　粗砂混粘質細砂
　    小礫・地山のシルトブロック含む 1.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混粘質シルト

　    小礫・地山の明黄褐色シルトブロック含む
2.　10YR5/2　灰黄褐　中砂混粘質シルト　炭含み黒色化する
3.　10YR5/3　にぶい黄褐　中砂混粘質シルト　炭若干含む
4.　10YR6/6　明黄褐　シルト混粘質細砂　地山の再堆積層

1.　7.5YR4/3　褐
　    シルト混粘質中～粗砂
2.　10YR6/6　明黄褐
　    中砂混粘質シルト
　    地山中の中礫含む
3. 　10YR5/4　にぶい黄褐
　    シルト混粘質中～細砂
　    炭含む
4. 　10YR6/4　にぶい黄橙
　    シルト混粘質細砂
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図 23　14-1　８区　各遺構断面図（２）
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から、それらはほぼ同時期に埋まったと考えられる。その詳細を述べると、138 土坑では土瓶とみら

れる陶器の破片が３個体分、瓶とみられる陶器の破片が１個体分、二次的に火を受けて赤変した土器片

２点、磁器の破片が出土した。土瓶は、体部上半にトビカンナで模様を施したものが２点あった。その

うちの１点は、クリーム色の胎土で口縁部から体部外面上半にかけて透明釉をかけて仕上げている。他

の１点は淡褐色の胎土で、口縁部から体部外面上半にかけて褐色の半透明の釉薬をかけて仕上げている。

陶器の瓶は、鶴頸状の口頸部に、瓢箪型の体部上半がつづくとみられるものである。これらはいずれも

細片で、同一個体とみられる破片が 132 土坑でも出土した。132 土坑ではそれらの土器片の他に、桟

瓦の破片が出土した。138 土坑から出土した遺物は全て磁器で、鉢が２点と、猪口とみられる小型の

碗が１個体分、器種不明の細片が数点である。それらの土器はおおむね19世紀代に含まれるとみられる。

　203 土坑では、大谷焼とみられる鉄釉を施した大型の甕が、土坑に正置して据えられた状態で出土

した（図 30）。残念ながら、残存していたのは底部付近のみだったが、底面に近い部分に、焼成前に穿

たれた孔が１個あったことから、醤油などを貯蔵する大型容器として造られたことがわかる。出土状況

からみて、それを便槽に転用したものではないかと考える。

　146 土坑では、図 29 に示したように、埋土上面に桟瓦を同じレベルで敷き並べているのを認めた。

瓦と土坑の掘形の位置はほぼ一致していることから、両者は相互に関連するとみられるが、それらが何

を目的としたものかはよくわからない。瓦は両面ともナデ調整で仕上げている。

　75 土坑では、江戸時代後葉から幕末、明治時代にかけての遺物が含まれていた。磁器片９点、陶磁

器片５点、丸瓦、炮烙とみられる土師器片、鎹とみられる金属片、ガラス片が各１点含まれていた。磁

器には手描きの絵付けをしたもの５点と、コバルトブルーの染料を使用した型紙摺のもの３点がみられ

た。出土した土器のほとんどが細片だった。

　その 75 土坑に切られる 112 土坑の埋土には、透明釉を施した土師器皿・瓦片・手のひらに収まる

小型のすり鉢が各１点、土瓶もしくは急須とみられる陶器片２点が含まれていた。このことから 112

土坑は幕末前後に埋まったとみられる。112 土坑、75 土坑ともにゴミ穴として掘られたものである可

能性があるが、両者にはあまり時期差はないとみられる（図 22）。

【基壇状高まり２】

　地盤の標高が T.P.45	.7 ～ 45.9 ｍに含まれ、基壇状高まり１に比べるとやや低いが、坪庭の部分に比

べると、やや高くなっている。ピットや長大な土坑を検出したが、後世の削平や攪乱をより強く受けて

おり、遺構の検出密度は高くない。

　301 溝は 302 溝や 194 溝・142 溝とほぼ平行することから、区画溝もしくは建物の桁行側に配され

た雨落溝の可能性がある。もしそうであれば、基壇状高まり２の部分には、北東－南西方向に細長い建

物が配置されていたことになる。ただ、攪乱が大部分を占めるのに加え、基壇状高まり２の範囲で検出

した土坑・ピットから遺物が出土しなかったこともあり、この部分の機能的な役割や時期変遷に関して

は不明確な点が多い。

【坪庭】

　斜面や谷地形、基壇状高まりによって周囲を囲まれ、基壇状高まり上からみると均一に一段低くなっ

ているようにみえる箇所で、土坑や溝・井戸を検出した。遺構の検出密度は高く、遺物の出土量も多い。

地盤の標高はおおむね T.P.	45.7 ～ 45.9 ｍに含まれ、基壇状高まり２とほぼ同じであるが、基壇状高ま

り２との境の部分で若干の高低差を認めた。ただ 300 土坑は基壇状高まり１に含まれる 301 土坑とほ
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ぼ平行し、長さがその半分程度と相関する点から、両者は同時併存した可能性がある。また坪庭に含ま

れる 290 溝・196 溝は 142 溝や 197 溝とほぼ平行することから、それらも区画溝とみると、基壇状

高まり１や基壇状高まり２の範囲はここまで拡張させるべきかもしれない。また坪庭の範囲内において

も、250 土坑や 272 溝のように、区画溝と方向が近似する遺構がみられることから、それらを介して

いくつかのスペースに分割できる可能性がある。

　坪庭で検出した土坑の中には、埋土に完形もしくはそれに近い土器を含むものが散見された。完形土

器が出土した土坑の多くは底部が平坦な形状に掘削され、底に穿孔したすり鉢や甕を、口縁部を下にむ

けて、伏せた状態で埋められていた。それらはつくばいや手水鉢の前面に設けられた排水施設と考えら

れる。それらの中には、使用の過程で土器の内部に徐々に泥がたまり、溜めておける水の容量が少なく

なった時点で打ち捨てられたとみられるものがあった一方、意識的に土器の底を打ち欠いてから、埋め

戻したとみられるものもあった。

　つくばいの排水施設の中には、水琴窟とみられるものも含まれる（図 32）。大型の素焼きの甕を使用

し、それよりもさらに深くて大きな土坑を掘り、底の部分に口縁部を下にして甕を据えている。埋土の

下部には瓦片が多く埋め込まれ、その中には完形のものも含まれていた。水琴窟を造る場合、甕の内部

で発生する水音の共鳴を大きくするため、土器を砂利で埋め込むのが現在では一般的なようだが、ここ

では瓦が用いられていたとみられる。水琴窟は井戸のそばに、近接して２基造られていた。それをみる

と、浅い方が先につくられ、あまり時期をおかずにすぐそばに深い方のもう１基が作られたことがわか

る。時期差がほとんど感じられないのは、両方の土坑に埋められた土師器甕の形態がほぼ一致するため

である。後からつくられた深い方は、底部に複数の孔が穿たれているが、最終的には水門である中央の

孔にのみ、水が流れ込むように、漆喰を張った導水部が作られている。そのようにすることで、甕の中

で発生する、音色の調整を図ったのだろう。

さらに言えば、最初に造った水琴窟では音がうまく出なかったため、ほぼ同じ場所でそれを作り替えた

のではないかと考えられる。

　土坑内に完形の土器を据えた遺構の中には、166 土坑・169 土坑のように口縁を上にして埋設した

ものもある（図 31）。それらは前述の排水施設とは異なり、便槽の可能性がある。そのようにみると、

便槽の可能性がある 169 土坑と、排水施設とみられる 118 土坑は近接した位置にあり、手洗いの手水

鉢が 118 土坑のそばに据えられていたと考えると、両者は対のものとしてとらえることができるかも

しれない。ちなみに 118 土坑の埋土からは、土坑に据えられていた大型のすり鉢の他、桟瓦が出土し

た（図 33）。これは裏側にナデの後、長軸方向に平行する沈線を中央に１本入れ、分割されたスペース

にカキメで大きな×印を入れたものである。これと類似した瓦は、埋土上面で穿孔のある大型のすり鉢

を検出した 216 土坑でも出土した。

　143 井戸は、平面形が正方形で、地山をほぼ垂直に３ｍ強、掘り下げられていた。土坑の四隅には

角柱が据えられていたが、おそらくこれは井戸枠となる横木を固定するための支柱とみられる。ちなみ

に角柱は、ほぞ穴が切られており、建築部材を転用したとみられる。底部は湧水点には達していなかっ

たが、雨水を溜めて井戸とみなしていたのではないかとみられる。

　143 井戸は、排水施設と区画溝を兼ねていたとみられる 59 溝に近接するとともに、自然地形を利用

した排水施設とみられる 204 溝にも近い位置にあることから、坪庭の中でも水を連想させる場所に、

意図的に置かれたのではないかと考える。
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図 24　14-1　８区　各遺構断面図（３）
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1.　10YR6/3　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　地山の小礫・炭含む
2.　10YR5/2　灰黄褐　シルト混粘質中～細砂　炭含む
3.　10YR5/3　にぶい黄褐　中～細砂混粘質シルト
　    地山の黄褐色シルトブロック・炭含む
4.　10YR4/1　褐灰　中～細砂混粘質シルト　炭・焼土含む

1.　10YR5/4　にぶい黄褐　中砂混粘質細砂　炭若干含む
2.　10YR6/6　明黄褐　細砂混粘質シルト　地山の明黄褐色シルトブロック含む
3.　10YR5/3　にぶい黄褐　細砂混粘質シルト　炭若干含む
4.　7.5YR6/6　橙　細砂混粘質シルト　地山の明黄褐色シルトブロックを含む
5.　7.5YR5/6　明褐　細砂混粘質シルト　4に似るがそれより土壌化弱い

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混粘質シルト　炭若干含む
2.　7.5YR6/6　橙　中砂混粘質シルト　地山の中礫含む
　    1に似るがそれより土壌化弱い
3.　10YR4/2　明黄褐　小礫～粗砂混粘質細砂　炭含む
4.　10YR7/6　明黄褐　中砂混粘質細砂　炭若干含む

1.　5YR6/4　にぶい橙　中砂混砂質細砂
2.　5YR6/3　にぶい橙　細砂混砂質中砂　地山の中礫含む
3.　7.5YR6/4　にぶい橙　シルト混砂質細砂
4.　7.5YR6/3　にぶい褐　中砂混粘質細砂

1.　10YR5/4　にぶい黄褐　粗砂混粘質シルト　炭若干含む
2.　10YR5/3　にぶい黄橙　粗砂～小礫混粘質シルト
　    地山の明黄褐色シルトブロックと若干の炭含む
3.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混粘質シルト
4.　10YR6/3　にぶい黄橙　シルト混粘質中～細砂
　    地山の再堆積層に似る
5.　10YR5/3　にぶい黄褐　中砂混粘質シルト
　    炭若干含む　179土坑の埋土
6.　漆喰か？

1.　10YR5/4　にぶい黄褐　粗砂混粘質シルト　炭若干含む
2.　10YR5/3　にぶい黄橙　粗砂～小礫混粘質シルト
　    地山の明黄褐色シルトブロックと若干の炭含む
3.　7.5YR6/4　にぶい橙　シルト混粘質細砂　地山の橙色シルトブロック含む
4.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混粘質シルト
5.　10YR6/3　にぶい黄橙　シルト混粘質中～細砂　地山の再堆積層に似る
6.　7.5YR6/4　にぶい橙　3に似るが地山の橙色シルトブロックが主で、
　    シルト混粘質細砂が若干混じる

1.　10YR5/4　にぶい黄褐
　    中～粗砂混粘質シルト
　    炭・地山の明黄褐色シルトブロック含む
2.　10YR4/2　灰黄褐
　    中砂混粘質細砂　炭を含み黒色化する
3.　10YR6/4　にぶい黄橙
　    中砂混粘質シルト
4.　10YR4/3　にぶい黄褐
　    中砂混粘質細砂
　    2に似るがそれより粘性強い

1.　7.5YR6/3　にぶい褐　細砂混粘質シルト
　    炭・小礫を若干含む
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混砂質細砂
3.　7.5YR6/3　にぶい褐　細砂混粘質シルト　1に似る
4.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混砂質細砂　2に似る
5.　7.5YR6/4　にぶい橙　シルト混粘質細砂
　    地山の明黄褐色シルトブロック含む
6.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混砂質細砂　2に似る
7.　7.5YR6/4　にぶい橙　細砂混粘質シルト
　    1に似るがそれより粘性強い
8.　10YR6/2　灰黄褐　シルト混粘質細～中砂

54 土坑 55 土坑

173 土坑108 土坑 109 土坑

180 土坑178 土坑

165 土坑165 土坑

168 土坑168 土坑

０ １ｍ(1：20)

図 24　14-1　８区　各遺構断面図（３）
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図 25　14-1　８区　各遺構断面図（４）
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1.　7.5YR5/4　にぶい褐　シルト混粘質細砂
　    炭と地山の明黄褐色シルトブロックを若干含む
2.　7.5YR6/4　にぶい橙　シルト混粘質中～細砂
　    地山の明黄褐色シルトブロックを含む
3.　7.5YR5/3　にぶい褐　中砂混砂質細砂
4.　7.5YR6/2　灰褐　粗砂混砂質細砂
　    地山の再堆積層に似る

1.　5YR6/4　にぶい橙　中砂混砂質細砂
2.　7.5YR5/3　にぶい褐
　    シルト混粘質細砂　小礫含む
3.　10YR5/3　にぶい黄褐　シルト混粘質細砂
　    2に似るがそれより粘性弱い

1.　10YR5/3　にぶい黄褐　粗砂混粘質シルト　炭含む
2.　10YR5/4　にぶい黄褐　細砂混粘質シルト
3.　10YR5/2　灰黄褐　シルト混粘質中～細砂

1.　7.5YR5/4　にぶい橙
　    小礫・中砂混粘質シルト
2.　7.5YR6/4　にぶい橙
　    細砂混粘質シルト
3.　7.5YR6/6　橙
　    シルト混粘質細砂
　    地山の中礫含む

1.　7.5YR6/4　にぶい橙　粗砂混粘質シルト
2.　10YR5/4　にぶい黄褐　粗砂混粘質シルト
3.　10YR6/6　明黄褐　中砂混粘質シルト
　    地山の黄橙色シルトブロック含む

1.　10YR5/4　にぶい黄褐　シルト混粘質中～細砂
　    地山中のものと同質の中礫を含む
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混粘質シルト　炭若干含む
3.　10YR7/4　にぶい黄橙　中砂混粘質シルト
　    2に似るがそれより土壌化弱い

1.　7.5YR6/4　にぶい橙
　    粗砂混粘質シルト
2.　10YR5/4　にぶい黄褐
　    粗砂混粘質シルト
3.　10YR6/6　明黄褐
　    中砂混粘質シルト
　    地山の黄橙色
　    シルトブロック含む

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　粗砂混粘質細砂
2.　10YR7/4　にぶい黄橙　粗砂混粘質シルト　地山の黄橙色シルトブロック多量に含む
3.　10YR6/4　にぶい黄橙　粗砂混粘質シルト　2に似るがそれよりやや土壌化進む
4.　10YR6/6　明黄褐　細砂混粘質シルト　地山の黄橙色シルトブロック含む
5.　10YR6/3　にぶい黄橙　中砂混砂質細砂　地山の再堆積層に似る

1.　7.5YR5/3　にぶい褐　シルト混粘質細砂
2.　7.5YR6/4　にぶい橙　中砂混粘質シルト

1.　7.5YR5/3　にぶい褐　粗砂混粘質シルト
2.　7.5YR7/6　橙　細砂混シルト
　    地山の明黄褐色シルトブロックを含み
　    よくしまる

1.　10YR5/3　にぶい黄褐
　    中砂混粘質シルト
2.　7.5YR5/3　にぶい褐
　    細砂混粘質シルト
　    1に似るがそれより粘性強い

1.　7.5YR7/4　にぶい橙　小礫混粘質中砂
2.　7.5YR6/3　にぶい褐　粗砂混粘質細砂　地山中の中礫含む　1より粘性あり

1.　10YR4/1　褐灰
　    粗～中砂混粘質シルト　炭含む
2.　10YR5/2　灰黄褐
　    細～中砂混粘質シルト　炭若干含む
3.　10YR6/4　にぶい黄橙
　    中砂混粘質シルト　小礫含みよくしまる

1.　7.5YR7/4　にぶい橙　小礫混粘質中砂
2.　7.5YR5/2　灰褐　粗砂混粘質細砂
　    1に似るが炭を含み若干黒色化する

1.　7.5YR5/2　灰褐
　    粗砂混粘質細砂 　小礫含む
2.　7.5YR6/3　にぶい褐
　    中砂混粘質シルト　炭若干含む
3.　7.5YR6/4　にぶい橙
　    中砂混粘質シルト　地山中の小礫含む
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図 25　14-1　８区　各遺構断面図（４）
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図 26　14-1　８区　各遺構断面図（５）
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1.　7.5YR4/2　灰褐　小礫混粘土質中砂～細砂
1.　7.5YR4/2　灰褐　小礫混粘土質中砂～細砂

1.　10YR5/3　にぶい黄褐
　    粗砂混粘質細砂　炭若干含む
2.　7.5YR6/3　にぶい褐
　    中砂混砂質細砂　炭若干含む

1.　7.5YR4/2　灰褐　小礫混粘土質中砂～細砂

1.　10YR4/1　褐灰　細砂混砂質中砂
　    柱痕らしい木片含む　炭若干含む
2.　7.5YR6/4　にぶい橙　中～粗砂混砂質細砂
　    地山のブロック土含む
3.　7.5YR6/3　にぶい褐　中砂混砂質細砂

1.　7.5YR6/4　にぶい橙　粗砂混粘質シルト
2.　7.5YR5/6　明褐　小礫混粘質シルト
　    1より粘性弱い
　    

1.　7.5YR6/4　にぶい橙
　    小礫混粘質シルト

1.　7.5YR6/4　にぶい橙　細砂混粘質シルト　地山の再堆積土

1.　10YR5/3　にぶい黄褐
　   シルト混粘質中～細砂　炭・小礫含む
2.　10YR5/2　灰黄褐
　   粗砂混砂質細砂　炭・焼土を含む

1.　7.5YR6/3　にぶい褐　中砂混砂質細砂
2.　10YR7/4　にぶい黄橙　中砂混砂質細砂
　    地山の再堆積土

1.　7.5YR6/4　にぶい橙　細砂混粘質シルト　地山の再堆積土

1.　10YR5/3　にぶい黄褐　シルト混粘質中～細砂
　   炭・小礫含む
2.　7.5YR6/4　にぶい橙　細砂混粘質シルト
　   地山の再堆積土 1.　7.5YR5/3　にぶい褐

　   小礫混粘質細砂　炭・焼土含む
2.　7.5YR6/4　にぶい橙
　   小礫混粘質細砂　炭と地山のブロック土含む

1.　7.5YR7/4　にぶい橙
　    中砂混砂質細砂　小礫含む

1.　10YR6/6　明黄褐　シルト混粘質中～細砂

1.　7.5YR6/4　にぶい橙　小礫混砂質中～細砂
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　小礫混粘質細砂
3.　10YR5/4　にぶい黄褐　粗砂混粘質細砂

1.　7.5YR5/4　にぶい褐
　   中砂混粘質細砂
　   地山の中礫含む
2.　10YR5/3　にぶい黄褐
　   細砂混砂質中砂
　   地山の中礫含む

3.　10YR5/4　にぶい黄褐　シルト混砂質中～細砂　地山の小礫含む

1.　7.5YR7/6　橙　中砂混砂質細砂　炭若干含む
2.　10YR6/3　にぶい黄橙　シルト混砂質細砂
3.　10YR5/4　にぶい黄褐　シルト混粘質細砂
4.　10YR6/3　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂
5.　10YR5/6　黄褐　にぶい黄褐　小礫粘質細砂　 地山の再堆積土
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図 26　14-1　８区　各遺構断面図（５）
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図 27　14-1　８区　各遺構断面図（６）
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1.　10YR5/4　にぶい黄褐
　   小礫・シルト混粘質細砂
　   炭若干含む

1.　7.5YR6/4　にぶい橙
　   細砂混粘質シルト　地山の再堆積土
2.　10YR7/6　明黄褐
　   小礫～粗砂混砂質細砂　地山の再堆積土　1より土壌化弱い

1.　7.5YR6/4　にぶい橙
　   細砂混粘質シルト　地山の再堆積土

1.　10YR5/2　灰黄褐　粗砂混粘質細砂　小礫・地山のシルトブロック含む
2.　10YR4/2　灰黄褐　シルト混粘質中～細砂　炭含む
3.　10YR4/1　褐灰　シルト混粘質中～粗砂　炭若干含む

1.　10YR5/3　にぶい黄褐　細砂混砂質中砂
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　小礫～粗砂混砂質細砂　地山の再堆積層

1.　7.5YR6/4　にぶい橙
　    細砂混粘質シルト　地山の再堆積土　(89土坑)
2.　7.5YR6/4　にぶい橙
　    粗砂混粘質シルト　地山の中礫含む
3.　7.5YR7/4　にぶい橙
　    中砂混粘質シルト　地山の小礫含む
　    2より粘性弱い
4.　7.5YR7/6　橙　粗砂混砂質中砂
　    地山の再堆積土

1.　7.5YR6/4　にぶい橙
　    細砂混粘質シルト　地山の再堆積土
2.　7.5YR6/4　にぶい橙
　    粗砂混粘質シルト　地山の中礫含む

1.　7.5YR6/4　にぶい橙　粗砂混粘質シルト
　    地山の再堆積層
2.　7.5YR7/4　にぶい橙　細砂混粘質シルト
　    2に似るがそれより土壌化弱い

1.　10YR5/1　褐灰　中砂混粘質シルト
2.　10YR6/1　褐灰　細砂混粘質シルト

1.　10YR6/4　にぶい橙　粗砂混粘質細砂　小礫含む
2.　7.5YR4/1　褐灰　シルト混粘質細砂
　    炭を含み黒色化する
3.　2.5YR5/6　明赤褐　粗砂混砂質細砂
　    被熱により赤変する　地山

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混粘質細砂
　    炭若干含む
2.　10YR5/4　にぶい黄褐　細砂混粘質シルト
　    1に似るがそれより土壌化進む
3.　10YR7/3　にぶい黄橙　粗砂混砂質細砂
　    地山の再堆積層に似る

1.　10YR6/6　明黄褐　粗砂混粘質細砂
2.　10YR5/3　にぶい黄褐　中砂混粘質細砂
　    1より土壌化強い
3.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂
　    地山の再堆積層に似る1.　10YR5/3　にぶい黄褐　粗砂混粘質細砂

　    炭を含み若干黒色化する
2.　10YR2/1　黒　炭と粘質細砂が混じる
3.　5YR5/6　明赤褐　シルト混粘質細砂　焼土層
4.　10YR2/1　黒　炭と粘質細砂が混じる

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　粗砂混粘質シルト
2.　10YR6/3　にぶい黄橙　粗砂混粘質シルト　中礫と若干の炭化物含む
3.　10YR7/4　にぶい黄橙　シルト混粘質中～細砂　地山の再堆積土

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　粗砂混粘質シルト
2.　7.5YR7/4　にぶい橙　粗砂混粘質細砂
　    地山のシルトブロック・中礫含む
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図 27　14-1　８区　各遺構断面図（６）
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　庭園につくばいを配置する際は水のそば、もしくは水を連想させる施設のそばに置くのが良いとされ

ていることから、143 井戸と、それに近接して配置された 279・280 土坑は、庭園のしつらえの一部

とみなすこともできる。

　次に遺構埋土からの遺物の出土状況について若干まとめたい。坪庭で検出した遺構のうち、最も多量

の遺物が出土したのは 143 井戸である。遺物の大半を占めるのは瓦類で、井戸が不要になった時点で、

これを埋めるために意図的に瓦を投棄したとみられる。瓦は大半が桟瓦で、丸瓦も含まれる。大きくて

厚手のものが多いが、丸瓦の中には、小ぶりで薄手のものや軒丸瓦、刻印のある瓦も若干含まれる。桟

瓦は両面ともナデで仕上げるものと、裏面に平行する直線のカキメを２条入れるものの２種が大半を占

める。丸瓦は裏面が布目のみのものと、棒状の工具による内叩き痕のあるものの２者がある。それ以外

には、筒状の染付磁器碗、小型の磁器の瓶、陶器の破片、火入れとみられる土師器、土師器皿、磁器の

小皿、色絵の磁器片が各１点と、すり鉢の破片が３点含まれていた。

【斜面地と谷地形】

　藩主の屋敷地の東辺に沿って通る道と、屋敷地の実質的な居住スペースの境界部分に生じた空間で、

屋敷地に入るための導入部と、外部と屋敷地を区画する機能を有していたのではないかと考える。地盤

の標高はおおむね T.P.46.0 ～ 46.9m におさまる。

図 28　14-1　８区　各遺構断面図（７）
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1.　7.5YR5/6　明褐　粗砂混粘質細砂
2.　7.5YR6/2　灰褐　シルト混粘質細砂
　   小礫・炭のほか、溝の肩部に瓦を大量に含む
3.　7.5YR1.7/1　黒　シルト混粘質細砂　焼土片・多量の炭含む

4.　7.5YR6/3　にぶい褐　細砂混粘質シルト　地山の橙色シルトブロックを大量に含む
5.　7.5YR7/4　にぶい橙　中砂混粘質シルト　地山の浅黄色シルトブロックを大量に含む
6.　10YR6/3　にぶい褐　細砂混粘質中砂　地山の再堆積層

1.　7.5YR7/4　にぶい橙　粗砂混粘質細砂
2.　10YR7/6　明黄褐　シルト混粘質細砂　小礫・炭含む
3.　10YR7/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　2に似るがそれより土壌化弱い
4.　10YR7/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　シルトと細砂がゆるやかに層状をなす
5.　7.5YR7/4　にぶい橙　シルト混粘質細砂　シルトと細砂がゆるやかに層状をなす　4より層理が明瞭
6.　10YR7/4　にぶい黄橙　上シルト混粘質細砂　上方から下方に向けて砂粒が大きくなる
7.　10YR6/3　にぶい黄橙　細砂混粘質中砂　地山の再堆積層

204 溝

221 溝

南

　壁

０ １ｍ(1：20)

図 28　14-1　８区　各遺構断面図（７）
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1.　10YR5/3　にぶい黄褐
　    シルト混粘質粗砂
　    炭若干含む
2.　10YR5/4　にぶい黄褐
　    細砂混粘質シルト
　    地山の中礫・明黄褐色
　    シルトブロック含む

２ １

a a’

146 土坑

197 溝

a’a 46.1ｍ

Y=-5
1,19

1

X=-166,674

X=-
166

,67
2

Y=-51,200

Y=-51,201

瓦　

瓦　

０ 0.5ｍ(1：10)

０ 0.5ｍ(1：10)

図 29　14-1　８区　146 土坑・197 溝平・断面図図 29　14-1　８区　146 土坑・197 溝平・断面図
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　斜面の最上部である、調査区の東辺際で平坦面を検出した。具体的には 204 流路とした谷地形の最

上部や、319 溝の東肩を含む部分、スロープ１とスロープ２を結ぶ平坦地である。それらは現在の公

道とほぼ平行することから、その前身となった道の路肩部分ととらえられる。318 溝・319 溝はその

道の側溝の名残とみられる。

　斜面地は全体に斜度が均一になるように整形されたようにみうけられる。その際に帯状に掘り残され、

平坦な高まりを呈している部分が認められた。スロープ１～３としたのがそれである。スロープ１・２

は屋敷地の東辺に沿う道に直交するように斜面を下るのに対し、スロープ３は斜面裾のラインに並行す

るようにのびる。

　地形的な条件からみてもスロープ１・２は、屋敷地の東辺に沿う道から、屋敷地に入る際の進入路の

役割を果たしていたのではないかと考える。スロープ１が 59・60 溝の分岐部分や 316 溝と、またス

ロープ２が 197 溝とほぼ同一のライン上に位置することからも、その配置に計画性をみることができ

る。スロープ１が平坦面に緩やかにすりつくのに対し、スロープ２の先端部分は、その長軸線に直交す

る方向で分断されたようにおさまる。スロープ２の先端部の段差はわずかで、そこを通路として使用し

ていたとしても、通行には支障なかったと思われる。その先端部の段差の位置と方向が、スロープ３

の長軸とほぼ同一線上にあり、不整形な長楕円形を呈する 81 土坑・27 土坑とも方向がほぼ一致する。

1.　10YR4/1　褐灰　粗砂混砂質細砂
2.　7.5YR5/3　にぶい褐　シルト混粘質粗～中砂
3.　10YR5/4　にぶい黄褐　中砂混粘質細砂

３
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０ 0.5ｍ(1：10)

図 30　14-1　８区　甕埋設 土坑平・断面図（１）図 30　14-1　８区　甕埋設土坑平・断面図（１）
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1.　10YR5/4　にぶい黄褐　中砂混粘質シルト
　    若干炭含む
2.　7.5YR6/4　にぶい橙　小礫～粗砂混粘性シルト
　    地山の浅黄橙色砂質土ブロック含む

1.　10YR5/4　にぶい黄褐　シルト混粘質細砂
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混粘質中～細砂
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図 31　14-1　８区　甕埋設 土坑平・断面図（２）図 31　14-1　８区　甕埋設土坑平・断面図（２）
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1.　7.5YR4/2　灰褐　中砂混粘質シルト
　    2の漆喰の破片が混入する
2.　10YR7/1　灰白　漆喰
　    直径2㎜大の礫を混和剤として使用
3.　10YR5/3　にぶい黄橙　細砂混シルト
　    地山の小礫を若干含む
4.　10YR6/2　灰黄褐　シルト混砂質細砂
　    3に似るがそれより粘性弱い
5.　7.5YR7/2　灰褐　中砂混粘質シルト
　    地山の中礫を含む　1に似る

※280土坑の南側は、279土坑内甕の器壁を土坑の壁面として利用
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図 32　14-1　８区　倒置甕埋設土坑平・立・断面図（１）
図 32　14-1　８区　倒置土器埋設土坑平・立・断面図（１）
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またスロープ２の先端部と、スロープ３の東肩を結んだラインより西側と東側とで遺構の検出密度が異

なる。これらのことから、スロープ２の先端部と、スロープ３を結んだラインに、外部と屋敷地を区画

する、塀のような施設があったのではないかと類推する。ちなみにスロープ１・２の位置は、「表御殿」

全体の区画でみれば、屋敷地の端の方に位置しており、主要な出入り口ではなかった可能性がある。ス

ロープ１とスロープ２の間のくぼみは時間の経過とともに徐々に埋まっていき、最終的には埋まりきら

ずに残ったくぼみをゴミ穴として利用したとみられる。それを４土坑とした（図 36）。４土坑の肩部に

は複数の土坑が認められたが、それらの埋土には４土坑と同様、炭化物や焼土が混入しており、ゴミ穴

とみられる。

　４土坑の埋土からは食器を中心に、比較的多量の遺物が出土した。その内訳は、土瓶や小型の土鍋と

みられる破片、すり鉢や植木鉢を含む陶器の破片、炮烙とみられる土師器片、磁器、砥石、瓦等である。

そのうち遺物実測図を掲載しなかった資料をまとめると、磁器では染色体紋のある小型の碗、小型の瓶

や鉢が、陶器片ではトビガンナで施文した破片２点が含まれていた他、炭化物の集積部のそばではシジ

ミが汁椀１杯分程度集積しているのを認めた。瓦は桟瓦がほとんどで、軒丸瓦が若干含まれていた。桟

1.　10YR　にぶい褐　粗砂混粘質シルト
2.　10YR7/6　明黄褐　シルト混粘質細砂
　    地山の再堆積土に似る

２ ２
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０ 0.5ｍ(1：10)

図 33　14-1　８区　倒置甕埋設土坑平・立・断面図（２）図 33　14-1　８区　倒置土器埋設土坑平・立・断面図（２）
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瓦は裏面をナデ調整で仕上げるもの、ナデの後カキメでおおきな×印を縦に二つ並べて入れるもの、×

印と直線からなるもの、斜格子を入れるものなどのバリエーションが認められた。

　調査区の南東隅の部分では 204 溝・221 溝を検出した（図 28）。それらは大きく見ると北東から南

西にむけて流下しており、流路に挟まれた斜面部分は、階段状に切り下げられたような形状だった。

　流路は人為的に掘削されたものというより、降雨時などに丘陵の頂部から流れ落ちてきた水が、自然

に集まって形成された、谷状の落込みではないかと考えられる。流れ込んできた水が運んできた土砂に

より、流路内が埋まりながら、少しずつ流れが変化したとみられる。埋土の堆積状況からみて、北東か

ら南西へむけて直線的に流下する、もともとの流路とみられる部分を 204 溝、それが埋まってきたの

に伴って、南側にむけて流れが大きく屈曲するようになった流路を221溝ととらえた。先述したように、

204 溝・221 溝には、降雨時などに地盤の標高が高いところから流れ込んできた水が、流入していた

可能性が高いものの、陣屋内の排水施設を意図的に藩主の屋敷地に引き込んだとは考えにくい。それら

の流路が地形的な条件により、陣屋の改修以前からあった谷地形を利用したものだったとすると、それ

とどのように折り合いを付けて、屋敷内のレイアウトがなされたかを、今後検討する必要があろう。

59 溝は 204 溝の手前で途切れてしまう。そして両者を結ぶ部分で、216 土坑・225 土坑を検出した。

またそれらの土坑の外側には、両者を含有するような形状の落ち込みを検出した。したがって、225

1.　10YR6/6　明黄褐　中砂混粘質シルト
　    地山の黄橙色シルトブロック含む

1.　10YR7/4　にぶい黄橙
　    中砂混砂質シルト
2.　7.5YR6/4　にぶい橙
　    シルト混粘質中～細砂
3.　7.5YR6/2　灰褐
　    シルト混砂質細砂
4.　7.5YR4/1　褐灰
　    小礫～粗砂混粘質シルト
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図 34　14-1　８区　倒置甕埋設土坑平・立・断面図（３）図 34　14-1　８区　倒置土器埋設土坑平・立・断面図（３）
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土坑や 216 土坑は、59 溝を流下してきた水を、204 溝や 221 溝の手前で一旦受け止める役割を果た

していたのかもしれない。

　216 土坑の埋土上面で、底部に孔を穿って倒置した完形のすり鉢を検出した（図 35）。216 土坑が

おおかた埋まった後、その付近につくばいもしくは手水鉢が設置され、そこが排水施設として利用され

たのだろうか。もしそうであれば、216 土坑の近くに手水鉢が設置された時点は、この部分も坪庭の

一角とみなせるかもしれない。なお 216 土坑の埋土から多量の桟瓦の破片に交じって、陶磁器片２点

と土師器片１点が出土した。土器片はいずれも細片で、器種や時期は不明である。

14- １　９区（図 37 ～ 41）

　藩主の屋敷である「表御殿」と、丸笠池に面して設けられた門を直結する道に沿って立ち並んでいた

家臣の屋敷地にあたる部分とみられる。後段階の陣屋絵図と対照すると、「清水丞八」邸と「小山勝治」

邸・「青木辰」邸のあたりに位置しているのではないかと考えられる。片山家文書中の、幕末から明治

初頭にかけての時期のものとみられる「伯太藩家中名簿」には青木辰之助の名前がある。それをみると、

青木氏は大流末席に位置し、金３両３分１人半扶持で下目付を務めていたことがわかる。屋敷地の配置

からみて、清水氏と小山氏も青木氏と同格の家臣だったとみられる。したがって９区で検出した遺構や

遺物は、伯太藩の下級家臣の生活の一端を反映したものととらえることができる。

　ここでは溝や土坑・ピット・井戸などを検出した（図 37）。陣屋廃絶後の整地層とみられる第１－２

層を検出したが、３溝あたりから西側では非常に薄く、機械掘削終了段階で地山面が露出する部分もあっ

たのに加え、近年の住宅地造成などに起因するとみられる攪乱坑が多数点在する状況だった。したがっ

て近年の造成による削平は、その部分でより強かったとみられるが、遺構の検出数は多かった。

1.　10YR5/4　にぶい黄褐
　    粗砂混粘質細砂　炭化物若干含む
2.　10YR6/3　にぶい黄橙
 　   シルト混粘質中砂　炭含み若干黒色化する
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図 35　14-1　８区　倒置甕埋設土坑平・立・断面図（４）図 35　14-1　８区　倒置土器埋設土坑平・立・断面図（４）



― 54 ―

  1.　10YR5/3　にぶい黄褐　小礫～粗砂混粘土質シルト　焼土含む
  2.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混砂質粗～中砂　中礫含む 
  3.　10YR5/4　にぶい黄褐　小礫混粘質細砂　4のブロックと炭化物含む
  4.　7.5YR6/4　にぶい橙　小礫混砂質中～細砂
  5.　10YR4/3　にぶい黄褐　中砂混砂質シルト　炭化物含む
  6.　10YR4/2　灰黄褐　中砂混粘質シルト　炭化物含む
  7.　10YR6/2　灰黄褐　シルト混粘質細砂　下部が被熱により赤変する
  8.　10YR5/4　にぶい黄褐　シルト混粘質細砂　炭化物と焼土を若干含む
  9.　7.5YR5/4　にぶい褐　粗砂混粘質細砂　地山の礫含む
10.　10YR4/3　にぶい黄褐　粗砂混砂質細砂
11.　7.5YR4/3　褐　中砂混粘質細砂　地山の礫含む
12.　7.5YR5/6　明褐　シルト混砂質細砂　風化した地山の再堆積土

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　小礫～粗砂混粘質細砂　炭若干含む
2.　7.5YR6/3　にぶい褐　中砂混粘質シルト　炭・焼土含む
3.　10YR5/4　にぶい黄褐　中砂混砂質細砂　炭若干含む
4.　7.5YR6/1　褐灰　中砂混砂質細砂　炭若干含む
5.　7.5YR4/1　褐灰　細砂混粘質シルト　炭含む
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図 36　14-1　８区　４土坑他平・断面図図 36　14-1　８区　４土坑他平・断面図
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図37　14-1　９区　平面図
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図 37　14-1　９区　平面図
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　45 溝と３溝は、後段階の陣屋の道を踏襲している現在の道にほぼ平行していることから、屋敷地の

周囲に配された区画溝ととらえられる。45 溝と３溝との距離は、14.4 ～ 14.8 ｍだった。１間を約 1.8

ｍとすると、二つの溝の間はちょうど８間に相当し、下級家臣の屋敷の一区画としては、妥当な大きさ

とみることができる。もしそうであれば、３溝は「清水丞八」邸と「小山勝治」邸を区画する施設だっ

たとみることができる。この屋敷地の奥行きの長さは不明だが、46 溝が調査区外に延伸することから、

長方形の区画だったことは確かだろう。

　３溝より東側では、これと同様の区画溝を検出しなかった。14- １　８区の項目で述べたように区画

溝は、排水施設でもあったことがうかがえる。したがって３溝も、単純に屋敷の区画のためだけに設け

られたものではないと考える。そのため３溝より東側に関しては、本来区画溝があったが、後世の造成

に伴って消失した可能性と、もともと溝状の施設はなく、築地塀や木の柵、板塀などで屋敷地が区画さ

れていた可能性とを検討する必要があるだろう。

　45 溝・３溝はともに北東方向にむけて溝底が傾斜しており、その流末は蓮池の方にむけられていた

とみられる。45 溝埋土から桟瓦と、18 世紀後葉のものとみられる染付の磁器碗１点を検出したことか

ら、これは陣屋の改修時に掘削されたものであることがうかがえる。これが埋まった後に掘削された、

49 土坑と 48 溝の埋土には遺物が含まれていなかったことから、45 溝がどのくらいの期間機能したか

は不明である。ちなみに 49 土坑と 48 溝は、ゴミ穴、もしくは排水路として掘削された可能性が高い

と考える。それらが藩主屋敷の方にむけて延伸すると考えられることから、政庁の廃絶後に掘削された

とみるのが妥当ではないかと考える。

　３溝の埋土には、壁面から剥落して混入したとみられる多数の瓦片に交じって、すり鉢もしくは甕と

みられる陶器の破片、瀬戸美濃系の陶器鉢の破片、染付磁器の碗や鉢などが出土した（図 41）。18 世

紀後葉から 19 世紀のものが混在しているとみられる。これが 19 世紀の遺物を含む 21 土坑を切って

いることから、３溝が 19 世紀の段階で掘削されたことは確実とみられる。以上のことから３溝は、江

戸時代の後葉に、45 溝に代わるものとして、新たに敷設された可能性がある。

　22 井戸の存在から、下級家臣の屋敷地内にも井戸があったことがわかる（図 39）。これは地山の洪

積層をほぼ垂直に 1.5 ｍ強掘り下げたもので、底部は湧水点には達していなかった。したがって飲料水

を得るためのものというよりも、雨水などを利用するための水溜めとみるべきかもしれない。22 井戸

からは多数の瓦に交じって陶器・磁器・土師器が出土した。瓦の大半は桟瓦が占め、丸瓦・道具瓦が若

干含まれる。それらの瓦は８区 143 井戸と同様に、井戸を埋める際に投棄された可能性がある。それ

以外の土器の内訳は、すり鉢とみられる陶器片５点、器種不明の陶器細片４点、土師器細片１点、手描

きの染付磁器２点（鉢・碗）、コバルト染料を用いた型紙摺の染付磁器２点（皿・蓋）、小型の磁器碗２

点（染色体紋１点含む）、器種不明の磁器細片２点である。18 世紀後葉から 19 世紀のものが混入して

おり、井戸の埋戻しの際に混入したとみられる。

　同じ屋敷地内において、比較的まとまって遺物が出土した遺構には、47 土坑（図 40）と 21 土坑（図

38）がある。47 土坑では桟瓦や丸瓦の破片、染付磁器、陶器の植木鉢片が出土した。いずれも細片で、

19 世紀代のものが含まれる。21 土坑では大量の瓦類に交じり、すり鉢や植木鉢、向付とみられる陶器

片、染付磁器が出土した。磁器の大半が碗で、鉢や皿の可能性がある破片も含まれていた。18 世紀後

葉のものが主で、19 世紀代のものも含まれるとみられる。同屋敷地において、これらの遺構以外にも

埋土から遺物を検出した遺構はあるが、いずれも細片で点数は限られる。



― 57 ―

図 38　14-1　９区　各遺構断面図（１）

０ １ｍ(1：20)

1.　10YR5/6　黄褐　シルト混砂質細砂
2.　10YR6/6　明黄褐　中砂混砂質細砂

１
２

瓦
48.3ｍSWNE 13 土坑

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂
　　地山の明黄褐色シルトブロックと若干の炭含む
2.　10YR5/2　灰黄褐　シルト混砂質細砂　炭若干含む

１
２

48.3ｍSWNE 14 土坑

1.　10YR6/6　明黄褐　細砂混粘質シルト　2に似るが、それより土壌化が進み砂粒を多く含む
2.　10YR7/6　明黄褐　細砂混粘質シルト　粘性強い
3.　7.5YR7/6　橙　中砂混粘質細砂　地山の再堆積土

１

２

３

瓦

３溝

47.9ｍSE NW21 土坑

1.　10YR6/3　にぶい黄橙
 　　小礫混粘質中～細砂　炭含む
2.　7.5YR6/4　にぶい橙
　　粗砂混粘質細砂　地山の再堆積層

１

２

48.0ｍE W３溝

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　小礫～粗砂混砂質細砂
2.　10YR6/3　にぶい黄橙　中砂混砂質細砂　1より粘性あり　小礫若干含む
3.　10YR6/3　にぶい黄橙　シルト混粘質細砂　小礫と炭若干混じる

１

２
２

３

47.5ｍSE NW23 土坑

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　小礫～粗砂混砂質細砂
2.　10YR6/3　にぶい黄橙　中砂混砂質細砂
　　1より粘性あり　小礫若干含む
3.　10YR5/4　にぶい黄褐　中～細砂混砂質シルト

 

１

２
３

47.4ｍSE NW24 ピット

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　細砂混砂質シルト
　　地山の橙色シルトブロック含む
2.　7.5YR6/4　にぶい橙　シルト混砂質細砂
　　地山の再堆積土

 

１ ２

47.4ｍSE NW25 ピット

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　細砂混砂質シルト
　　地山の橙色シルトブロック含む
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　小礫～粗砂混砂質細砂
3.　10YR5/3　にぶい黄褐　小礫～粗砂混粘質細砂
　　地山の黄橙色シルトブロック含む　1に似る

１
２

３

47.4ｍSE NW26 土坑

1.　7.5YR6/4　にぶい橙
　　粗砂混粘質シルト
　　地山の再堆積層に似る
2.　10YR6/4　にぶい黄橙
　　シルト混粘質中～細砂

1.　7.5YR6/3　にぶい褐
　　中～粗砂混粘質シルト
2.　10YR6/4　にぶい黄橙
　　シルト混粘質中～細砂

１ １
２ ２

石

47.9ｍE W32 ピット 33 ピット

1.　7.5YR6/4　にぶい橙　粗砂混粘質シルト
　　地山の再堆積層に似る
2.　7.5YR6/3　にぶい褐　中～粗砂混粘質シルト
3.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混粘質中～細砂
　　2より粘性弱い

１
２

３

47.7ｍN S38 土坑

図 38　14-1　９区　各遺構断面図（１）
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1.　砕石層　整地層
1'.   砕石層　整地層
2.　10YR4/2　灰黄褐　粗砂混粘質細砂　炭含む　現代のゴミ穴
3.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混砂質シルト　炭若干含む　整地層
4.　10YR6/3　にぶい黄橙　細砂混粘質シルト　3に似る
5.　10YR4/2　灰黄褐　シルト混砂質細砂　炭含む　

１’ １

２ ３

４

５

３

48.6ｍSENW ４土坑

土器 瓦　

1.　10YR6/3　にぶい黄橙　粗砂混粘質細砂
　　地山の明黄褐色シルトブロックと小礫が混ざりあう
2.　10YR7/6　明黄褐　中砂混粘質シルト
　　地山の明黄褐色シルトブロックを主とし
　　土壌化層のブロック土が混じる
3.　7.5YR6/6　橙　中砂混粘質シルト
　　2に似るがそれより土壌化が進み砂粒を多く含む

１

２

３

47.9ｍNE SW２土坑

1.　10YR6/3　にぶい黄橙　小礫～粗砂混粘質細砂
　　炭・地山の黄橙色シルトブロック含む
2.　10YR5/2　灰黄褐　粗砂混粘質中砂
　　炭・地山の黄橙色シルトブロック含む
3.　10YR6/4　にぶい黄橙　中砂混粘質細砂
　　地山の再堆積層に似る
4.　10YR5/1　褐灰　中砂混砂質細砂　炭含む
5.　10YR5/4　にぶい黄褐　中砂混砂質細砂
　　地山の黄橙色シルトブロック含む　4に似る

１

２
３

４

５

47.7ｍSE NW22 井戸

図 39　14-1　９区　各遺構断面図（２）

０ １ｍ(1：20)

図 39　14-1　９区　各遺構断面図（２）
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1.　10YR6/3　にぶい黄橙　中砂混粘質シルト
　　地山の明黄褐色シルトブロックわずかに含む
2.　10YR6/4　にぶい黄橙　シルト混粘質中～細砂
3.　10YR5/4　にぶい黄褐　シルト混粘質細砂　地山中の中礫含む
4.　10YR5/3　にぶい黄褐　細砂混粘質シルト　炭若干含む

１
２

３

４

47.5ｍE W47 土坑

1.　撹乱埋土・現代耕土・整地土
2.　10YR5/4　にぶい黄褐　中砂混粘質細砂　45溝埋土
3.　7.5YR5/3　にぶい褐　シルト混粘質中砂　地山中の中礫含む
4.　7.5YR6/4　にぶい橙　小礫混粘質中～細砂　地山中の大礫含む
　　地山の再堆積層

１

２
２

４

３

石

石

47.8ｍNS

48 溝

1.　現代耕土・整地層
2.　10YR5/4　にぶい黄褐　シルト混粘質中～粗砂
　　径5～10cmの地山の明黄褐色シルトブロック・炭含む
3.　10YR5/3　にぶい黄褐　シルト混粘質細砂　小礫・炭若干含む
4.　10YR3/1　黒褐　細砂混砂質中砂　炭含み黒色化する
5.　10YR5/2　灰黄褐　シルト混粘質細砂
6.　7.5YR5/3　にぶい褐　小礫混粘質シルト
7.　7.5YR4/1　褐灰　シルト混砂質細砂　炭含み黒色化する
8.　7.5YR5/1　褐灰　シルト混粘質細砂　ややグライ化する
9.　10YR5/4　にぶい黄褐　中砂混粘質細砂　45溝埋土

１

２

３

４

５

５
６

７

８

９
９

石

土器
47.8ｍS N49 土坑

瓦　

図 40　14-1　９区　各遺構断面図（３）

０ ２ｍ(1：40)

０ １ｍ(1：20)

０ １ｍ(1：20)

図 40　14-1　９区　各遺構断面図（３）
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　「小山勝治」邸の可能性がある隣の屋敷地では、１溝と４土坑（図 39）においてまとまった量の遺物

を検出した。特に４土坑は、転居の際に道具を処分するために掘られたゴミ穴とみられ、磁器蓋付碗の

揃いのセットが複数含まれていた。食器の他にも硯やひょうそく、金属製の火箸といった日用品、土人

形といった玩具も含まれており、当時の武士の生活をうかがう上で貴重である。その全体がわかるよう、

４土坑出土遺物のうち、全体の形状がわかるものは次項の図版に掲載した。その他に、すり鉢とみられ

る陶器片、陶器の蓋や皿、火鉢とみられる土師質土器の破片などが含まれている。遺物の内容から陣屋

が機能を失った後、ここに住んでいた家族が転居するために、家財道具を整理した際に投棄したとみら

れる。

　１溝の深さは一定せず、深いところで 20㎝強、浅いところで数㎝だった。概して南側でやや深く、

北にむけて徐々に浅くなる傾向がみられた。平面形は不正形で、横幅も一定しないが、比較的直線的な

東側の辺が、３溝とほぼ平行することから、屋敷地内の建物の配置と、なんらかの形で相関している可

能性はある。出土遺物は細片が多いが、多種類のものが含まれる。その内訳は、桟瓦・丸瓦・すり鉢と

みられる陶器、磁器の香炉、水甕や植木鉢とみられる陶器、18 世紀後葉の染付磁器碗、器種不明の土

師器片・陶器片である。

　１溝を切る２土坑は、平面形は隅丸長方形で、垂直に近い角度で掘りこまれ、底部はほぼ平坦だった

（図 39）。埋土は大きく３層に区分できたが、いずれの層にも地山のブロック土が多量に含まれており、

比較的短期間のうちに埋め戻されたとみられる。埋土から瓦・陶器・染付磁器を検出したが、いずれも

細片で、埋戻す際に混入したとみられる。磁器にはコバルト染料を使用し、細線で「Ｕ」字状の点を全

面に描きこんで紋様とした、19 世紀代のものが含まれていた。

　いずれの屋敷地においても、建物の礎石等を検出しなかったことから、その配置や規模は不明である。

14- １　10区（図 42・43）

　道を挟んで９区の対面に位置しており、後段階の陣屋絵図と比較すると、「杉浦寛吾」邸にあたると

みられる。家譜によると、杉浦家は大坂の陣に渡辺家の家中として参加したとされ、渡辺家に仕えた最

古参の家臣の家柄のひとつだったとみられる。御物頭格として重職を務めた上級家臣の一人である。

　調査区面積が狭いうえに、埋設管の設置工事などで、調査区の南半分近くが攪乱されていたため、調

査面積は極めて限られるが、土坑・溝・暗渠の他、９区にむけて直線的に整形された落ち際の肩を検出

した。落ち際の肩は、後段階の陣屋の道を踏襲する現在の公道に平行することから、当初は道の側溝の

Y=-5
1,16

0

X=-166,700

瓦　

３溝

0 1ｍ(1:30)

図 41　14 ‐ 1　９区　３溝平面図
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肩ではないかと考えた。しかし 10 区の遺構検出面の標高が約 T.P.	48.3 ｍなのに対し、９区の道際の

遺構検出面の高さは T.P.	47.9 ～ 48.0 ｍと 30 ～ 40㎝下がっていることから、段差の落ち際と認識を

改めた（図 43）。この一段切り下げた平坦地に、道と対面の屋敷地を設けたと考える。

　１溝の底部は T.P.	47.92 ｍまで掘り下げられ、壁面に拳大の石を積んで壁面を保護するとともに、礫

の上面に平瓦を渡すようにして並べていた痕跡を認めた。これにより、１溝は暗渠として使用されてい

0 ２ｍ(1:50)

１溝１溝

a a´

石

瓦

Y=-5
1,17

0

Y=-5
1,16

5

X=-166,715

図 42　14 ‐ 1　10 区　平面図
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たことがうかがえる。位置的にみてこの溝は、横断して９区の３溝に連なっていたと考えられる。８区

における区画溝の検出例と対照すると、「杉浦寛吾」邸においてもこの溝は、屋敷内の建物の配置と相

関する排水施設だったのではないかと考えられる。

　１溝の埋土から暗渠の蓋として用いられたとみられる平瓦の破片数点と、小型の陶器の碗１点が出土

した。

　土坑はいずれも数㎝程度と浅く、遺物は出土しなかった。屋敷地際に位置していることから、屋敷を

囲う施設の痕跡の可能性はあるが、断定はできない。

　前述したように、調査面積は限られていたが、第１－２層から比較的多様な土器が出土した。その内

訳は、完形の染付磁器の筒型碗、色絵の磁器鉢が各１点、クリーム色の胎土に透明釉をかけて仕上げた

トビカンナの施文のある陶器の土瓶、小型の土鍋とみられる陶器の破片が各１個体分ずつである。いず

れも 19 世紀代におさまるものとみられる。

13- １　1区・２区（図 44 ～ 50）

　前項で述べたように、13- １　１区では、遺構面を２面検出したが、２区は後世の攪乱が著しく、機

械掘削終了段階でおおむね地山が露出し、遺構を検出することができなかった。したがってここで記す

調査成果は、１区に関するものである。まず上面の遺構面、つまり近世の遺構面の調査成果からまとめ

たい。なお、調査時は本書で１区としている調査区を２分割し、北側を１区、南側を２- １区とし、本

書で２区としている調査区を２- ２区としていたが、繁雑なため地区名称を改めている。　

　13- １　１区・２区は、10 区でふれた「杉浦寛吾」邸と、それに隣接する「今井寛平」邸にまたが

る部分に位置しているとみられる。先述の「伯太藩家中名簿」にみられる今井氏は、御近習を務めてお

り、上級家臣に位置づけられる。陣屋絵図と対照すると、おそらく１区の中に杉浦家と今井家の屋敷の

境界があったとみられるが、二つの屋敷地を区切る区画溝は認めなかった。したがって両者は、板塀も

しくは築地塀のような施設で区切られていたのではないかと考える。ちなみに 14- １　９区で検出した

45 溝の肩を延長させたラインを基準にすると、そこから図 44 の破線ａまでがおよそ 22 間、破線ｂま

でがおよそ 24 間である。このあたりに屋敷地の区分線をもうけることができるかもしれない。

　34 土坑では、大型の陶器の甕が、口縁部を上にして据えられていたとみられる（図 49）。上部は

後世の削平に伴って欠損していたため、器形や時期は不明だが、便槽としてもちいられた可能性があ

る。44 土坑・67 土坑では、大型の陶器のすり鉢を伏せた状態で、平坦な土坑の底部に据えていた（図

48）。すり鉢の底部中央には、焼成後に孔があけられていた。また 67 土坑では、底部の穿孔の直下に、

拳大のやや平たい円礫５個が、ひとまとめして置かれていた。それらの石は、底部の穿孔から滴る水を

受けるために置かれたことは確かだが、どのような効果を期待したものかはよくわからない。これらの

０ １ｍ(1：20)

1.　10YR5/2　灰黄褐　中砂混粘質細砂　耕作土
2.　10YR6/6　明黄褐　中砂混粘質シルト　床土
3.　7.5YR5/6　明褐　細砂混粘質シルト　炭化物若干含む
4.　7.5YR5/8　明褐　中～粗砂混粘質シルト
　　3に似るがより砂粒が多くて粗い

１
２

３

４

北壁

48.7ｍNS

a a´

図 43　14 ‐ 1　10 区　ａ－ａ´断面図
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図 45　13 ‐ 1　１区　第２面　平面図
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遺構は、14- １　８区で検出した類似遺構と同じく、つくばいもしくは手水鉢に附属してつくられた、

排水施設とみられる。

　54 土坑は、平面が不整な長楕円形を呈するが、底部は平坦で隅丸の長方形を呈する。土坑埋土には

いくつかの角礫の他、多量の瓦片と、１点の磁器の小皿が含まれていた（図 48）。この遺構の性格は不

明だが、屋敷の北東辺を限る道とほぼ平行に配置されており、屋敷内の区画と相関しているとみられ

る。それ以外で埋土から遺物が出土した遺構に、４土坑・17 土坑がある。このように、遺構出土遺物

は少なかったが、第１層や第２層掘削中に、比較的多様な遺物が出土している。その中には、「高嶋石」

と刃物で文字を刻んだ滋賀県高島産の石材を用いた硯も含まれていた。ちなみに伯太藩江戸上屋敷の調

査でも、「請合高嶋玄生石」と刃物で文字を刻んだ硯が出土している。なお、次項で掲載している鬼瓦

Y=-5
1,12

0

Y=-5
1,11

0

Y=-5
1,10

0

X=-166,750

X=-166,760

X=-166,740

0 10ｍ(1:200)

０ １ｍ(1：20)

1.　7.5YR5/6　明褐　細砂混粘質土

１

49.1ｍEW 62 土坑

1.　10YR5/8　黄褐　細砂混粘質土　径1～5cmの礫含む

１

49.4ｍEW 63 土坑

1.　10YR5/6　黄褐　細砂混粘質土

１

49.5ｍEW 66 土坑

図 46　13 ‐ 1　２区　平面図

図 47　13 ‐ 1　１区　第１面　各遺構断面図
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44 土坑
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X=-166,750.3
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1.　10YR5/6　黄褐　細砂～中礫混粘質土

１ １

石
石

49.6ｍa’a

67 土坑

土器 土師器

０ 0.5ｍ(1：10)

図 48　13 ‐ 1　１区　土器埋設土坑平・断面図
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は、２区よりさらに南東側の部分で出土したも

ので、前述した屋敷地とは関係のないものであ

るが、参考品として掲載した。

　第２面では数基の土坑・ピットに加え、２基

の古墳の周溝を検出した。２基の古墳はこれま

で認知されてこなかったもので、今回の発掘調

査でその存在が認められた。いずれも墳丘部分

は削平され、盛土・埋葬施設は残存しておらず、

周溝によりかろうじてその存在をうかがうこと

ができる。

　開発に伴う古墳の消失は、現代に限ったこと

ではなく、陣屋の改修時や、廃藩置県後に収入

が途絶えた家臣たちへの、授産の一環による耕

地造成で、消失した古墳もあったことが知られ

ている。陣屋内にかつてあった「小山」という

字銘は、かつて陣屋内にあり、その後の土地利

用のなかで消失した古墳の存在をうかがわせる

ものである。今回の古墳の場合、周溝埋土の上

を部分的に第２層が覆っていたこと、それらが

伯太藩の家臣の屋敷地や道に重なっていること

から、陣屋の改修時に削平された可能性が高い

と考える。

　１号墳は周溝が直線的で、屈曲部分が矩形で

ある。それに対して２号墳の周溝は曲線的だが、

これを円墳とみるとひずんだ形状にみえる。し

たがっていずれも方墳の可能性があるが、今回

の調査ではほんの一部を検出しているにすぎな

いため、断定はできない。

　１号墳の周溝からは埴輪片が多数出土した。

一方、２号墳では埋土上層から須恵器甕の体部

の破片が１点出土したのみである。ちなみに、

１号墳周溝における埴輪片の分布には粗密が認

められたが、それは墳丘上での埴輪の配置をあ

る程度反映している可能性がある。埴輪片はほ

とんどが細片で、調査後の接合作業を通じて、

少なくとも円筒埴輪が５基、形態の不明な形象

埴輪が１基あることは確認できた。それ以外に

も、朝顔形埴輪の破片とみられるものが数点含

０ １ｍ(1：20)
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図 49　13 ‐ 1　１区　54 土坑平・断面図
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まれていたが、それらに関しては、接合するものをみつけることができなかった。ただ位置関係や、調

整・土質を手掛かりに、形態的な特徴を把握できるところまで、接合・復元できたものに関しては図化

し、本章第３節に掲載している。

　以上を勘案すると、今回の調査で検出した２基の古墳は、帰属時期が異なっている可能性がある。１

号墳は、丸笠山古墳の周溝から採取され、泉大津高等学校で保管されている埴輪片と、器面調整や土質、

焼成の状況が非常に似ている。したがって１号墳は、少なくとも丸笠山古墳と同じ時期までさかのぼる

可能性が高いと考えられることから、前期末から中期初頭までの時期の古墳ととらえたい。２号墳に関

しては、帰属時期を判断する手掛かりが乏しく、その時期を断定することができない。周溝から埴輪が

一切出土していないので、古墳時代後期に属する可能性がやや高いかもしれないが、周溝の一部を検出

しているのみなので、現段階では断定はできない。

14- １　13区（図 51・52）

　この調査区は、現在の「あそ池」と「山池」の間の土手を通る道の延長上に位置している。この道が

後段階の陣屋絵図の、「浅池」・「漆池」間の道と一致するとみると、13 区は「山田謙吾」邸、もしくは「白

鳥貞興」邸のいずれかに相当するとみられる。先述の「伯太藩家中名簿」には、山田謙吾の名前があがっ

ており、それによると、７人扶持で御近習格末席を占めていたことがわかる。隣接する屋敷地の区割り

には格差がなく、それらは同格の家臣だったと考えられる。したがって、家中では中間的な位置にある

家臣の屋敷地だったととらえられる。

０ １ｍ(1：20)

1.　10YR6/6　明黄褐　細砂混粘質土　中礫含む

１

48.8ｍWE 57 土坑

1.　7.5YR5/6　明褐　細礫混粘質土
2.　10YR5/8　黄褐　細砂～細礫混粘質土

１

２

48.9ｍEW 58 土坑

1.　10YR6/6　明黄褐　中礫混粘質土
2.　7.5YR5/6　明褐　細砂混粘質土

１２ ２

48.9ｍW E59 土坑

1.　10YR6/6　明黄褐　細砂～中礫混粘質土

１

49.0ｍW E60 土坑

1.　2.5Y6/8　明黄褐　細砂～細礫混粘質土

１

49.2ｍW E61 土坑

図 50　13 ‐ 1　１区　第２面　各遺構断面図
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　一方でこの調査区は、前段階の陣屋の範囲にも含まれていることから、２時期の屋敷地の遺構が混在

している可能性を勘案しながら調査をすすめた。

　屋敷地は、緩傾斜面を含む丘陵頂部を造成して設けられたもので、平坦面の縁辺が土塁状に高まるよ

うに、地山を削り残しているのが認められた。具体的には、３溝より北側に帯状に残る部分がそれである。

そのため３溝の北側の肩は、南側の肩より標高が高い。換言すれば、平坦面の縁に形成された土塁状の

高まりの裾部に、３溝が設けられており、土塁にせき止められる水を排水していたとみることができる。

　ここで検出した遺構のうち、遺構埋土から遺物が出土したのは、１土坑・４土坑・３溝である。２土坑・

４土坑は平面形が長方形で、ほぼ垂直に掘り下げられ、底部も平坦につくりだされていた。形態的に両

者は類似するが、埋土の様子は異なる。４土坑埋土が上層の耕作土層に似た土質だったのに対し、２土

坑の埋土は有機物を多く含み、黒色化が顕著だった。これらはいずれも３溝と平行、もしくは直交する

方向であることから、屋敷内の建物の配置にあわせて位置が決められている可能性がある。

X=-166,815
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X=-166,820

Y=
-5
1,
07
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Y=
-5
1,
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１土坑１土坑

４土坑４土坑

２土坑２土坑

３溝３溝

0 ５ｍ(1:100)

図 51　14 ‐ 1　13 区　平面図
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　４土坑埋土からは、欠損部分のある、中空で筒状の用途不明土師器、トビカンナの施文がある小型の

土鍋とみられる陶器片、徳利とみられる陶器細片、京焼系の陶器の碗、瓦の細片が各１点と、手描きの

染付磁器２点が出土した。京焼系の陶器の碗は、17 世紀後葉から 18 世紀前葉のものとみられ、前段

階の陣屋に伴うものとみられるが、その他の磁器・陶器類は 18 世紀後葉から 19 世紀代のものとみら

れる。いずれも細片で、二次的に混入したとみられる。

　不整形な形状の１土坑からは、磁器の茶碗と蓋、完形の陶器の小型瓶が各１点と、瓦類が出土した。

瓦は桟瓦が主で、丸瓦も若干含まれていた。桟瓦の中には完形に近いものも含まれており、１土坑はゴ

ミ穴として掘られた可能性がある。３溝からは瓦と土師器の細片が各１点出土した。

　以上を勘案すると、上記の遺構は後段階の陣屋に伴う可能性が高い。ただ４土坑に、前段階の陣屋の

時期の遺物が混入していることを勘案すると、４土坑や２土坑に切られている土坑や溝は、前段階の陣

屋に伴う遺構である可能性はあろう。ただそれらの遺構から遺物は出土しなかったことから、帰属時期

を確定できなかった。

　現在、調査区の北東側は大きく切り下げられて２ｍ近い段差が生じているが、もとは池にむかって緩

やかに地盤が下降していたとみられる。後段階の陣屋絵図をみると、この部分にあった家臣の屋敷地は、

丸笠池の縁にめぐらされた陣屋の土塀のあたりまで広がっていたとみられることから、今回検出した土

塁状の高まりは、屋敷地内における区画施設とみることもできる。ただ、屋敷の母屋は丘陵頂部を通る、

陣屋を縦断する道に面していたとみられる。したがって３溝と土塁状の高まりは、屋敷地の中の主たる

居住空間を囲っていたものだった可能性があるかもしれない。

1.　10YR6/4　にぶい黄橙　粗砂混粘質細砂
　　地山の浅黄色シルトブロック含む　盛土か
2.　10YR7/1　灰白　シルト混粘質中～粗砂　小礫含む
3.　10YR6/4　にぶい黄橙　中～粗砂混粘質シルト
　　地山の浅黄色シルトブロック含む
4.　10YR6/3　にぶい黄橙　粗砂～小礫混粘質細砂　炭化物含む

１

４３

２２

石

南壁

51.4ｍSW NE１土坑

1.　10YR7/1　灰白　シルト混粘質中～粗砂　小礫含む
2.　7.5YR5/2　灰褐　粗砂～小礫混粘質細砂
　　炭化物含み若干黒色化する
3.　10YR4/1　褐灰　粗砂～小礫混粘質細砂
　　2に似るがそれより黒色化が進み粘性が強い

１

２

３

51.0ｍNESW

２土坑

1.　10YR5/3　にぶい黄褐　シルト混粘質細砂
2.　10YR5/4　にぶい黄褐　粗砂混粘質細砂
　　地山の中礫含む　南壁断面の4に似る

１

２

51.5ｍSW NE３溝 ４土坑

1.　10YR5/4　にぶい黄褐　粗砂混粘質細砂
　　地山の中礫含む　南壁断面の4に似る

１

51.5ｍNW SE

瓦　

０ １ｍ(1：20)

図 52　14 ‐ 1　13 区　各遺構断面図
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第３節　遺物

　

今回の調査の特徴は、上は藩主から下は大流末席まで、陣屋に住んだ各階層の人たちの屋敷地を、調査

したことにあるだろう。調査区、ないしは遺構ごとの遺物の出土状況は、前項で概要を示したので、こ

こでは全体的な観点から傾向をまとめたい。

　後世の削平の強度や調査面積、さらには調査区が屋敷地内のどの部分にあたっているかが一定してい

ないので、必ずしも単純な比較はできないが、14- １　４区・８区・９区で比較的まとまった量の遺物

が出土した。うち４区と９区では、土器などの一括廃棄土坑が検出されたため、遺物の抽出量が多くなっ

た。それらの一括廃棄土坑は、幕藩体制が崩壊し、社会が大きく転換していく中で、伯太藩陣屋の中で

も起こった急激な変化を如実に表すものである。政庁の廃絶前後から陣屋からの人口流出が始まり、明

治 14 年には伯太村と合併するにいたる、人口流出の経過の一端を物語る資料といえよう。

　藩主の屋敷地においても、井戸が大量の瓦で一気に埋められていたり、政庁が廃絶されてからあまり

時間を置かずに、整地や耕作地造成が行われたとみられることから、明治初頭における急激な景観の変

化をうかがうことができる。ただここでは、９区や４区でみられたような、土器の一括廃棄土坑は検出

しなかった。それにもかかわらず、まとまった量の遺物が出土しているのは、単に調査面積の大きさの

みならず、もともとの物量差を反映しているととらえられる。

　全体的な印象でみると、染付磁器の碗や、陶器の土鍋・土瓶・すり鉢、土師器の皿、火鉢類といった

日用品に関しては、調査区にかかわらずそれほど顕著な質的な差を認めなかった。換言すれば、それら

の日常使いの食器・雑器は比較的等質で、陣屋内の階層差をそれほど反映しているものではない可能性

がある。ただ、染付磁器のうち、色絵ないしは赤絵と呼ばれる、多色の彩色を施した磁器は、14-１　４区・

７区・８区、13- １　１区という風に、藩主もしくは 90 石～ 100 石以上の上級家臣の屋敷地でのみ検

出されており、その分布が階層差を反映している可能性が高い。

　また藩主屋敷や上級家臣の屋敷では、陶磁器類の器種が豊富な傾向がある。特筆されるのは鳥水入れ

で、それらのほとんどは藩主屋敷地で出土したが、14- １　４区でも１点出土した。このことから伯太

藩内において、家禽ではなくペットとして鳥を飼っていたのは、極めて限られた人たちだったことがう

かがえる。おそらく藩主と家老クラスの上級家臣のみにゆるされた、娯楽だったといえるだろう。その

一握りの人達は、時には飼っている鶯などを持ち寄って、鳴き合わせを楽しんだのかもしれない。

　藩主屋敷では、他に大皿とみられる磁器の破片、輸入陶器とみられる鉄釉の壺を検出した。大皿の可

能性のある磁器は４区でも出土している。平面形が多角形を呈する磁器の鉢も、上級家臣の屋敷地で検

出される傾向が認められた。

　刻印瓦はその大半が藩主の屋敷地で出土したが、14- １　４区・９区・10 区、13- １　１区で若干

出土している。藩主屋敷で検出した瓦のうち、完形もしくはそれに近い瓦でも、刻印のないものがあり、

すべての瓦に刻印があったとは考えられない。納入元がわかるよう、何枚かごとにまとめられた瓦の内

の１枚に刻印が押されたものかもしれない。ただこれにより、刻印を押された瓦が、ブランドを主張し

たものだったことがうかがえる。実際に、刻印瓦を認めた調査区で出土した瓦は、表面に光沢を有し、

丁寧なナデ、もしくはミガキ調整がなされたとみられるものが多く、軒瓦の瓦当文様も明瞭なのに対し、

それ以外の調査区で出土した瓦は、小ぶりかつ薄手で、仕上げもそれほど入念ではなく、軒瓦の場合は
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瓦当文様の版木の木目がプリントされたり、瓦当文様が不明瞭なものが多かった。ただ、いずれの調査

区からも瓦が出土していることから、どの家屋にも瓦が用いられていたとみられる。

　刻印瓦から、菱木村や谷川、貝塚といった場所から納入されたものがあることがわかる。かつては瓦

が特産品の一つであった泉州のありようがうかがえる資料である。ただ江戸の上屋敷で出土している、

「伯泉　瓦屋伊三郎」の刻印をもつものは検出しなかった。

　谷川瓦の銘をもつものは、「谷川瓦」の刻印のみならず、明治期になって、谷川瓦の製造組合が造ら

れてからの刻印を有するものが 13 区で出土しており、長い期間にわたって買い入れられていたことが

うかがえる。

　13- １　１区では、粽とよばれる形態の掛け花入れが１点出土した。茶席のしつらえに用いたものだ

ろうか。茶席で用いたとみられる水甕の破片は、14- １　４区・８区・９区・13 区で出土した。茶道

は武士のたしなみとして、家臣の間で広く定着していたことがうかがえる。

　伯太藩の江戸上屋敷の調査結果と比べると、今回の国屋敷の調査では、磁器の大皿や鉢、段重といった、

会席で用いられるような華やかな食器の出土量が非常に少ない印象を受けた。また江戸屋敷では、泡盛

を入れて運ばれたとみられる壷屋焼の徳利が出土しているが、ここではそのようなものは出土しなかっ

た。江戸屋敷では、藩主の職務等に関する情報収集や調整のため、諸大名や幕府の官僚を招いた接待の

席が多かったのに対し、国屋敷においてはそれほど頻繁には接待が行われなかったのかもしれない。

　また今回の調査では、江戸上屋敷で出土しているような、酒屋の屋号が入ったいわゆる通い徳利は出

土しなかった。そもそも江戸屋敷の調査に比べると、徳利の出土量が少なく、それらは１升にみたない

容量のものがほとんどだった。焼塩壺も、江戸上屋敷の調査では出土しているが、今回の調査では出土

しなかった。ただこれらの現象は、江戸と国元との生活様式の差というよりは、当時の流通と消費に関

わる問題に関連しているのかもしれない。
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度
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で

仕
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げ
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縁
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八
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形
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れ
る
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度
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仕
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げ
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）  
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：
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R5

/6（
明

赤
褐

）　
断

：
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8/

6（
黄

橙
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底
部

外
面

は
糸

切
後

、
未

調
整

。
そ

れ
以

外
は

ヨ
コ

ナ
デ

で
仕

上
げ

る
。

内
面

と
体

部
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半
に

透
明

釉
（

柿
釉
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を

塗
布
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外

・
内
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灰
白
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染
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内

外
面
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む
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施
釉

す
る

が
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け

部
外

面
の

み
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胎
。

外
面
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絵

付
け

す
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外
：

2.
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8/
3（

淡
黄

）　
2.

5Y
8/

2（
灰

白
）露

胎
　

 
内

・
断

：
2.

5Y
8/

3（
淡

黄
）

外
面

体
部

下
半

と
底

部
は

無
釉

、
そ

れ
以

外
は

半
透

明
の

化
粧

釉
を

施
す

。
外

面
に

粘
土

の
継

ぎ
目

が
部

分
的

に
残

る
。

体
部

外
面

に
指

で
押

さ
え

た
く

ぼ
み

あ
り

。
そ

れ
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半
カ

所
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に
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置
し

て
、

ゆ
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か

な
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形
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立

て
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能
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。
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損
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橙
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内
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明
赤

褐
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：
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8/
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浅
黄

橙
）

脚
底

部
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糸
切

後
未
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整
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皿

部
内

面
に

透
明

釉
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釉
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塗
布

す
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。
脚

部
は

ヨ
コ
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デ

か
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損
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外
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浅

黄
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2.

5Y
8/
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灰

白
）露

胎
　

 
内

：
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8/
3（

淡
黄

）　
断

：
2.

5Y
8/

2（
灰

白
）

高
台

と
高

台
内

面
は

無
釉

だ
が

、
そ

れ
以

外
は

施
釉

。

0.
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復
元
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台
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緻
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存
高

5.
7

良
好

9
14

－
１

　
４
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湯
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み
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1
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厚
0.
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・
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・
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：

N
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灰

白
）染

付
内

外
面

と
も

施
釉

す
る

が
、

畳
付

は
露

胎
。

絵
付

け
は
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な
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。
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緻
密
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良
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－
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４
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19

土
坑

土
錘

漁
網

の
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か
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師
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最
大

長
4.

2 
最

大
幅

1.
2

外
・

内
・

断
：

5Y
R7

/6（
橙

）
外

面
は

ナ
デ

調
整

で
仕

上
げ

る
が

、
ユ

ビ
オ

サ
エ
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粘

土
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接
合

痕
が

残
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す
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。
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４
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N
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灰

白
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付
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外
面

と
も

お
お

む
ね

透
明

釉
で

施
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す
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が
、

畳
付

は
釉

は
ぎ

。
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8
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４
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鉢
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鉢
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：
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灰
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に

ぶ
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黄
橙
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：
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5Y
8/
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灰

白
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青
）　

 
断

：
7.

5Y
R7

/4（
に

ぶ
い

橙
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口
縁

部
を

一
カ

所
、

わ
ず

か
に

押
し

広
げ

て
片

口
を

つ
く

る
。

内
面

と
、

体
部

外
面

上
半

部
は

施
釉

。
体

部
外

面
下

半
か

ら
高

台
内

面
に

か
け

て
は

釉
薬

が
及

ば
ず

無
釉

。
無

釉
部

分
は

ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

痕
が

残
る

。
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5
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密
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4
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好
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．
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測
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れ
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・
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胎
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形
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作
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台
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径
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－
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－
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４
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方
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仕
上

げ
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底

部
外
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な
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デ
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げ
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お
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跡
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縁
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は
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］
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２

－
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。
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－
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４
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：
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ら
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損
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。
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縁
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台
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縁
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、
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。
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無
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損
器

厚
0.

4

外
：

2.
5Y

Ｒ
4/

1（
赤

灰
）　

内
：

7.
5Y

Ｒ
5/

1（
褐

灰
）　

 
断

：
5Y

Ｒ
4/

3（
に

ぶ
い

赤
褐

）
体

部
下

半
か

ら
底

部
外

面
は

ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

、
そ

れ
以

外
は

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

。
体

部
中

ほ
ど

が
算

盤
玉

状
に

張
る

。
内

面
と

底
部

外
面

は
露

胎
す

る
が

、
外

面
に

は
鉄

釉
を

施
釉

す
る

。
0.

6
6.

8
緻

密
残

存
高

9.
1

良
好
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表
3　
遺
物
観
察
表
（
３
）



Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

２
－

２

41
14

－
１

　
４

区
12

土
坑

石
製

品
石

板
―

残
存

長
9.

3 
残

存
幅

5.
6 

器
厚

0.
2～

0.
35

両
面

と
も

丁
寧

に
研

磨
さ

れ
、

表
面

は
な

め
ら

か
で

光
沢

を
も

つ
。

側
編

は
直

線
的

に
切

り
落

と
さ

れ
て

い
る

。
き

め
の

細
か

い
黒

色
粘

板
岩

を
素

材
と

し
て

い
る

。
―

42
14

－
１

　
４

区
12

土
坑

石
製

品
硯

―
残

存
長

13
.6

 
残

存
幅

7.
1 

最
大

器
厚

2.
8

石
材

は
流

紋
岩

か
。

表
面

は
丁

寧
に

研
磨

さ
れ

て
な

め
ら

か
だ

が
、

気
泡

状
の

微
細

な
穴

が
均

一
に

表
面

に
現

れ
て

い
る

。
裏

面
の

利
用

は
な

し
。

0.
8

２
－

３

24
14

－
１

　
４

区
12

土
坑

鉢
水

鉢
か

陶
器

復
元

口
径

24
.6

外
：

5Y
8/

1（
灰

白
） 

10
YR

7/
4（

に
ぶ

い
黄

橙
）　

 
内

：
2.

5Y
7/

2（
灰

黄
）　

断
：

2.
5Y

8/
2（

灰
白

）
体

部
下

半
は

内
外

面
と

も
施

釉
す

る
が

、
体

部
上

半
と

底
部

外
面

は
無

釉
。

見
込

み
付

近
に

胎
土

目
が

４
カ

所
残

存
す

る
。

0.
4

15
.4

緻
密

16
.7

良
好

25
14

－
１

　
４

区
12

土
坑

甕
大

甕
陶

器
14

器
厚

0.
9～

1.
2

お
お

む
ね

全
面

を
施

釉
す

る
が

、
底

部
外

面
と

外
面

の
口

縁
直

下
に

、
釉

が
及

ば
ず

露
胎

し
て

い
る

部
分

が
あ

る
。

外
面

に
粘

土
の

接
合

ラ
イ

ン
が

２
本

通
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

３
分

割
し

て
成

形
さ

れ
た

可
能

性
が

あ
る

。
写

真
は

Ｐ
Ｌ

２
－

２
に

掲
載

。
0.

8
19

.8
52

.2

43
14

－
１

　
４

区
12

土
坑

瓦
道

具
瓦

か
瓦

残
存

長
11

.0
 

残
存

幅
19

.2

外
：

N
2/

・
N

4/
　（

灰
）　

内
：

N
3/

　（
暗

灰
）　

 
断

：
N

8/
　（

灰
白

）
「

●
瓦

九
」の

刻
印

あ
り

。
形

態
は

土
管

に
似

る
が

、表
面

を
丁

寧
に

仕
上

げ
て

お
り

、
先

行
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

管
と

は
考

え
に

く
い

部
分

が
あ

る
。

―
密 良

好

２
－

４

26
14

－
１

　
５

区
17

土
坑

碗
湯

飲
み

陶
器

6.
4

器
厚

0.
2～

0.
65

外
：

2.
5Y

8/
2（

灰
白

）　
内

：
2.

5Y
8/

1（
灰

白
）　

 
断

：
7.

5Y
R7

/4（
に

ぶ
い

橙
）

ほ
ぼ

全
面

に
施

釉
し

た
と

み
ら

れ
る

が
、

風
化

が
す

す
み

、
ほ

ぼ
剥

落
し

て
い

る
。

被
熱

に
よ

る
も

の
か

。
0.

7
3.

4
緻

密
5.

1
良

好

27
14

－
１

　
５

区
17

土
坑

碗
湯

飲
み

 
も

し
く

は
 

猪
口

磁
器

復
元

口
径

6.
2

器
厚

0.
2～

0.
7

外
・

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）染

付
ほ

ぼ
全

面
に

施
釉

す
る

が
、

畳
付

は
露

胎
。

内
面

は
絵

付
け

な
し

。
0.

3
2.

8
緻

密
4.

5
良

好

28
14

－
１

　
５

区
17

土
坑

碗
碗

磁
器

復
元

口
径

10
.3

器
厚

0.
3～

0.
55

外
・

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）染

付
ほ

ぼ
全

面
に

施
釉

す
る

が
、

畳
付

は
露

胎
。

内
外

面
と

も
に

絵
付

け
す

る
。

0.
6

3.
9

緻
密

5.
6

良
好

29
14

－
１

　
５

区
17

土
坑

蓋
蓋

陶
器

7.
7

器
厚

0.
2～

0.
45

外
：

10
YR

5/
3（

に
ぶ

い
黄

橙
）　

 
内

：
7.

5Y
R6

/4（
に

ぶ
い

橙
）　

10
YR

7/
4（

に
ぶ

い
黄

橙
）

外
面

は
施

釉
す

る
が

、
内

面
は

無
釉

。

0.
6

― 1.
8

30
14

－
１

　
５

区
17

土
坑

瓦
軒

丸
瓦

瓦
外

縁
幅

2.
50

 
外

縁
高

0.
8～

0.
95

 
瓦

当
厚

1.
2～

1.
4

外
：

N
2/

　（
黒

） 
10

YR
7/

2（
に

ぶ
い

黄
橙

）　
 

内
：

N
4/

　（
灰

）　
断

：
7.

5Y
7/

1（
灰

白
）

瓦
当

外
縁

部
と

外
面

は
、

丁
寧

な
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

調
整

に
よ

り
光

沢
を

帯
び

る
。

内
面

は
雑

な
ナ

デ
調

整
。

瓦
当

の
紋

様
は

明
瞭

で
、

凸
部

に
指

紋
・

掌
紋

が
残

る
。

写
真

は
Ｐ

Ｌ
10

－
２

に
掲

載
。

0.
3

密 良
好

31
14

－
１

　
５

区
17

土
坑

瓦
軒

平
瓦

瓦
外

縁
高

0.
4～

0.
6  

外
縁

幅
0.

5
瓦

当
厚

1.
6

上
：

N
4/

　（
灰

） 
2.

5Y
7/

1（
灰

白
）　

 
下

：
N

4/
　（

灰
） 

2.
5Y

6/
1（

黄
灰

）　
 

断
：

2.
5Y

7/
4（

浅
黄

）

表
面

は
丁

寧
は

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
調

整
。

内
面

は
粗

い
ナ

デ
で

、
瓦

当
と

の
接

合
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

瓦
当

面
に

は
版

木
の

木
目

が
若

干
残

る
。

写
真

は
Ｐ

Ｌ
10

－
２

に
掲

載
。

0.
25

密
残

存
長

10
.0

良
好

32
14

－
１

　
７

区
11

溝
鉢

向
付

鉢
磁

器
復

元
口

径
9.

6
口

縁
か

ら
み

た
形

態
は

十
角

形
か

。
ほ

ぼ
全

面
を

施
釉

す
る

が
、

畳
付

は
釉

は
ぎ

。
絵

付
け

に
用

い
ら

れ
て

い
る

釉
薬

は
、

緑
釉

が
剥

離
、

退
色

す
る

が
、

赤
・

青
の

染
料

は
鮮

や
か

。
0.

3
復

元
高

台
径

5.
2

6.
4

33
14

－
１

　
４

区
12

土
坑

皿
隅

切
角

皿
磁

器
辺

長
約

7.
4

器
厚

：
0.

15
～

0.
5

外
・

内
：

10
Ｙ

8/
1　

（
灰

白
）　

　
断

：
7.

5Ｙ
8/

1（
灰

白
）

ほ
ぼ

全
面

を
透

明
釉

で
施

釉
す

る
が

、
高

台
畳

付
の

み
釉

は
ぎ

。
口

縁
端

部
に

鉄
錆

色
の

釉
。

淡
い

濃
淡

の
あ

る
丁

寧
な

絵
付

け
を

施
す

。
0.

8
5.

9
密

2.
3

良
好
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表
4　
遺
物
観
察
表
（
４
）



Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

２
－

４

34
14

－
１

　
４

区
12

土
坑

瓶
小

瓶
磁

器
欠

損
器

厚
：

0.
3

外
：

10
Ｙ

8/
1（

灰
白

）　
断

：
7.

5Ｙ
8/

1（
灰

白
）

外
面

は
施

釉
す

る
が

、
内

面
は

確
認

で
き

ず
、

不
明

。
絵

付
け

の
線

は
勢

い
が

あ
り

、
呉

須
の

汚
れ

は
認

め
ら

れ
な

い
。

高
台

畳
付

は
釉

は
ぎ

。
0.

9
3.

6
密

残
存

長
2.

9
良

好

35
14

－
１

　
４

区
12

土
坑

急
須

急
須

陶
器

6.
9

器
厚

：
0.

3
外

・
内

・
断

：
2.

5Ｙ
Ｒ

5/
6（

明
赤

褐
）　

　
ロ

ク
ロ

ナ
デ

で
仕

上
げ

る
。

蓋
と

体
部

肩
部

に
プ

リ
ン

ト
で

施
文

す
る

。
0.

9
8.

2
密

7.
3（

蓋
込

み
）

良
好

36
14

－
１

　
６

区
１

土
坑

鉢
小

鉢
磁

器
欠

損
外

・
内

・
断

：
Ｎ

8/
　（

灰
白

）　
　

全
面

を
わ

ず
か

に
青

み
が

か
っ

た
透

明
釉

で
施

釉
す

る
。

絵
付

け
の

汚
れ

は
認

め
ら

れ
な

い
。

0.
6

欠
損

密
残

存
高

8.
4

良
好

37
14

－
１

　
６

区
１

土
坑

急
須

急
須

磁
器

注
口

径
：

0.
4

外
：

7.
5Ｙ

8/
1（

灰
白

）　
　

内
：

7.
5Ｙ

7/
1（

灰
白

）　
 

断
：

10
Ｙ

8/
1（

灰
白

）
内

外
面

と
も

透
明

釉
で

施
釉

す
る

。
釉

薬
に

は
細

か
い

亀
裂

が
入

る
。

0.
2

密 良
好

44
14

－
１

　
４

区
12

土
坑

瓶
小

瓶
磁

器
2.

2
外

：
10

Ｇ
Y8

/1（
明

緑
灰

）
外

面
は

施
釉

す
る

が
、

内
面

は
確

認
で

き
ず

、
不

明
。

絵
付

け
の

線
は

勢
い

が
あ

り
、

呉
須

の
汚

れ
は

認
め

ら
れ

な
い

。
高

台
畳

付
に

離
れ

砂
が

付
着

す
る

。
1

4.
0

密
3.

5
良

好

３

1
14

－
１

　
４

区
17

土
坑

瓦
軒

平
瓦

瓦
瓦

当
径

7.
7  

残
存

長
10

.2

外
：

N
7/

　（
灰

白
）　

内
：

N
6/

　（
灰

）　
 

断
：

5Ｙ
8/

1（
灰

白
）

外
面

と
瓦

当
外

縁
は

丁
寧

な
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

に
よ

り
表

面
は

な
め

ら
か

。
内

面
は

瓦
当

と
の

接
合

部
に

は
強

い
ヨ

コ
方

向
の

ナ
デ

を
施

す
が

、
雑

な
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

。
0.

2
密 良

好

2
14

－
１

　
４

区
17

土
坑

瓦
軒

丸
瓦

瓦
外

縁
幅

1.
7  

外
縁

高
0.

7 
瓦

当
厚

1.
4

外
：

N
5/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

 
断

：
7.

5Y
7/

1（
灰

白
）

外
面

は
縦

方
向

の
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

調
整

で
仕

上
げ

る
。

瓦
当

外
縁

に
は

、
整

形
時

に
つ

い
た

ユ
ビ

オ
サ

エ
の

痕
跡

が
残

る
。

内
面

は
雑

な
ナ

デ
に

よ
り

コ
ビ

キ
の

痕
跡

が
顕

著
。

瓦
当

接
合

部
に

強
い

ヨ
コ

ナ
デ

。
瓦

当
の

版
木

が
磨

滅
し

て
お

り
、

文
様

の
輪

郭
が

不
明

瞭
で

、
離

れ
砂

の
雲

母
が

多
量

に
付

着
。

写
真

は
Ｐ

Ｌ
10

－
２

に
掲

載
。

0.
3

密 良
好

3
14

－
１

　
４

区
12

土
坑

瓦
軒

丸
瓦

瓦
外

縁
幅

2.
0  

外
縁

高
0.

7
瓦

当
厚

1.
2

外
：

N
7/

　（
灰

白
） 

N
6/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

 
断

：
N

8/
　（

灰
白

）
外

面
に

刻
印

あ
り

。
外

面
は

長
軸

方
向

の
ナ

デ
。

瓦
当

外
縁

は
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
調

整
に

よ
り

、
金

属
質

の
光

沢
を

残
す

が
、

表
面

は
風

化
し

て
や

や
白

色
化

す
る

。
瓦

当
の

紋
様

部
分

は
軽

く
ナ

デ
て

仕
上

げ
て

お
り

、
凸

部
に

版
の

木
目

が
若

干
残

る
。

0.
3

密 良
好

4
14

－
１

　
４

区
12

土
坑

瓦
軒

丸
瓦

瓦
外

縁
幅

2.
3  

外
縁

高
0.

5 
瓦

当
厚

1.
0～

1.
7

外
：

N
4/

　（
灰

） 
2.

5Y
7/

1（
灰

白
）　

 
内

：
N

4/
　（

灰
） 

2.
5Y

6/
1（

黄
灰

）　
 

断
：

2.
5Y

7/
4（

浅
黄

）

外
面

と
瓦

当
外

縁
は

丁
寧

な
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

調
整

で
金

属
質

の
光

沢
を

留
め

る
。

瓦
当

の
紋

様
は

明
瞭

だ
が

、凸
部

に
版

の
木

目
が

残
存

し
て

い
る

部
分

あ
り

。
内

面
は

雑
な

ナ
デ

調
整

で
、

布
目

と
粘

土
の

絞
り

目
が

残
存

す
る

。
写

真
は

Ｐ
Ｌ

10
－

２
に

掲
載

。
0.

3
密 良

好

5
14

－
１

　
４

区
14

溝
瓦

軒
丸

瓦
瓦

外
縁

幅
1.

6  
外

縁
高

0.
5 

瓦
当

厚
1.

1

外
：

N
6/

　（
灰

）　
内

：
7.

5Y
7/

1（
灰

白
） 

N
4/

　（
灰

）　
 

断
：

N
7/

　（
灰

白
）

全
体

に
ナ

デ
調

整
は

そ
れ

ほ
ど

て
い

ね
い

で
は

な
く

、
表

面
の

光
沢

や
な

め
ら

か
さ

は
感

じ
ら

れ
な

い
。

瓦
当

面
に

離
れ

砂
の

雲
母

が
付

着
。

瓦
当

外
縁

は
ヨ

コ
ナ

デ
、

裏
面

は
中

心
か

ら
円

を
描

く
よ

う
に

ナ
デ

。
0.

1
密 良

好

6
14

－
１

　
４

区
14

溝
瓦

軒
丸

瓦
瓦

外
縁

幅
2.

0  
外

縁
高

0.
7 

瓦
当

厚
1.

2

外
：

N
4/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

 
断

：
7.

5Y
7/

1（
灰

白
）

全
体

に
ナ

デ
調

整
は

そ
れ

ほ
ど

て
い

ね
い

で
は

な
く

、
表

面
の

光
沢

や
な

め
ら

か
さ

は
感

じ
ら

れ
な

い
。

瓦
当

面
に

離
れ

砂
の

雲
母

が
付

着
。

瓦
当

外
縁

は
ヨ

コ
ナ

デ
、

裏
面

に
ナ

デ
。

0.
1

密 良
好

7
14

－
１

　
４

区
14

溝
瓦

軒
丸

瓦
瓦

外
縁

幅
2.

0  
外

縁
高

0.
7 

瓦
当

厚
1.

2

外
：

N
5/

　（
灰

）　
内

：
N

6/
　（

灰
）　

 
断

：
5Y

8/
1（

灰
白

）
全

体
に

ナ
デ

調
整

は
そ

れ
ほ

ど
て

い
ね

い
で

は
な

く
、

表
面

の
光

沢
や

な
め

ら
か

さ
は

感
じ

ら
れ

な
い

。
瓦

当
面

に
離

れ
砂

の
雲

母
が

付
着

。
瓦

当
外

縁
は

ヨ
コ

ナ
デ

、
裏

面
に

ナ
デ

。
0.

1
密 良

好
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表
5　
遺
物
観
察
表
（
５
）



Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

３

8
14

－
１

　
４

区
14

溝
瓦

軒
丸

瓦
瓦

外
縁

幅
2.

0  
外

縁
高

0.
5 

瓦
当

厚
1.

4

外
：

N
4/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

 
断

：
7.

5Y
8/

1（
灰

白
）

外
縁

部
は

丁
寧

な
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

に
よ

り
つ

や
を

帯
び

る
。

瓦
当

面
の

紋
様

部
分

は
凸

部
の

み
軽

く
ナ

デ
調

整
。

外
面

は
ナ

デ
調

整
。

内
面

は
雑

な
ナ

デ
調

整
で

、
コ

ビ
キ

の
痕

跡
と

布
目

圧
痕

が
残

る
。

0.
2

密 良
好

9
14

－
１

　
４

区
14

溝
瓦

軒
丸

瓦
瓦

外
縁

幅
2.

1  
外

縁
高

0.
5 

瓦
当

厚
1.

3

外
：

N
3/

　（
暗

灰
）　

内
：

N
5/

　（
灰

）　
 

断
：

7.
5Y

7/
1（

灰
白

）
外

縁
部

は
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
に

よ
り

つ
や

を
帯

び
る

。
瓦

当
面

の
紋

様
部

分
は

凸
部

の
み

軽
く

ナ
デ

調
整

。
外

面
は

ナ
デ

調
整

。
内

面
は

雑
な

ナ
デ

調
整

で
、

コ
ビ

キ
の

痕
跡

と
布

目
圧

痕
が

残
る

。
0.

2
密 良

好

10
14

－
１

　
４

区
14

溝
瓦

軒
平

瓦
瓦

外
縁

幅
0.

8  
外

縁
高

0.
5 

瓦
当

厚
1.

3

外
：

N
4/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

 
断

：
7.

5Y
7/

1（
灰

白
）

瓦
当

面
に

は
離

れ
砂

に
含

ま
れ

る
雲

母
が

付
着

す
る

。
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
に

よ
り

表
面

は
な

め
ら

か
。

外
面

は
ナ

デ
調

整
で

、
所

ど
こ

ろ
指

紋
が

残
る

。
内

面
は

雑
な

ナ
デ

。
写

真
は

Ｐ
Ｌ

10
－

２
に

掲
載

。
0.

2
密 良

好

４

1
14

－
１

　
７

区
第

１
－

２
層

瓦
軒

平
瓦

瓦
外

縁
幅

0.
4～

0.
8  

外
縁

高
0.

4 
瓦

当
厚

1.
4

外
：

N
4/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

  
断

：
7.

5Ｙ
8/

1　
（

灰
白

）
瓦

当
面

に
は

離
れ

砂
に

含
ま

れ
る

雲
母

が
付

着
す

る
。

外
縁

部
は

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
で

仕
上

げ
て

お
り

、
光

沢
を

帯
び

る
。

外
縁

側
面

か
ら

裏
面

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

外
面

は
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
に

よ
り

、
表

面
は

な
め

ら
か

。
内

面
は

雑
な

ナ
デ

で
仕

上
げ

る
。

写
真

は
Ｐ

Ｌ
10

－
２

に
掲

載
。

0.
7

密 良
好

2
14

－
１

　
７

区
第

１
－

２
層

瓦
軒

丸
瓦

瓦
外

縁
幅

1.
7  

外
縁

高
0.

7 
瓦

当
厚

1.
4

外
：

N
4/

　（
灰

）　
内

：
N

3/
　（

暗
灰

）　
断

：
7.

5Ｙ
8/

1（
灰

白
）

瓦
当

面
に

は
離

れ
砂

に
含

ま
れ

る
雲

母
が

付
着

す
る

。
紋

様
部

分
は

雑
な

ナ
デ

で
仕

上
げ

て
お

り
、

凸
部

に
布

目
痕

が
残

る
部

分
あ

り
。

外
縁

部
は

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
で

仕
上

げ
て

お
り

、
縁

の
部

分
が

よ
り

丁
寧

で
光

沢
を

帯
び

る
。

外
縁

側
面

は
ヨ

コ
ナ

デ
、

瓦
当

裏
面

は
ナ

デ
調

整
で

仕
上

げ
る

。
0.

1
密 良

好

3
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

瓦
軒

丸
瓦

瓦
外

縁
幅

1.
5  

外
縁

高
0.

6

外
：

N
4/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

断
：

7.
5Ｙ

8/
1（

灰
白

）
瓦

当
面

は
離

れ
砂

に
含

ま
れ

る
雲

母
が

付
着

。
外

縁
の

縁
辺

部
か

ら
外

面
は

、
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
に

よ
り

、
表

面
は

な
め

ら
か

で
つ

や
を

帯
び

る
。

0.
1

密 良
好

4
14

－
１

　
８

区
19

4溝
瓦

軒
丸

瓦
瓦

外
縁

幅
2.

1  
外

縁
高

0.
8 

瓦
当

厚
1.

0

外
：

N
7/

　（
灰

白
）　

内
：

7.
5Ｙ

7/
1（

灰
白

） 
N

4/
　（

灰
）　

 
断

：
7.

5Ｙ
7/

1（
灰

白
）

瓦
当

面
の

紋
様

部
分

は
、

凸
部

の
み

軽
く

ナ
デ

調
整

。
外

縁
部

は
、

丁
寧

な
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

で
表

面
は

な
め

ら
か

で
、

若
干

つ
や

を
帯

び
る

。
外

縁
側

面
は

ヨ
コ

ナ
デ

。
裏

面
は

ナ
デ

。
0.

1
密 良

好

5
14

－
１

　
８

区
31

3土
坑

瓦
軒

丸
瓦

瓦
外

縁
幅

2.
0  

外
縁

高
0.

7 
瓦

当
厚

1.
0

外
：

N
5/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

断
：

N
7/

　（
灰

白
）

瓦
当

面
に

は
離

れ
砂

に
含

ま
れ

る
雲

母
が

付
着

す
る

。
紋

様
部

分
は

凸
部

の
み

軽
く

ナ
デ

調
整

。
外

縁
部

は
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
に

よ
り

表
面

は
な

め
ら

か
で

つ
や

を
帯

び
る

。
瓦

当
裏

面
は

ナ
デ

。
写

真
は

Ｐ
Ｌ

10
－

２
に

掲
載

。
0.

1
密 良

好

6
14

－
１

　
８

区
14

3土
坑

瓦
軒

丸
瓦

瓦
外

縁
幅

2.
3  

外
縁

高
0.

7 
瓦

当
厚

1.
0

外
：

N
6/

　（
灰

）　
内

：
N

5/
　（

灰
）　

断
：

7.
5Ｙ

7/
1（

灰
白

）
瓦

当
面

に
は

離
れ

砂
に

含
ま

れ
る

雲
母

が
付

着
す

る
。

紋
様

部
分

は
凸

部
の

み
軽

く
ナ

デ
調

整
。

外
縁

部
は

丁
寧

な
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

に
よ

り
表

面
は

な
め

ら
か

で
つ

や
を

帯
び

る
。

瓦
当

裏
面

は
接

合
部

分
は

ヨ
コ

ナ
デ

、
そ

の
他

は
ナ

デ
。

外
面

は
て

い
ね

い
な

ナ
デ

に
よ

り
表

面
な

め
ら

か
。

0.
1

密 良
好

7
14

－
１

　
８

区
60

溝
瓦

軒
丸

瓦
瓦

外
縁

幅
0.

7～
0.

9  
外

縁
高

0.
6

外
：

N
5/

　（
灰

）　
内

：
7.

5Ｙ
7/

1（
灰

白
） 

 N
4/

　（
灰

）　
 

断
：

7.
5Ｙ

7/
1（

灰
白

）
外

面
は

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
。

縁
に

近
い

部
分

は
特

に
丁

寧
で

、
表

面
は

な
め

ら
か

で
若

干
つ

や
を

帯
び

る
。

内
面

は
雑

な
ナ

デ
で

、
コ

ビ
キ

の
痕

跡
が

残
る

。
瓦

当
面

は
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

で
仕

上
げ

る
。

0.
5

密 良
好

8
14

－
１

　
８

区
20

4溝
瓦

軒
平

瓦
瓦

外
縁

幅
0.

6～
0.

8  
外

縁
高

0.
5～

0.
6

外
：

N
6/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

 
断

：
5Ｙ

8/
2（

灰
白

）
外

縁
部

と
外

面
は

丁
寧

な
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

に
よ

り
若

干
つ

や
を

帯
び

る
。

内
面

は
ヨ

コ
ナ

デ
お

よ
び

ナ
デ

。
0.

1
密 良

好

9
14

－
１

　
８

区
19

2土
坑

瓦
用

途
不

明
瓦

最
大

長
25

.0
 

器
厚

1.
7～

1.
8

外
：

N
4/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

 
断

：
5Ｙ

8/
1（

灰
白

）
外

面
お

よ
び

側
面

は
ナ

デ
、

外
面

に
は

コ
ビ

キ
の

痕
跡

が
残

る
。

内
面

は
雑

な
ナ

デ
で

、
細

か
い

粘
土

ク
ズ

が
付

着
す

る
。

0.
5?

密 良
好
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表
6　
遺
物
観
察
表
（
6）



Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

５

1
14

－
１

　
８

区
60

溝
土

鍋
調

理
具

陶
器

復
元

口
径

17
.3

器
厚

0.
4

外
：

7.
5Y

7/
2（

灰
白

）　
内

：
7.

5Y
7/

1（
灰

白
）　

 
断

：
5Y

7/
2（

灰
白

）
ほ

ぼ
全

面
を

施
釉

す
る

。
透

明
な

薄
い

釉
薬

を
か

け
た

の
ち

、
内

面
に

は
褐

～
緑

色
の

釉
薬

を
施

し
て

仕
上

げ
て

い
る

。
0.

1
欠

損
密

残
存

高
4.

9
良

好

2
14

－
１

　
８

区
60

溝
土

鍋
調

理
具

陶
器

復
元

口
径

11
.8

器
厚

0.
2～

0.
8

外
：

2.
5Y

6/
3（

に
ぶ

い
黄

）　
内

：
10

YR
6/

4（
に

ぶ
い

黄
橙

）　
断

：
10

YR
8/

4（
浅

黄
橙

）
内

面
と

外
面

体
部

上
半

は
、

透
明

釉
を

薄
く

か
け

る
。

内
面

受
部

の
屈

曲
部

に
、

釉
が

及
ば

ず
露

胎
す

る
部

分
あ

り
。

外
面

の
無

釉
箇

所
は

ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

で
仕

上
げ

、
そ

の
上

に
煤

が
付

着
す

る
。

破
断

面
に

煤
が

付
着

し
て

い
る

部
分

あ
り

。
亀

裂
が

入
っ

て
い

る
状

態
で

し
ば

ら
く

使
用

し
た

も
の

か
。

0.
3

復
元

底
径

5.
3

密
7.

9
良

好

3
14

－
１

　
８

区
60

溝
碗

鳥
水

入
れ

（
餌

猪
口

）
磁

器
復

元
口

径
5.

6
器

厚
0.

3
外

・
内

：
7.

5Y
8/

1（
灰

白
）　

断
：

7.
5Y

7/
1（

灰
白

）
底

部
外

面
は

釉
が

及
ば

ず
露

胎
す

る
が

、
そ

れ
以

外
は

施
釉

す
る

。
0.

35
欠

損
密

残
存

高
2.

5
良

好

4
14

－
１

　
８

区
59

溝
碗

鳥
水

入
れ

（
餌

猪
口

）
陶

器
復

元
口

径
4.

7
器

厚
0.

3～
0.

55
外

・
内

・
断

：
2.

5Y
8/

3（
灰

白
）

把
手

は
欠

損
し

て
い

る
可

能
性

が
高

い
。

口
縁

端
部

と
底

部
外

面
は

露
胎

。
底

部
に

は
回

転
糸

切
痕

の
こ

る
。

化
粧

釉
は

半
透

明
で

白
濁

す
る

。
0.

4
5.

4
緻

密
2.

7
良

好

5
14

－
１

　
８

区
13

2土
坑

蓋
急

須
 

も
し

く
は

 
土

瓶
の

蓋
陶

器
6.

0
～

6.
3

器
厚

0.
3～

0.
5

外
：

2.
5Y

8/
2（

灰
白

）　
内

・
断

：
2.

5Y
7/

2（
灰

黄
）

外
面

は
施

文
後

、
薄

い
透

明
釉

で
仕

上
げ

る
。

内
面

は
無

釉
で

、
受

部
端

と
縁

の
一

部
が

窯
変

す
る

。
内

面
に

ロ
ク

ロ
ナ

デ
の

痕
跡

あ
り

。
0.

98
―

密
3.

2
良

好

6
14

－
１

　
８

区
13

2土
坑

蓋
土

瓶
の

蓋
陶

器
8.

0
器

厚
0.

3～
0.

6

外
：

10
YR

8/
3（

浅
黄

橙
）　

内
：

10
YR

8/
4（

浅
黄

橙
）　

 
断

：
10

YR
8/

2（
灰

白
）

外
面

は
施

文
後

、
薄

い
白

濁
釉

で
仕

上
げ

る
。

内
面

は
無

釉
で

、
ロ

ク
ロ

ナ
デ

の
痕

跡
あ

り
。

1
―

密
4.

6
良

好

7
14

－
１

　
８

区
13

8土
坑

碗
碗

陶
器

11
.4

器
厚

0.
4～

0.
6

外
・

内
：

N
8/

　（
灰

白
）　

断
：

10
Y8

/1（
灰

白
）

ほ
ぼ

全
面

に
施

釉
す

る
が

、
畳

付
を

釉
は

ぎ
す

る
。

化
粧

釉
は

透
明

で
薄

い
。

0.
2

4.
9

密
6.

0
良

好

8
14

－
１

　
８

区
13

8土
坑

鉢
鉢

磁
器

復
元

口
径

14
.4

器
厚

0.
3～

0.
4

外
・

内
・

断
：

7/
1（

明
青

灰
）

わ
ず

か
に

青
み

が
か

っ
た

透
明

釉
を

仕
上

げ
に

用
い

て
い

る
。

ほ
ぼ

全
面

に
施

釉
す

る
が

、
畳

付
を

釉
は

ぎ
す

る
。

口
縁

か
ら

み
た

形
態

が
輪

花
状

を
呈

す
る

。
0.

3
7.

0
緻

密
5.

6
良

好

9
14

－
１

　
８

区
14

3土
坑

皿
輪

花
皿

磁
器

復
元

口
径

10
.7

器
厚

0.
2～

0.
5

外
・

内
：

N
7/

　（
灰

白
）　

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

わ
ず

か
に

緑
が

か
っ

た
透

明
釉

で
仕

上
げ

る
。

ほ
ぼ

全
面

に
施

釉
す

る
が

、
畳

付
は

釉
は

ぎ
。

口
縁

か
ら

み
た

形
態

が
輪

花
状

を
呈

す
る

。
焼

成
温

度
が

高
す

ぎ
た

た
め

か
、

と
こ

ろ
ど

こ
ろ

釉
の

表
面

に
気

泡
状

の
ム

ラ
が

生
じ

て
い

る
。

0.
75

5.
3

密
2.

7
や

や
不

良（
焼

成
温

度
が

高
す

ぎ
た

と
み

ら
れ

る
）

10
14

－
１

　
８

区
14

3土
坑

皿
皿

土
師

器
12

.2
器

厚
0.

5～
0.

7
外

：
5Y

R7
/4（

に
ぶ

い
橙

）　
内

・
断

：
7.

5Y
R7

/6（
橙

）　
体

部
は

内
外

面
と

も
横

方
向

の
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

。
底

部
外

面
に

回
転

糸
切

痕
残

る
。

0.
45

6.
8

～
7.

0
密

2.
7

良
好

11
14

－
１

　
８

区
14

3土
坑

窯
道

具
匣

鉢
陶

器
復

元
口

径
12

.8
器

厚
1.

1

外
：

10
YR

7/
2～

7/
4（

に
ぶ

い
黄

橙
）　

 
内

：
10

YR
4/

1～
6/

1（
褐

灰
）　

 
断

：
10

YR
7/

3（
に

ぶ
い

黄
橙

）

底
部

に
ヘ

ラ
キ

リ
痕

残
る

。
内

面
は

窯
変

す
る

。
外

面
に

は
化

粧
土

を
塗

る
と

み
ら

れ
る

。
0.

2
復

元
底

径
13

.6
や

や
粗

7.
3

良
好

６

1
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

壺
壺

陶
器

11
.9

器
厚

0.
45

～
1.

3

外
・

内
：

5Y
R3

/1（
黒

褐
）　

10
YR

6/
3（

に
ぶ

い
黄

橙
）　

 
断

：
10

YR
6/

3（
に

ぶ
い

黄
橙

）
外

面
は

ほ
ぼ

全
面

に
鉄

錆
色

の
釉

薬
を

た
っ

ぷ
り

と
欠

け
て

い
る

が
、

肩
部

に
、

帯
状

に
釉

薬
を

か
き

取
っ

て
い

る
よ

う
に

見
え

る
部

分
あ

り
。

内
面

は
釉

薬
を

回
し

か
け

た
よ

う
な

状
態

で
、

釉
が

及
ば

ず
、

露
胎

す
る

部
分

あ
り

。
頸

部
下

端
部

分
に

、
粘

土
の

つ
な

ぎ
目

が
認

め
ら

れ
る

。
輸

入
製

陶
器

か
。

0.
2

欠
損

緻
密

残
存

高
16

.3
良

好

2
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

蓋
急

須
の

蓋
か

磁
器

3.
2

器
厚

0.
35

～
0.

45

外
：

5Y
6/

2（
灰

オ
リ

ー
ブ

）　
 内

：
5Y

8/
2（

灰
白

）　
 

断
：

5Y
8/

1（
灰

白
）

外
面

は
施

釉
、

内
面

は
無

釉
。

化
粧

釉
は

透
明

度
が

高
く

、
細

か
い

亀
裂

が
入

る
。

0.
6

―
緻

密
残

存
高

1.
2

良
好

3
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

蓋
小

さ
な

容
器

の
蓋

磁
器

3.
0

器
厚

0.
15

～
0.

25
外

・
内

：
5G

Y8
/1（

灰
白

）染
付

　
断

：
N

8/
　（

灰
白

）
基

本
的

に
施

釉
す

る
が

、
受

け
部

外
面

の
み

無
釉

。
化

粧
釉

は
淡

い
青

緑
色

で
、

透
明

度
が

高
い

。「
寿

」
と

い
う

字
が

、
中

心
を

上
に

し
て

４
カ

所
と

、
中

心
１

カ
所

の
計

５
カ

所
あ

り
。

1
―

緻
密

0.
7

良
好

― 79 ―

表
7　
遺
物
観
察
表
（
7）



Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

６

4
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

蓋
急

須
の

蓋
か

陶
器

6.
5

器
厚

0.
25

～
0.

45

外
：

5Y
8/

2（
灰

白
） 

10
YR

6/
4（

に
ぶ

い
黄

橙
）　

 
内

・
断

：
10

YR
6/

4（
に

ぶ
い

黄
橙

）
外

面
は

施
釉

、
内

面
は

無
釉

で
回

転
ナ

デ
の

痕
跡

あ
り

。
内

外
面

と
も

煤
の

付
着

な
し

。
化

粧
釉

に
は

細
か

い
亀

裂
が

入
る

。
0.

3
―

緻
密

2.
6

良
好

5
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

蓋
土

瓶
の

蓋
土

師
質

7.
2

外
：

10
YR

5/
4（

に
ぶ

い
黄

褐
）　

 
内

：
2.

5Y
6/

3（
に

ぶ
い

黄
）　

断
：

2.
5Y

5/
1（

黄
灰

）
外

面
天

井
部

と
、

内
面

受
け

部
に

布
目

が
残

る
。

そ
れ

以
外

の
部

分
は

、
ユ

ビ
オ

サ
エ

と
ナ

デ
調

整
で

布
目

痕
が

消
え

た
と

み
ら

れ
る

。
基

本
的

に
は

無
釉

だ
が

、
表

面
に

、
部

分
的

に
極

め
て

薄
く

自
然

釉
が

付
着

し
て

い
る

。
つ

ま
み

は
、

薄
い

粘
土

板
を

丸
め

て
張

り
付

け
た

も
の

。
0.

7
―

緻
密

残
存

高
1.

5
良

好

6
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

蓋
蓋

陶
器
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器
厚

約
0.

45
外

：
5Y

7/
2（

灰
白

）　
内

・
断

：
2.

5Y
8/

3（
淡

黄
）

外
面

は
施

釉
、

内
面

は
無

釉
。

化
粧

釉
は

淡
黄

緑
色

で
半

透
明

、
細

か
い

亀
裂

が
入

る
。

内
面

に
回

転
ナ

デ
の

痕
跡

あ
り

。
胎

土
は

萩
焼

に
似

る
。

1
―

緻
密

1.
3

良
好

7
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

蓋
土

瓶
の

蓋
陶

器
6.

5
器

厚
0.

35
～

0.
55

外
：

5Y
8/

2（
灰

白
）　

内
：

2.
5Y

7/
2（

灰
黄

）　
 

断
：

2.
5Y

7/
1（

灰
白

）
外

面
は

施
釉

、
内

面
は

無
釉

で
回

転
ナ

デ
の

痕
跡

あ
り

。
内

外
面

と
も

煤
の

付
着

な
し

。
化

粧
釉

は
透

明
度

が
高

く
、

細
か

い
亀

裂
が

入
る

。
0.

9
―

緻
密

残
存

高
2.

5
良

好

8
14

－
１

　
８

区
60

溝
碗

碗
磁

器
復

元
口

径
15

.7
器

厚
0.

8
外

・
内

：
5B

7/
1（

明
青

灰
）　

断
2.

5G
Y8

/1（
灰

白
）

底
部

は
欠

損
。

ほ
ぼ

全
面

を
施

釉
す

る
と

み
ら

れ
る

。
透

明
な

化
粧

釉
を

薄
く

か
け

て
仕

上
げ

る
。

釉
の

表
面

に
、

点
状

の
陥

没
が

み
ら

れ
る

部
分

あ
り

。
0.

2
欠

損
密

残
存

高
6.

5
良

好

9
14

－
１

　
８

区
12

土
坑

碗
碗

磁
器

復
元

口
径

9.
5

器
厚

0.
25

～
0.

65

外
：

N
8/

　（
灰

白
）・（

う
す

い
緑

）・（
茶

）　
 

内
：

N
8/

　（
灰

白
）・（

緑
）・（

青
）　

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

外
面

の
緑

釉
は

透
明

度
が

高
く

、比
較

的
厚

み
が

あ
る

。
内

面
に

は
色

絵
が

施
さ

れ
、

透
明

の
化

粧
釉

で
仕

上
げ

る
。

高
台

内
面

は
無

紋
で

透
明

釉
で

仕
上

げ
る

。
畳

付
を

釉
は

ぎ
す

る
。

0.
4

復
元

高
台

径
3.

4
緻

密
4.

9
良

好

10
14

－
１

　
８

区
35

ピ
ッ

ト
碗

鳥
水

入
れ

（
餌

猪
口

）
陶

器
復

元
口

径
6.

0
器

厚
0.

25
～

0.
65

外
・

内
・

断
：

2.
5Y

8/
2（

灰
白

）
底

部
外

面
は

無
釉

だ
が

、
そ

れ
以

外
は

施
釉

す
る

。
底

部
は

雑
な

ナ
デ

調
整

で
、

回
転

糸
切

痕
が

残
る

。
底

部
外

面
に

墨
書

あ
り

。
片

仮
名

で
「

チ
モ

」
か

？
化

粧
釉

は
白

濁
し

た
半

透
明

で
、

外
面

に
口

縁
か

ら
底

部
に

む
け

て
、

釉
が

垂
れ

て
濃

淡
を

作
る

。
把

手
は

細
い

粘
土

板
を

丸
め

て
器

壁
に

押
し

付
け

て
い

る
。

0.
6

6.
0

緻
密

3.
25

良
好

11
14

－
１

　
８

区
12

土
坑

碗
鳥

水
入

れ
（

餌
猪

口
）

陶
器

欠
損

器
厚

0.
3～

0.
8

外
：

2.
5Y

8/
3（

淡
黄

）　
内

：
2.

5Y
8/

2（
灰

白
）　

 
断

：
2.

5Y
8/

4（
淡

黄
）

外
部

外
面

は
釉

が
及

ば
ず

露
胎

す
る

が
、

そ
れ

以
外

は
施

釉
す

る
と

み
ら

れ
る

。
底

部
外

面
に

回
転

糸
切

痕
が

み
ら

れ
る

。
0.

5
復

元
底

径
6.

2
密

残
存

高
1.

5
良

好

７

1
14

－
１

　
８

区
28

土
坑

瓶
土

瓶
陶

器
復

元
口

径
7.

5
器

厚
0.

25
～

0.
75

外
：

2.
5Y

7/
4（

浅
黄

）　
内

・
断

：
10

YR
8/

4（
浅

黄
橙

）
外

面
上

半
と

、
内

面
口

～
頸

部
は

透
明

度
の

高
い

化
粧

釉
を

薄
く

塗
布

す
る

が
、

そ
れ

以
外

は
無

釉
。

使
用

時
に

火
に

か
け

た
痕

跡
は

み
ら

れ
な

い
。

体
部

し
た

半
部

は
、

生
乾

き
の

段
階

で
ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ
を

施
し

た
と

み
ら

れ
る

。
0.

4
復

元
底

径
7.

4
緻

密
9.

9
良

好

2
14

－
１

　
８

区
39

土
坑

蓋
土

瓶
の

蓋
か

陶
器

7.
1

器
厚

0.
4

外
：

10
YR

6/
6（

明
黄

褐
）　

内
：

2.
5Y

7/
3（

浅
黄

）　
 

断
：

2.
5Y

6/
1（

黄
灰

）
外

面
に

ト
ビ

カ
ン

ナ
で

施
文

す
る

。
外

面
の

化
粧

釉
は

透
明

度
の

高
い

飴
色

釉
で

、
縁

に
近

い
部

分
で

厚
く

か
か

っ
て

い
る

た
め

、
グ

ラ
デ

ー
シ

ョ
ン

を
呈

す
る

。
内

面
は

無
釉

。
丹

波
焼

か
。

0.
99

―
密

3.
1

良
好

3
14

－
１

　
８

区
39

土
坑

碗
鳥

水
入

れ
（

餌
猪

口
）

白
磁

復
元

口
径

6.
8

器
厚

0.
4～

0.
6

外
・

内
：

2.
5G

Y7
/1（

明
オ

リ
ー

ブ
灰

）　
 

断
：

5Y
7/

1（
灰

白
）

底
部

外
面

は
釉

が
及

ば
ず

露
胎

す
る

が
、

そ
れ

以
外

は
施

釉
す

る
。

外
面

の
底

部
縁

辺
に

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
を

施
す

。
0.

6
4.

9
～

5.
2

や
や

密
4.

3
良

好

4
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

蓋
燈

明
芯

の
 

お
さ

え
に

 
使

用
か

土
師

器
5.

0
器

厚
外

・
断

：
7.

5Y
R8

/6（
浅

黄
橙

）　
内

：
7.

5Y
R6

/6（
橙

）
外

面
は

ナ
デ

、
内

面
は

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

。
内

面
に

透
明

釉
（

柿
釉

）
を

塗
布

す
る

。
口

縁
部

に
一

部
煤

付
着

。
0.

6
―

緻
密

残
存

高
2.

6
良

好

5
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

碗
猪

口
磁

器
4.

7
器

厚
0.

2～
0.

45
外

・
内

・
断

：
N

8/
　（

灰
白

）
や

や
青

み
が

か
っ

た
透

明
釉

で
ほ

ぼ
全

面
を

施
釉

す
る

が
、

畳
付

は
釉

は
ぎ

す
る

。
無

紋
。

1
2.

3
緻

密
2.

9
良

好
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表
8　
遺
物
観
察
表
（
８
）



Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

７

6
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

皿
大

皿
磁

器
欠

損
器

厚
約

0.
5

外
・

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）染

付
内

外
面

と
も

施
釉

す
る

が
、

畳
付

は
露

胎
。

化
粧

釉
は

透
明

度
が

高
く

、
細

か
い

亀
裂

が
入

る
。

呉
須

と
生

地
の

色
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

が
明

瞭
。

0.
2

9.
1

緻
密

残
存

高
1.

8
良

好

7
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

土
製

品
用

途
不

明
土

師
質

残
存

最
大

長
5.

6  
残

存
最

大
幅

5.
0

外
・

断
：

5Y
6/

6（
橙

）
側

片
は

一
面

を
残

し
て

他
は

破
面

で
あ

る
。

刻
印

あ
り

。「
三

尾
名

産
の

文
字

に
挟

ま
れ

て
共

立
組

製
造

？
」

と
読

め
る

。
お

そ
ら

く
瓦

造
り

に
携

わ
る

業
者

の
刻

印
と

考
え

ら
れ

る
が

、
こ

の
土

製
品

自
体

は
何

か
不

明
。

―
密 良

好

8
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

碗
碗

磁
器

復
元

口
径

8.
8

器
厚

0.
2～

0.
35

外
・

内
：

10
YR

8/
1（

灰
白

）染
付

　
断

：
N

8/
　（

灰
白

）
内

外
面

と
も

絵
付

け
す

る
。

化
粧

釉
は

透
明

度
が

高
く

、
薄

い
。

畳
付

は
露

胎
。

0.
3

復
元

底
径

2.
6

緻
密

4.
7

良
好

9
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

碗
碗

磁
器

12
.2

器
厚

0.
25

～
0.

85
外

：（
う

す
い

緑
）　

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

外
面

の
化

粧
釉

は
半

透
明

の
緑

釉
で

厚
み

が
あ

る
。

内
面

の
化

粧
釉

は
透

明
で

、
外

面
よ

り
か

な
り

薄
い

印
象

。
内

外
面

と
も

に
絵

付
け

す
る

。
内

面
は

呉
須

と
生

地
の

色
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

が
明

瞭
。

畳
付

は
露

胎
。

0.
6

4.
3

緻
密

5.
8

良
好

10
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

鍋
土

鍋
陶

器
復

元
口

径
13

.0
器

厚
0.

15
～

0.
25

外
：

5Y
R3

/3（
暗

赤
褐

）　
内

：
10

YR
7/

4（
に

ぶ
い

黄
橙

） 
5Y

6/
2（

灰
オ

リ
ー

ブ
）　

断
：

10
YR

7/
1（

灰
白

）
口

縁
部

内
外

面
と

体
部

外
面

は
鉄

錆
色

の
釉

薬
を

薄
く

刷
い

て
施

釉
す

る
が

、
外

面
は

無
釉

で
あ

る
。

調
整

は
ロ

ク
ロ

ナ
デ

で
仕

上
げ

た
と

み
ら

れ
る

。
外

面
体

部
上

半
に

ト
ビ

ガ
ン

ナ
で

施
文

。
0.

3
欠

損
緻

密
残

存
高

5.
2

良
好

11
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

石
製

品
砥

石
―

残
存

最
大

長
10

.7
 

残
存

最
大

幅
5.

7 
残

存
最

大
厚

1.
0

2.
5Y

8/
2（

灰
白

）
凝

灰
岩

を
使

用
し

た
仕

上
げ

砥
か

。
側

面
も

使
用

さ
れ

、
表

面
が

な
め

ら
か

。
―

― ―

12
14

－
１

　
８

区
４

土
坑

石
製

品
砥

石
―

残
存

最
大

長
8.

9  
残

存
最

大
幅

5.
0 

残
存

最
大

厚
3.

0

7.
5Y

4/
1（

灰
）

変
成

作
用

を
受

け
た

堆
積

岩
を

使
用

か
。

図
示

し
た

面
は

使
用

に
よ

り
、

凹
面

状
に

な
る

。
―

― ―

８

1
14

－
１

　
８

区
27

0土
坑

碗
湯

の
み

磁
器

復
元

口
径

8.
0

外
・

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）染

付
全

面
に

施
釉

す
る

。
外

面
に

染
色

体
文

を
２

カ
所

に
配

す
。

化
粧

釉
は

透
明

で
、

粗
い

亀
裂

が
入

る
。

0.
6

2.
9

緻
密

4.
3

良
好

2
14

－
１

　
８

区
20

4溝
碗

碗
磁

器
欠

損
器

厚
0.

35
～

0.
8

外
：

7.
5Y

8/
1（

灰
白

）染
付

　
内

：
10

Y8
/1（

灰
白

）　
 

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

ほ
ぼ

全
面

に
施

釉
す

る
が

、畳
付

は
釉

は
ぎ

す
る

。
化

粧
釉

が
白

濁
し

て
い

る
た

め
、

外
面

に
施

さ
れ

た
絵

付
け

が
や

や
に

じ
ん

だ
よ

う
に

見
え

る
。

内
面

は
絵

付
け

な
し

。
0.

15
復

元
高

台
径

3.
7

緻
密

残
存

高
3.

9
良

好

3
14

－
１

　
８

区
22

2
ピ

ッ
ト

鉢
す

り
鉢

陶
器

復
元

口
径

34
.8

蓋
：

2.
5Y

R5
/4（

に
ぶ

い
赤

褐
）　

2.
5Y

R4
/1（

赤
灰

）　
 

内
：

2.
5Y

R5
/4（

に
ぶ

い
赤

褐
）　

 
断

：
2.

5Y
R5

/6（
明

赤
褐

）

使
用

に
よ

り
、

内
面

は
や

や
な

め
ら

か
に

な
っ

て
い

る
。

す
り

目
の

端
上

部
は

、
口

縁
部

を
ロ

ク
ロ

ナ
デ

い
た

際
に

ナ
デ

消
さ

れ
て

い
る

。
体

部
外

面
は

ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

後
、

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

。
0.

2
欠

損
緻

密
残

存
高

10
.7

良
好

4
14

－
１

　
８

区
30

0土
坑

鉢
植

木
鉢

陶
器

復
元

口
径

25
.4

器
厚

0.
8～

1.
1

外
・

内
5Y

R3
/2（

暗
赤

褐
） 

10
YR

4/
3（

に
ぶ

い
黄

褐
）　

 
断

：
2.

5Y
R5

/6（
明

赤
褐

）

大
谷

焼
の

定
番

の
一

つ
で

あ
る

植
木

鉢
と

み
ら

れ
る

が
、

底
部

中
央

が
欠

損
し

て
お

り
、

先
行

の
有

無
は

不
明

で
あ

る
。

底
部

外
面

は
無

釉
だ

が
、

そ
れ

以
外

は
施

釉
す

る
。

釉
薬

ご
し

に
ロ

ク
ロ

ナ
デ

の
痕

跡
が

み
と

め
ら

れ
る

。
底

部
外

面
は

静
止

糸
切

の
後

、
ナ

デ
調

整
か

。
底

部
内

面
の

立
上

り
付

近
に

、
直

径
数

㎝
大

の
離

れ
砂

の
痕

跡
が

数
カ

所
に

あ
り

。

0.
25

復
元

底
径

16
.0

緻
密

10
.0

良
好

5
14

－
１

　
８

区
20

3土
坑

甕
大

甕
陶

器
欠

損
器

厚
1.

2～
1.

9

外
：

2.
5Y

3/
2（

暗
赤

褐
）　

内
：

2.
5Y

4/
3（

に
ぶ

い
赤

褐
）　

断
：

10
R4

/4（
赤

褐
）

粘
土

紐
を

巻
き

上
げ

て
、

ロ
ク

ロ
成

形
し

た
と

み
ら

れ
る

。
体

部
内

面
と

、
底

部
外

面
の

縁
辺

部
に

砂
目

が
残

存
す

る
。

底
部

に
焼

成
前

穿
孔

あ
り

。
醤

油
等

の
貯

蔵
甕

を
転

用
し

た
も

の
と

み
ら

れ
る

。
0.

25
22

.4
密

残
存

高
17

.0
良

好

6
14

－
１

　
８

区
２

16
土

坑
鉢

す
り

鉢
陶

器
35

.6
器

厚
0.

8～
1.

0

外
：

10
Ｒ

4/
6（

赤
）　

内
：

10
Ｒ

5/
6（

赤
）　

 
断

：
10

Ｒ
5/

8（
赤

）
口

縁
部

と
体

部
外

面
は

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

が
、

体
部

に
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

の
痕

跡
と

、
粘

土
の

接
合

痕
が

所
ど

こ
ろ

に
残

る
。

底
部

に
焼

成
後

の
穿

孔
が

1
カ

所
あ

り
。

口
縁

部
外

面
に

ユ
ビ

オ
サ

エ
あ

り
。

形
骸

化
し

た
片

口
の

表
現

と
み

ら
れ

る
。

1
15

.8
密

14
.5

良
好

― 81 ―

表
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Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

９

1
14

－
１

　
８

区
28

0土
坑

甕
大

甕
土

師
質

49
.8

器
厚

0.
7～

1.
2

外
・

断
：

2.
5Y

R7
/6（

橙
）　

内
：

5Y
R7

/6（
橙

）
湊

焼
か

。
内

外
面

と
も

お
お

む
ね

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

が
、

仕
上

げ
の

前
に

ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

に
よ

り
、

整
形

し
て

い
る

と
み

ら
れ

る
。

内
部

の
ナ

デ
調

整
は

、
体

部
下

半
は

雑
で

、
上

半
は

比
較

的
丁

寧
だ

っ
た

こ
と

か
ら

、
少

な
く

と
も

2
分

割
し

て
成

形
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。

外
面

の
施

文
は

、
一

単
位

８
本

程
度

の
櫛

状
の

工
具

を
用

い
て

い
る

。
底

部
の

穿
孔

は
焼

成
後

の
も

の
。

0.
98

29
.4

密

42
.8

良
好

2
14

－
１

　
８

区
27

9土
坑

甕
大

甕
土

師
質

46
.2

～
46

.6
器

厚
1.

0～
1.

6
外

・
内

・
断

：
2.

5Y
R7

/6（
橙

）
湊

焼
か

。
内

外
面

と
も

お
お

む
ね

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

が
、

仕
上

げ
の

前
に

ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

に
よ

り
、

整
形

し
て

い
る

と
み

ら
れ

る
。

内
部

の
ナ

デ
調

整
は

、
体

部
下

半
は

雑
で

、
上

半
は

比
較

的
丁

寧
だ

っ
た

こ
と

か
ら

、
少

な
く

と
も

２
分

割
し

て
成

形
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。

外
面

の
施

文
は

、
一

単
位

10
本

程
度

の
櫛

状
の

工
具

を
用

い
て

い
る

。

0.
85

欠
損

密
残

存
高

37
.8

良
好

3
14

－
１

　
８

区
16

６
土

坑
甕

大
甕

土
師

質
35

.0
器

厚
0.

7～
1.

9
外

・
内

・
断

：
2.

5Y
R5

/8（
明

赤
褐

）
体

部
外

面
は

２
本

／
㎝

の
間

隔
の

右
下

が
り

の
タ

タ
キ

、
内

面
は

５
本

／
㎝

の
右

下
が

り
の

ハ
ケ

調
整

で
仕

上
げ

る
。

全
体

に
磨

滅
が

著
し

く
、

表
面

の
剥

離
が

す
す

ん
で

い
る

。
0.

9
21

.5
密

36
.3

良
好

4
14

－
１

　
８

区
16

９
土

坑
甕

大
甕

土
師

質
欠

損
器

厚
0.

9～
1.

3
外

・
内

・
断

：
2.

5Y
R6

/6（
橙

）
体

部
上

半
は

欠
損

し
て

い
る

。
体

部
は

内
外

面
と

も
叩

き
調

整
で

仕
上

げ
る

。
底

部
は

ナ
デ

調
整

。
0.

4
18

.0
密

残
存

高
25

.3
良

好

5
14

－
１

　
８

区
23

4土
坑

壺
壺

陶
器

20
.6

～
21

.6
器

厚
0.

8～
1.

2

外
：

2.
5Y

R4
/3（

に
ぶ

い
赤

褐
）　

内
：

2.
5Y

R4
/2（

灰
赤

）　
断

：
5P

B6
/1（

青
灰

）
底

部
の

穿
孔

は
焼

成
後

の
も

の
と

み
ら

れ
る

。
底

部
外

面
に

は
自

然
釉

が
か

か
ら

い
、

砂
目

痕
が

少
な

く
と

も
５

カ
所

あ
り

。
ロ

ク
ロ

成
形

で
、

内
外

面
と

も
に

鉄
釉

が
塗

布
さ

れ
る

。
0.

6
12

.5
～

13
.0

密
推

定
高

28
.5

良
好

6
14

－
１

　
８

区
11

8土
坑

鉢
す

り
鉢

陶
器

50
.0

器
厚

1.
1～

1.
8

外
：

10
R4

/6（
赤

）　
内

：
10

R5
/8（

赤
）　

 
断

：
10

R6
/6（

赤
褐

）
焼

成
時

に
発

生
し

た
ヒ

ビ
が

も
と

か
ら

入
っ

て
い

た
と

み
ら

れ
、

そ
の

ヒ
ビ

に
接

す
る

位
置

に
、

焼
成

後
の

穿
孔

あ
り

。
外

面
は

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

が
、

所
ど

こ
ろ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
の

痕
跡

あ
り

。
口

縁
部

外
面

に
２

カ
所

オ
サ

エ
が

あ
る

。
形

骸
化

し
た

片
口

部
の

表
現

と
み

ら
れ

る
。

0.
99

23
.4

密
20

.3
良

好

10
－

１

1
14

－
１

　
８

区
第

１
面

瓦
桟

瓦
瓦

残
存

長
22

.8
 

残
存

幅
15

.3
5 

弦
弧

厚
1.

4

外
・

凸
：

N
5/

　（
灰

）　
断

：
5Y

8/
1（

灰
白

）
外

面
は

丁
寧

な
ナ

デ
で

表
面

な
め

ら
か

で
、金

属
質

な
光

沢
を

帯
び

る
。

端
面

に「
長

瓦
弥

」
の

刻
印

あ
り

。
裏

面
は

雑
な

ナ
デ

調
整

で
仕

上
げ

る
。

13
条

/2
.2

㎝
の

ハ
ケ

状
の

工
具

を
使

っ
た

カ
キ

メ
（

直
線

・
２

条
）

あ
り

。
同

じ
刻

印
の

瓦
は

14
3

土
坑

で
２

点
、

62
土

坑
で

２
点

、
第

１
－

２
層

か
ら

１
点

出
土

し
て

い
る

。
0.

3
密 良

好

2
14

－
１

　
８

区
第

１
～

２
層

瓦
平

瓦
瓦

残
存

長
14

.0
 

残
存

幅
11

.2
 

弦
弧

厚
0.

8

外
・

内
：

N
5/

　（
灰

）　
断

：
7.

5Y
8/

1（
灰

白
）

外
面

は
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
調

整
で

仕
上

げ
る

。
端

面
に

「
堺

？
丹

治
（

？
）

利
右

衛
門

」
の

刻
印

あ
り

。
内

面
は

雑
な

ナ
デ

で
、

カ
キ

メ
で

大
き

く
バ

ッ
テ

ン
を

つ
け

る
。

0.
1

密 良
好

3
14

－
１

　
８

区
第

１
～

２
層

瓦
平

瓦
瓦

残
存

長
11

.4
 

残
存

幅
7.

9 
弦

弧
厚

0.
7

外
・

内
：

N
4/

　（
灰

）　
断

：
7.

5Y
8/

1（
灰

白
）

外
面

は
丁

寧
な

ナ
デ

調
整

を
施

す
が

、
若

干
風

化
し

て
い

る
。

内
面

は
軽

い
ナ

デ
調

整
を

施
し

、若
干

コ
ビ

キ
の

痕
跡

残
る

。
端

面
に

「
長

瓦
又

（
？

）」
の

刻
印

あ
り

。
0.

1
密 良

好

4
14

－
１

　
８

区
19

４
溝

瓦
平

瓦
瓦

残
存

長
12

.8
 

残
存

幅
16

.3
 

弦
弧

厚
1.

2

外
：

N
5/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

外
面

は
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
調

整
に

よ
り

、
金

属
質

の
光

沢
を

帯
び

る
。

内
面

は
軽

い
ナ

デ
調

整
で

若
干

コ
ビ

キ
痕

残
る

。
端

面
に

「
泉

州
貝

塚
瓦

師
源

？
」

の
刻

印
あ

り
。

0.
2

密 良
好

5
14

－
１

　
８

区
第

１
～

２
層

瓦
丸

瓦
瓦

残
存

長
17

.5
 

残
存

幅
13

.9
 

弦
弧

厚
1.

0～
1.

6

外
：

N
3/

　（
暗

灰
）　

内
：

N
4/

　（
灰

）　
　

 
断

：
N

8/
　（

灰
白

）
外

面
は

丁
寧

な
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

調
整

に
よ

り
、

金
属

質
の

光
沢

を
帯

び
る

。
内

面
に

は
布

目
痕

が
あ

り
、

８
～

９
状

の
、

棒
状

の
内

叩
き

痕
あ

り
。

そ
の

後
、

カ
キ

メ
を

施
す

。
端

面
に

「
泉

州
貝

塚
瓦

師
源

？
」

の
刻

印
あ

り
。

0.
5

密 良
好

6
14

－
１

　
８

区
27

溝
瓦

桟
瓦

瓦
残

存
長

13
.9

 
残

存
幅

14
.8

 
弦

弧
厚

0.
9

外
・

内
：

N
4/

　（
灰

）　
断

：
7.

5Y
8/

2　
（

灰
白

）
外

面
は

丁
寧

な
ナ

デ
に

よ
り

表
面

は
な

め
ら

か
で

光
沢

を
帯

び
る

。「
菱

木
村

瓦
屋

源
吉

」
の

刻
印

あ
り

。
内

面
は

雑
な

ナ
デ

調
整

で
布

目
・

コ
ビ

キ
痕

が
所

々
に

残
り

、
表

面
は

ざ
ら

つ
く

。
0.

3
密 良

好

7
14

－
１

　
８

区
60

溝
瓦

平
瓦

瓦
残

存
長

18
.0

 
残

存
幅

9.
15

外
：

N
5/

　（
灰

）　
内

：
N

4/
　（

灰
）　

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

外
面

は
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
調

整
に

よ
り

、
金

属
質

の
光

沢
を

帯
び

る
。

内
面

は
大

雑
把

な
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

。
端

面
に

解
読

で
き

な
い

刻
印

あ
り

。
0.

1
密 良

好

― 82 ―

表
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遺
物
観
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（
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Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

10
－

１
８

14
－

１
　

８
区

第
１

～
２

層
瓦

平
瓦

か
瓦

残
存

長
3.

8  
残

存
幅

7.
8 

器
厚

1.
7

外
：

N
6/

　（
灰

）　
内

：
N

6/
　（

灰
）　

 
断

：
7.

5Y
8/

1（
灰

白
）

外
面

は
丁

寧
な

ナ
デ

に
よ

り
表

面
は

な
め

ら
か

で
光

沢
を

帯
び

る
。

内
面

は
や

や
雑

な
ナ

デ
で

、
表

面
は

ざ
ら

つ
く

。
端

面
に

半
円

の
刻

印
あ

り
。

―
密 良

好

11
ー

１

1
14

－
１

　
９

区
10

ピ
ッ

ト
鉢

す
り

鉢
土

師
欠

損
器

厚
0.

85
～

1.
5

外
・

内
・

断
：

5Y
R7

/8（
橙

）
内

外
面

と
も

、
黒

い
タ

ー
ル

状
の

も
の

が
、

点
状

に
と

こ
ろ

ど
こ

ろ
付

着
し

て
い

る
。

底
部

内
面

は
使

用
に

よ
る

磨
滅

で
、

表
面

が
な

め
ら

か
に

な
っ

て
い

る
。

す
り

目
は

４
本

／
㎝

の
密

度
。

写
真

は
Ｐ

Ｌ
11

－
２

に
掲

載
。

0.
2

13
.7

密
残

存
高

6.
5

良
好

2
14

－
１

　
９

区
第

１
層

鉢
植

木
鉢

か
磁

器
復

元
口

径
32

.4
器

厚
0.

45
～

0.
8

外
・

内
：

5G
Y8

/1（
灰

白
）　

染
付

　
断

：
N

8/（
灰

白
）

内
面

上
半

と
外

面
は

施
釉

す
る

が
、

内
面

下
半

は
無

釉
と

み
ら

れ
る

。
化

粧
釉

の
透

明
度

は
高

く
、

若
干

亀
裂

が
入

る
。

口
縁

部
の

模
様

に
西

洋
食

器
の

絵
付

け
の

デ
ザ

イ
ン

の
影

響
が

う
か

が
え

る
。

0.
1

欠
損

緻
密

残
存

高
12

.5
良

好

3
14

－
１

　
９

区
10

9土
坑

火
鉢

脚
付

火
鉢

土
師

質
欠

損
器

厚
0.

55
～

0.
75

外
・

内
・

断
：

5Y
R6

/6（
橙

）
脚

部
の

み
残

存
。

内
面

に
う

っ
す

ら
と

黒
斑

あ
り

。
高

台
の

接
合

部
分

が
残

存
す

る
。

0.
05

復
元

高
台

径
15

.8
密

残
存

高
2.

8
良

好

4
14

－
１

　
９

区
第

１
層

蓋
土

瓶
の

蓋
陶

器
7.

7
器

厚
0.

25
～

0.
45

外
：

10
YR

8/
1（

灰
白

）　
内

：
5Y

R7
/6（

橙
）　

 
断

：
5Y

R7
/6（

橙
）

受
け

部
外

面
に

煤
が

付
着

し
て

お
り

、
火

に
か

け
て

使
用

し
た

こ
と

が
わ

か
る

。
外

面
は

施
釉

、
内

面
は

無
釉

。
長

期
の

使
用

に
よ

る
も

の
か

、
全

体
に

表
面

が
ざ

ら
つ

い
て

お
り

、
光

沢
が

な
い

。
表

面
の

釉
薬

も
ほ

と
ん

ど
光

沢
を

失
う

が
、

模
様

に
使

わ
れ

て
い

る
緑

色
の

釉
薬

に
若

干
光

沢
が

残
る

。
0.

9
欠

損
緻

密
残

存
高

2.
8

良
好

5
14

－
１

　
９

区
第

１
層

石
製

品
石

板
―

欠
損

残
存

最
大

長
12

.7
 

残
存

最
大

幅
9.

1 
残

存
最

大
厚

0.
35

N
3/

　（
暗

灰
）

黒
色

粘
板

岩
を

使
用

し
て

い
る

。
両

面
と

も
丁

寧
に

磨
か

れ
て

お
り

、
表

面
は

な
め

ら
か

で
光

沢
を

帯
び

る
。

前
面

に
研

磨
痕

あ
り

。
縁

辺
に

近
い

部
分

は
、

端
部

が
薄

く
な

る
よ

う
、

わ
ず

か
に

斜
度

を
つ

け
て

い
る

。
―

― ―

11
－

２

6
14

－
１

　
９

区
１

溝
鉢

植
木

鉢
陶

器
欠

損
器

厚
0.

7～
1.

1
外

・
内

・
断

：
2.

5Y
4/

3（
に

ぶ
い

赤
褐

）
体

部
は

内
外

面
と

も
ロ

ク
ロ

ナ
デ

で
仕

上
げ

る
。

0.
25

9.
0

緻
密

残
存

高
10

.8
良

好

7
14

－
１

　
９

区
１

溝
甕

水
甕

陶
器

欠
損

器
厚

1.
05

～
1.

75

外
：

5Y
6/

2（
灰

オ
リ

ー
ブ

） 
 2

.5
Y8

/2（
灰

白
）　

 
内

：
2.

5Y
7/

2（
灰

黄
）　

断
：

2.
5Y

8/
2（

灰
白

）
内

外
面

と
も

お
お

む
ね

施
釉

す
る

と
み

ら
れ

る
が

、
底

部
外

面
は

露
胎

。
淡

い
緑

色
の

透
明

度
の

高
い

釉
薬

の
上

に
、

濃
緑

色
の

釉
薬

を
垂

ら
し

て
織

部
風

に
し

あ
げ

る
。

釉
薬

に
は

細
か

い
亀

裂
が

入
る

。
0.

05
復

元
高

台
径

19
.3

緻
密

残
存

高
5.

8
良

好

8
14

－
１

　
９

区
１

溝
香

炉
香

炉
磁

器
欠

損
器

厚
0.

15
～

0.
6

外
：

7.
5G

Y8
/1（

明
緑

灰
）　

内
・

断
：

7.
5Y

8/
1（

灰
白

）
内

外
面

と
も

お
お

む
ね

施
釉

す
る

と
み

ら
れ

る
が

、
畳

付
か

ら
高

台
内

面
は

露
胎

。
高

台
内

面
に

墨
書

あ
り

。
片

仮
名

で
「

イ
シ

」
か

？
化

粧
釉

は
淡

い
黄

緑
～

水
色

で
、

透
明

度
が

高
い

。
見

込
み

に
砂

粒
を

散
ら

し
た

よ
う

な
反

転
が

み
ら

れ
る

。
0.

1
2.

9
緻

密
残

存
高

1.
5

良
好

9
14

－
１

　
９

区
45

溝
碗

碗
磁

器
復

元
口

径
10

.5
器

厚
0.

25
～

1.
1

外
・

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）染

付
わ

ず
か

に
白

濁
し

た
釉

を
仕

上
げ

に
用

い
て

い
る

た
め

、
絵

付
け

が
や

や
に

じ
ん

だ
よ

う
な

、
落

ち
着

い
た

色
に

な
っ

て
い

る
。

ほ
ぼ

全
面

に
施

釉
す

る
が

、
畳

付
を

釉
は

ぎ
す

る
。

そ
こ

に
離

れ
砂

が
付

着
。

見
込

み
に

砂
粒

を
散

ら
し

た
よ

う
な

斑
点

が
認

め
ら

れ
る

。
0.

25
復

元
高

台
径

4.
4

緻
密

5.
5

良
好

10
14

－
１

　
９

区
３

溝
鉢

向
付

鉢
陶

器
残

存
最

大
長

7.
0  

残
存

最
大

幅
5.

2 
器

厚
約

0.
5

外
・

内
・

断
：

5Y
8/

2（
灰

白
）　

2.
5Y

8/
4（

淡
黄

）
織

部
風

の
角

鉢
の

一
部

。
全

体
に

施
釉

し
た

の
ち

、
畳

杖
の

部
分

を
釉

は
ぎ

し
た

と
み

ら
れ

る
。

透
明

の
釉

薬
の

後
、

緑
色

の
釉

薬
を

か
け

て
仕

上
げ

る
。

釉
に

は
細

か
い

亀
裂

が
入

る
。

0.
05

緻
密

良
好

11
14

－
１

　
９

区
３

溝
碗

湯
の

み
磁

器
8.

0
器

厚
0.

15
～

0.
3

外
・

内
：

7.
5G

Y8
/1（

明
緑

灰
） 

 5
YR

6/
8（

橙
）染

付
　

 
断

：
N

8（
灰

白
）

外
面

に
の

絵
付

け
す

る
。「

寶
」

と
葉

を
交

互
に

２
つ

ず
つ

配
す

る
。

口
縁

端
部

を
赤

褐
色

の
釉

薬
で

染
め

る
。

ほ
ぼ

 

1
3.

2
緻

密
4.

4
良

好

12
14

－
１

　
９

区
３

溝
鉢

向
付

鉢
磁

器
復

元
口

径
8.

2
器

厚
0.

3～
0.

45
外

・
内

・
断

：
2.

5G
Y8

/1（
灰

白
）染

付
化

粧
釉

は
透

明
度

が
高

い
が

厚
み

が
感

じ
ら

れ
、

呉
須

の
発

色
が

落
ち

着
い

て
見

え
る

。
釉

薬
に

は
若

干
亀

裂
が

入
る

。
口

縁
部

に
わ

ず
か

な
切

れ
込

み
を

造
り

、
花

び
ら

型
に

見
え

る
よ

う
変

化
を

つ
け

て
い

る
。

0.
1

欠
損

緻
密

残
存

高
4.

4
良

好

13
14

－
１

　
９

区
３

溝
瓦

軒
丸

瓦
瓦

外
縁

幅
2.

1 
外

縁
高

0.
9 

瓦
当

厚
1.

4

凹
・

凸
：

N
4/（

灰
）　

断
：

7.
5Y

8/
1（

灰
白

）
瓦

当
外

縁
部

と
外

面
は

、
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
調

整
に

よ
り

光
沢

を
帯

び
る

。
内

面
は

雑
な

ナ
デ

調
整

で
、

棒
状

の
内

叩
き

痕
あ

り
。

瓦
当

の
紋

様
は

明
瞭

で
、

凸
部

に
指

紋
・

掌
紋

残
る

。
0.

1
密 良

好
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表
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遺
物
観
察
表
（
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）



Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

11
－

２
14

14
－

１
　

９
区

75
土

坑
碗

猪
口

陶
器

復
元

口
径

6.
1

器
厚

0.
2～

0.
3

外
：

2.
5Y

7/
2（

灰
黄

） 
2.

5Y
8/

2（
灰

白
）　

 
内

：
2.

5Y
7/

3（
浅

黄
）　

断
：

2.
5Y

8/
2（

灰
白

）
底

部
外

面
以

外
の

部
分

を
施

釉
す

る
。

内
外

面
と

も
絵

付
け

な
し

。
化

粧
釉

は
や

や
ク

リ
ー

ム
色

が
か

っ
た

透
明

釉
と

み
ら

れ
、

細
か

い
亀

裂
が

入
る

。
0.

1
復

元
高

台
径

2.
2

緻
密

2.
8

良
好

12

1
14

－
１

　
９

区
21

土
坑

碗
碗

磁
器

復
元

口
径

11
.4

器
厚

0.
25

～
1.

0

外
：

10
Y7

/1（
灰

白
） 

N
7/

　（
灰

白
）　

 
内

・
断

：
7.

5Y
7/

1（
灰

白
）

外
面

は
透

明
度

の
低

い
、淡

緑
色

の
釉

薬
で

仕
上

げ
る

。
高

台
端

部
は

釉
が

及
ば

ず
、

露
胎

す
る

。
内

面
は

絵
付

け
の

後
、

淡
緑

色
の

釉
を

薄
く

刷
い

て
仕

上
げ

て
い

る
よ

う
に

み
え

る
。

見
込

み
と

畳
付

に
離

れ
砂

が
付

着
し

て
い

る
。

0.
3

4.
1

緻
密

6.
5

良
好

2
14

－
１

　
９

区
21

土
坑

碗
碗

磁
器

10
.0

器
厚

0.
25

～
0.

65
外

・
内

・
断

：
N

8/
　（

灰
白

）染
付

呉
須

で
絵

付
け

し
た

後
、

半
透

明
の

白
濁

し
た

釉
薬

で
仕

上
げ

て
い

る
の

で
、

文
様

が
若

干
に

じ
ん

だ
よ

う
に

見
え

る
。

外
面

に
点

状
に

釉
薬

が
く

ぼ
ん

で
い

る
部

分
あ

り
。

0.
6

3.
9

緻
密

5.
0

良
好

3
14

－
１

　
９

区
21

土
坑

鉢
か

大
鉢

か
磁

器
欠

損
器

厚
0.

45
～

0.
6

外
・

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）染

付
高

台
と

体
部

と
で

、
や

や
異

な
る

色
の

呉
須

を
用

い
て

い
る

。
呉

須
と

胎
土

の
色

の
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
が

は
っ

き
り

し
て

お
り

、
絵

柄
は

明
瞭

で
あ

る
。

0.
1

8.
1

緻
密

残
存

高
3.

4
良

好

4
14

－
１

　
９

区
21

土
坑

鉢
向

付
鉢

陶
器

欠
損

器
厚

0.
25

～
0.

55

外
：

2.
5G

6/
1（

オ
リ

ー
ブ

灰
） 

2.
5Y

R5
/4（

に
ぶ

い
赤

褐
）　

内
：

2.
5G

6/
1（

オ
リ

ー
ブ

灰
） 

5Y
8/

1（
灰

白
）　

 
断

：
5Y

6/
1（

灰
）

畳
付

に
三

カ
所

、
ト

チ
ン

の
後

が
残

る
。

底
部

外
面

と
高

台
部

分
に

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
の

痕
跡

あ
り

。
そ

れ
い

が
い

は
ロ

ク
ロ

ナ
デ

で
し

あ
げ

る
と

み
ら

れ
る

。
数

色
の

釉
薬

を
用

い
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

釉
の

透
明

度
は

高
い

。
0.

1
3.

3
緻

密
残

存
高

2.
9

良
好

5
14

－
１

　
９

区
21

土
坑

瓶
徳

利
か

陶
器

欠
損

器
厚

0.
35

～
0.

7

外
・

内
：

5Y
R4

/3（
に

ぶ
い

赤
褐

）　
 

断
：

2.
5Y

8/
2（

灰
白

）
底

部
外

面
は

露
胎

す
る

が
、

内
外

面
は

お
お

む
ね

施
釉

す
る

と
み

ら
れ

る
。

底
部

に
墨

書
あ

り
。

酒
屋

の
屋

号
か

。
0.

05
復

元
底

径
9.

4
緻

密
残

存
高

2.
8

良
好

6
14

－
１

　
９

区
21

土
坑

碗
碗

磁
器

9.
6

器
厚

0.
15

～
0.

65
外

・
内

・
断

：
N

8/
　（

灰
白

）染
付

内
外

面
と

も
ほ

ぼ
全

面
に

施
釉

す
る

が
、

畳
付

は
釉

は
ぎ

。
釉

薬
が

均
一

に
回

り
き

ら
ず

、小
さ

な
く

ぼ
み

が
生

じ
て

い
る

部
分

が
あ

る
。

特
に

見
込

み
に

集
中

す
る

。
0.

7
4.

7
緻

密
4.

8
良

好

7
14

－
１

　
９

区
22

井
戸

鉢
鉢

磁
器

欠
損

器
厚

0.
35

～
0.

5
外

・
内

・
断

：
N

8/
　（

灰
白

）染
付

ほ
ぼ

全
面

に
施

釉
す

る
が

、
畳

付
は

釉
は

ぎ
。

透
明

度
の

高
い

釉
薬

を
薄

く
か

け
て

化
粧

釉
と

す
る

。
底

部
外

面
に

呉
須

の
シ

ミ
が

若
干

あ
り

。
呉

須
と

生
地

の
色

の
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
は

明
瞭

で
あ

る
。

0.
1

復
元

高
台

径
10

.7
緻

密
残

存
高

6.
9

良
好

8
14

－
１

　
９

区
22

井
戸

鉢
す

り
鉢

陶
器

35
.0

器
厚

約
1.

0

外
：

2.
5Y

6/
8（

橙
）　

内
：

10
R5

/6（
赤

）　
 

断
：

2.
5Y

6/
8（

橙
）

外
面

底
部

付
近

に
刻

印
あ

り
。

刻
印

は
「

久
吉

高
」

を
組

み
合

わ
せ

て
作

っ
た

文
字

か
。

内
面

、
口

縁
立

ち
上

が
り

の
屈

曲
部

に
沈

線
を

一
条

入
れ

る
。

磨
り

目
の

範
囲

の
基

準
に

す
る

た
め

の
も

の
か

。
底

部
は

ナ
デ

、
外

面
は

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

。
0.

6
16

.0
緻

密
13

.4
良

好

13

1
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

鍋
土

鍋
陶

器
20

.8
器

厚
0.

2～
0.

4
外

・
内

・
断

：
2.

5Y
7/

3（
浅

黄
）

内
面

と
外

面
体

部
上

半
は

施
釉

す
る

が
、

外
面

体
部

下
半

か
ら

底
部

は
露

胎
。

露
胎

部
分

は
煤

付
着

に
よ

り
黒

色
化

が
顕

著
。

0.
6

約
9.

5
密

残
存

高
10

.5
良

好

2
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

釜
羽

釜
土

師
質

23
.2

器
厚

0.
35

～
1.

1

外
：

7.
5Y

R3
/1（

黒
褐

） 
 5

YR
6/

6（
橙

）　
 

釜
部

：
10

YR
7/

1（
黒

）　
内

：
7.

5Y
R5

/3（
に

ぶ
い

褐
） 

10
YR

7/
1（

黒
）　

断
：

5Y
R6

/6（
橙

）

外
面

の
鍔

上
部

か
ら

内
面

に
は

炭
化

物
が

付
着

し
て

お
り

、
黒

色
化

が
顕

著
で

あ
る

。
底

部
外

面
に

も
煤

が
付

着
す

る
が

、
被

熱
に

よ
る

風
化

で
全

体
に

磨
滅

す
る

。
外

面
口

頸
部

は
横

方
向

の
ミ

ガ
キ

で
光

沢
を

帯
び

る
。

そ
れ

以
外

は
横

方
向

の
ナ

デ
調

整
か

。
よ

く
使

い
こ

ま
れ

て
い

る
。

0.
8

約
15

.0
や

や
密

16
.1

良
好

3
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

焙
烙

調
理

具
土

師
質

31
.9

器
厚

0.
85

～
0.

25

外
：

5Y
R6

/6（
橙

） 
5Y

R4
/1（

褐
灰

）　
 

内
：

5Y
R6

/6（
橙

） 
5Y

R2
/1（

黒
褐

）　
 

断
：

5Y
R6

/6（
橙

）

内
面

に
は

炭
化

物
が

付
着

す
る

。
外

面
は

全
体

に
薄

く
煤

け
て

い
る

。
内

面
か

ら
体

部
外

面
は

横
方

向
の

ナ
デ

、
底

部
外

面
は

ナ
デ

調
整

で
仕

上
げ

る
。

痕
跡

の
よ

う
な

小
さ

な
把

手
が

つ
く

。
0.

6
32

.7
密

6.
0

良
好
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Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

13

4
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

鍋
土

鍋
陶

器
17

.7
器

厚
0.

15
～

0.
75

外
：

7.
5Y

R7
/4（

に
ぶ

い
橙

） 
7.

5Y
R5

/4（
に

ぶ
い

褐
）　

 
内

：
7.

5Y
R7

/6（
橙

） 
10

YR
6/

4（
に

ぶ
い

黄
橙

）　
 

断
：

5Y
R6

/4（
に

ぶ
い

橙
）

内
面

と
外

面
体

部
上

半
は

極
め

て
薄

く
褐

色
の

釉
薬

を
塗

布
す

る
が

、
口

縁
部

と
外

面
体

部
下

半
以

下
は

露
胎

。
外

面
の

露
胎

部
分

に
は

、
ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ
の

痕
跡

。
体

部
に

は
ト

ビ
ガ

ン
ナ

で
施

文
。

0.
4

7.
0

緻
密

9.
5

良
好

5
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

瓶
銚

子
陶

器
3.

0
器

厚
0.

17
～

0.
45

外
・

内
・

断
：

2.
5Y

8/
2（

灰
白

）
口

縁
部

か
ら

体
部

外
面

は
施

釉
す

る
が

、
底

部
外

面
と

頸
部

以
下

の
内

面
は

無
釉

。
無

釉
部

分
に

ロ
ク

ロ
ナ

デ
の

痕
跡

残
る

。
透

明
度

の
高

い
化

粧
釉

で
仕

上
げ

る
。

0.
6

8.
8

密
13

.1
良

好

14

1
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

蓋
土

瓶
の

蓋
土

師
質

8.
3

外
：

10
YR

5/
3（

に
ぶ

い
黄

褐
）　

 
内

：
10

YR
6/

3（
に

ぶ
い

黄
橙

）　
断

：
10

YR
6/

1（
褐

灰
）

内
面

全
体

に
布

目
痕

が
残

る
こ

と
か

ら
、

型
づ

く
り

と
み

ら
れ

る
。

外
面

の
縁

の
部

分
は

ひ
だ

を
造

り
出

す
よ

う
に

ユ
ビ

オ
サ

エ
で

整
形

す
る

。
0.

6
―

緻
密

3.
2

良
好

2
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

瓶
土

瓶
土

師
質

9.
5

器
厚

0.
2～

0.
5

外
：

10
YR

5/
3（

に
ぶ

い
黄

褐
）　

内
：

10
YR

5/
6（

黄
褐

）　
 

断
：

10
YR

5/
6（

黄
褐

）
内

外
面

と
も

無
釉

で
、

全
体

に
器

壁
が

非
常

に
薄

い
。

内
外

面
と

も
に

ユ
ビ

オ
サ

エ
の

痕
跡

が
顕

著
だ

が
、

外
面

に
は

凹
凸

を
な

ら
す

よ
う

に
板

状
の

工
具

で
撫

で
た

痕
跡

が
残

る
。

内
面

に
は

部
分

的
に

強
い

ナ
デ

調
整

を
施

す
。

底
部

と
体

部
の

屈
曲

部
分

の
内

面
に

は
、

工
具

で
余

分
な

粘
土

を
か

き
取

っ
た

よ
う

な
痕

跡
あ

り
。

手
部

外
面

に
編

物
の

圧
痕

が
残

る
。

外
面

体
部

下
半

に
煤

付
着

。

0.
6

8.
7

緻
密

8.
6

良
好

3
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

瓶
徳

利
陶

器
欠

損
器

厚
0.

3～
0.

65
外

・
内

：
5Y

4/
3（

に
ぶ

い
赤

褐
）　

断
：

2.
5Y

8/
2（

灰
白

）
外

面
肩

部
と

、
体

部
下

半
に

沈
線

を
施

す
。

対
面

の
釉

薬
に

は
若

干
油

滴
上

の
光

沢
あ

り
。

内
外

面
と

も
に

施
釉

す
る

が
、

内
面

の
一

部
と

底
部

外
面

は
釉

が
及

ば
ず

露
胎

す
る

。
0.

25
7.

1
緻

密
残

存
高

11
.4

良
好

4
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

炉
焜

炉
土

師
質

13
.9

器
厚

0.
3～

0.
55

外
：

10
YR

8/
4（

浅
黄

橙
）　

内
・

断
：

10
YR

8/
6（

黄
橙

）　
内

面
の

口
縁

部
付

近
と

外
面

に
薄

く
煤

が
付

着
。

口
縁

端
部

と
内

面
は

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、

外
面

は
ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ
で

仕
上

げ
る

。
0.

25
欠

損
密

残
存

高
9.

6
良

好

5
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

鉢
鉢

磁
器

15
.1

器
厚

0.
3～

0.
85

外
・

内
：

7.
5Y

8/
1（

灰
白

）染
付

　
断

：
2.

5Y
8/

2（
灰

白
）

化
粧

釉
に

や
や

白
濁

し
た

淡
青

色
の

釉
薬

を
も

ち
い

る
。

釉
薬

に
は

細
か

い
亀

裂
が

入
る

。
口

縁
部

に
、

わ
ず

か
に

釉
薬

が
及

ば
ず

、
露

胎
し

た
部

分
あ

り
。

畳
付

か
ら

高
台

内
部

の
最

深
部

を
除

く
部

分
は

釉
は

ぎ
す

る
。

外
面

に
絵

付
け

の
際

に
飛

び
散

っ
た

呉
須

の
汚

れ
が

若
干

認
め

ら
れ

る
。

器
壁

に
ひ

だ
状

の
緩

や
か

な
く

ぼ
み

を
つ

け
、

縁
を

花
形

に
波

打
た

せ
て

い
る

。

0.
8

8.
5

緻
密

4.
7

良
好

6
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

土
製

品
土

人
形

土
師

質
―

器
厚

1.
6～

3.
3

外
：

10
YR

8/
4（

浅
黄

橙
）　

子
供

の
玩

具
。

頭
部

に
髷

が
な

い
の

で
、

茶
坊

主
を

模
し

た
も

の
と

み
ら

れ
る

。
塗

料
は

剥
落

し
、

全
体

に
磨

滅
し

て
い

る
。

1
―

密
6.

15

7
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

ひ
ょ

う
そ

く
照

明
具

土
師

質
4.

8
器

厚
0.

25
～

0.
55

全
体

：（
緑

）　
剥

離
部

：
10

YR
8/

2（
灰

白
）

土
師

器
に

緑
釉

を
か

け
て

、
織

部
の

脚
付

ひ
ょ

う
そ

く
を

模
し

た
と

み
ら

れ
る

。
注

口
の

先
端

は
煤

が
付

着
し

て
い

る
。

脚
部

に
未

貫
通

の
穿

孔
が

１
カ

所
あ

り
。

1
7.

7
緻

密
8.

0
良

好

15
－

１

1
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

蓋
蓋

付
碗

・
 

蓋
 

２
と

セ
ッ

ト
磁

器
9.

0
器

厚
0.

25
～

0.
45

 
上

面
径

3.
9

外
・

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

２
と

同
様

、
勢

い
の

あ
る

筆
致

で
絵

付
け

さ
れ

て
い

る
。

呉
須

が
飛

び
散

っ
た

よ
う

な
点

状
の

シ
ミ

が
ご

く
わ

ず
か

に
認

め
ら

れ
る

。
焼

成
時

の
温

度
が

高
す

ぎ
た

の
か

、
ス

ポ
ッ

ト
状

の
釉

薬
の

陥
没

が
所

々
生

じ
て

い
る

。
0.

7
―

緻
密

2.
9

良
好

2
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

碗
碗

磁
器

10
.0

器
厚

0.
2～

0.
45

外
・

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

内
外

面
と

も
透

明
度

の
高

い
薄

い
化

粧
釉

で
仕

上
げ

る
が

、
畳

付
は

露
胎

。
絵

付
け

は
内

外
面

と
も

勢
い

の
あ

る
筆

致
で

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

の
た

め
か

内
外

面
と

も
、

呉
須

が
飛

び
散

っ
た

よ
う

な
よ

ご
れ

や
、

擦
れ

た
よ

う
な

汚
れ

が
生

じ
て

い
る

。
0.

85
3.

9
緻

密
6.

1
良

好

3
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

蓋
蓋

付
碗

の
 

蓋
 

４
と

セ
ッ

ト
磁

器
9.

9
器

厚
0.

3～
0.

4 
上

面
径

3.
9

外
・

内
：

10
Y8

/1（
灰

白
）染

付
　

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

組
み

物
の

蓋
付

碗
の

蓋
で

あ
る

。
わ

ず
か

に
緑

色
が

か
っ

た
透

明
度

の
高

い
釉

薬
で

仕
上

げ
る

。
ほ

ぼ
全

面
に

施
釉

す
る

が
、

高
台

端
部

は
釉

は
ぎ

。
口

縁
部

に
釉

が
及

ば
ず

露
胎

す
る

部
分

あ
り

。
1

―
緻

密

3.
2

や
や

不
良（

焼
成

温
度

が
高

す
ぎ

、仕
上

が
り

に
不

具
合

の
生

じ
る

も
の

あ
り

）

4
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

碗
碗

磁
器

10
.3

器
厚

0.
3～

0.
7

外
・

内
：

10
Y8

/1（
灰

白
）染

付
　

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

同
じ

模
様

の
も

の
が

数
個

体
あ

り
。

絵
付

け
は

ど
れ

も
勢

い
の

あ
る

筆
致

で
、

遜
色

な
い

が
、

内
面

の
雷

紋
は

、
仕

上
が

り
に

個
体

差
あ

り
。

内
面

に
は

飛
び

散
っ

た
呉

須
の

シ
ミ

が
若

干
認

め
ら

れ
る

。
ほ

ぼ
全

面
に

施
釉

す
る

が
、

高
台

内
面

に
釉

が
及

ば
ず

露
胎

す
る

部
分

の
あ

る
も

の
が

認
め

ら
れ

る
。

畳
付

は
釉

は
ぎ

。
焼

成
温

度
が

高
い

た
め

、
釉

の
表

面
が

気
泡

が
入

っ
た

よ
う

に
な

っ
て

い
る

も
の

あ
り

。

1
4.

0
緻

密

6.
3

良
好

― 85 ―

表
13
　
遺
物
観
察
表
（
13
）



Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

15
－

１

5
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

碗
碗

磁
器

10
.8

器
厚

0.
25

～
0.

45

外
・

内
：

5B
7/

1（
明

青
灰

）染
付

　
断

：
N

8/
　（

灰
白

）
内

外
面

と
も

透
明

度
の

高
い

薄
い

化
粧

釉
で

仕
上

げ
る

が
、

畳
付

は
露

胎
。

内
面

に
絵

付
け

の
際

に
つ

い
た

呉
須

の
シ

ミ
が

点
在

す
る

の
に

加
え

、
口

縁
部

に
一

部
、

焼
け

ひ
ず

み
が

生
じ

て
い

る
。

同
じ

模
様

の
も

の
が

他
に

１
点

あ
り

、
組

み
物

と
み

ら
れ

る
。

1
4.

3
緻

密

6.
0

や
や

不
良（

焼
成

温
度

が
高

す
ぎ

、仕
上

が
り

に
や

や
不

具
合

が
生

じ
る

）

6
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

鉢
鉢

陶
器

13
.6

器
厚

0.
3～

0.
7

外
・

内
・

断
：

2.
5Y

8/
4（

淡
黄

）
淡

黄
緑

色
の

半
透

明
の

釉
薬

を
内

外
面

と
も

に
施

釉
す

る
が

、
畳

付
は

釉
は

ぎ
。

口
縁

部
か

ら
底

部
に

む
け

て
釉

薬
が

垂
れ

て
い

る
。

見
込

み
の

部
分

は
釉

薬
に

細
か

い
亀

裂
が

生
じ

て
い

る
。

0.
7

5.
6

緻
密

3.
7

良
好

7
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

蓋
蓋

付
碗

の
 

蓋
磁

器
10

.2
器

厚
0.

2～
0.

55
 

上
面

径
4.

0

外
・

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）染

付
高

台
内

部
に

わ
ず

か
に

呉
須

の
シ

ミ
が

あ
る

が
、

絵
付

け
の

仕
上

が
り

は
良

好
で

あ
る

。
焼

成
温

度
が

高
か

っ
た

た
め

か
、

絵
付

け
の

釉
薬

に
若

干
気

泡
状

の
小

さ
な

穴
が

生
じ

て
い

る
。

0.
9

―
緻

密

2.
7

や
や

不
良（

焼
成

温
度

が
高

温
に

な
り

す
ぎ

た
き

ら
い

あ
り

）

8
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

碗
湯

飲
み

 
も

し
く

は
 

猪
口

磁
器

6.
6

器
厚

0.
15

～
0.

4

外
・

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）染

付
同

じ
模

様
の

も
の

が
４

個
体

あ
り

、
組

み
物

と
み

ら
れ

る
。

個
体

に
よ

り
、

呉
須

の
濃

さ
に

若
干

差
が

あ
り

、
す

べ
て

同
じ

絵
付

け
職

人
が

描
い

た
も

の
で

は
な

い
か

も
し

れ
な

い
。

そ
れ

ぞ
れ

、
内

面
に

偶
発

的
に

つ
い

た
呉

須
の

汚
れ

が
生

じ
て

い
る

。
0.

85
3.

0
緻

密

4.
7

良
好

9
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

石
製

品
硯

―
長

さ
15

.2
 

幅
7.

5 
残

存
厚

2.
1

―
表

面
は

も
と

か
ら

造
り

出
さ

れ
て

い
た

機
能

面
で

、
裏

面
は

使
用

者
が

後
か

ら
加

工
し

て
作

っ
た

機
能

面
と

み
ら

れ
る

。
表

面
は

よ
く

使
い

こ
ま

れ
て

お
り

、
墨

を
す

る
部

分
が

磨
滅

し
て

ゆ
る

や
か

に
く

ぼ
ん

で
い

る
。

0.
9

― ―

10
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

土
板

石
板

の
 

代
用

品
土

師
質

欠
損

残
存

最
大

長
8.

8 
残

存
最

大
幅

4.
3 

残
存

最
大

厚
0.

45

外
：

5Y
4/

1（
灰

）　
断

：
5Y

5/
1（

灰
）

平
坦

面
は

凹
凸

を
残

さ
な

い
よ

う
に

丁
寧

に
ミ

ガ
キ

、
黒

色
の

塗
料

を
薄

く
塗

布
し

て
表

面
を

さ
ら

に
滑

ら
か

に
し

た
と

み
ら

れ
る

。
塗

料
は

大
部

分
が

剥
落

し
、

痕
跡

が
残

る
の

み
。

使
用

痕
と

み
ら

れ
る

傷
が

多
数

み
ら

れ
る

。
―

緻
密

良
好

11
14

－
１

　
９

区
４

土
坑

石
製

品
石

筆
―

残
存

最
大

長
3.

2  
残

存
最

大
径

0.
5

5Y
6/

1（
灰

）
素

材
は

滑
石

。
使

用
部

が
残

存
す

る
が

、
途

中
で

折
損

す
る

。
―

― ―

12
14

－
１

　
10

区
１

溝
蓋

土
瓶

の
蓋

陶
器

7.
8

器
厚

0.
2～

0.
5

外
：

2.
5Y

8/
2（

灰
白

）　
内

・
断

：
2.

5Y
8/

4（
淡

黄
）

写
真

は
Ｐ

Ｌ
15

－
２

に
掲

載
。

外
面

は
施

釉
す

る
が

、
内

面
は

無
釉

。
0.

25
―

緻
密

2.
6

良
好

13
14

－
１

　
10

区
１

溝
碗

碗
磁

器
10

.0
器

厚
0.

25
～

0.
45

外
：

5Y
7/

1（
灰

白
） 

2.
5Y

8/
3（

淡
黄

）　
 

内
：

5Y
8/

2（
灰

白
）　

断
：

5Y
8/

1（
灰

白
）　

写
真

は
Ｐ

Ｌ
15

－
２

に
掲

載
。

底
部

外
面

は
無

釉
だ

が
、

そ
れ

以
外

は
施

釉
。

半
透

明
の

化
粧

釉
に

は
細

か
い

亀
裂

が
入

る
。

0.
4

3.
0

緻
密

3.
8

良
好

15
－

２
14

14
－

１
　

９
区

４
土

坑
瓦

桟
瓦

瓦
残

存
最

大
長

21
.1

 
残

存
最

大
幅

13
.1

5 
弦

弧
厚

1.
70

凹
・

凸
：

N
5/

　（
灰

）　
断

：
7.

5Y
8/

1（
灰

白
）

外
面

は
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
調

整
に

よ
り

表
面

な
め

ら
か

で
、

金
属

質
な

光
沢

を
帯

び
る

。
端

面
に

解
読

で
き

な
い

刻
印

あ
り

。
内

面
は

粗
い

ナ
デ

調
整

で
、

コ
ビ

キ
痕

残
る

。
0.

3
密 良

好

16

1
13

－
１

　
１

区
第

２
層

鉢
片

口
鉢

陶
器

復
元

口
径

14
.4

外
：

7.
5Y

R4
/2（

灰
褐

）　
内

：
7.

5Y
R3

/3（
暗

褐
）　

 
断

：
N

8/
　（

灰
白

）
底

部
か

ら
体

部
に

か
け

て
、

内
外

面
と

も
に

う
す

く
鉄

錆
色

の
釉

薬
を

施
す

が
、

口
縁

部
は

露
胎

。
片

口
の

取
付

部
分

で
釉

薬
が

剥
げ

て
い

る
。

体
部

外
面

に
ト

ビ
ガ

ン
ナ

で
施

文
。

0.
2

欠
損

緻
密

残
存

高
5.

9
良

好

2
13

－
１

　
１

区
機

械
掘

削
碗

碗
磁

器
復

元
口

径
10

.2
外

・
内

：
7.

5G
Y8

/1（
明

緑
灰

）　
断

：
N

9/
　（

白
）

内
外

面
と

も
透

明
の

薄
い

化
粧

釉
を

施
す

が
、

畳
付

は
露

胎
。

外
面

に
唐

草
紋

を
絵

付
け

す
る

。
0.

3
3.

9
緻

密
4.

8
良

好

3
13

－
１

　
１

区
機

械
掘

削
壺

花
入

れ
か

陶
器

復
元

口
径

13
.0

外
：

2.
5Y

7/
4（

浅
黄

）　
 

内
：

2.
5Y

7/
4（

浅
黄

） 
2.

5Y
8/

4（
淡

黄
）　

 
断

：
2.

5Y
8/

4（
淡

黄
）

内
面

の
体

部
上

半
と

外
面

に
施

釉
。

口
縁

部
と

内
面

下
半

部
は

露
胎

。
外

面
に

絵
付

け
す

る
。

0.
13

欠
損

緻
密

残
存

高
6.

4
良

好

4
13

－
１

　
１

区
機

械
掘

削
碗

碗
磁

器
復

元
口

径
10

.0
外

・
内

：
2.

5G
Y8

/1（
灰

白
）　

断
：

N
9/

　（
白

）
内

外
面

と
も

透
明

の
化

粧
釉

を
施

す
。

外
面

に
絵

付
け

す
る

。
0.

3
欠

損
緻

密
欠

損
良

好
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表
14
　
遺
物
観
察
表
（
14
）



Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

16

5
13

－
１

　
１

区
機

械
掘

削
瓦

鬼
瓦

瓦
残

存
幅

26
.6

外
・

内
：

N
4/

　（
灰

）　
断

：
N

7/
　（

灰
白

）
外

面
は

お
お

む
ね

丁
寧

な
ナ

デ
調

整
で

仕
上

げ
る

。
鬼

の
顔

は
へ

ら
状

の
工

具
を

用
い

て
表

現
し

て
い

る
が

、
頭

髪
は

棒
状

の
工

具
で

、
点

を
打

つ
よ

う
に

し
て

描
い

て
い

る
。

内
面

は
余

分
な

粘
土

を
か

き
取

っ
た

後
、

ユ
ビ

オ
サ

エ
か

。
0.

9
残

存
長

16
.7

密
最

大
厚

3.
1

良
好

6
13

－
１

　
１

区
機

械
掘

削
鉢

向
付

鉢
陶

磁
器

復
元

口
径

10
.8

外
・

内
：

5Y
R3

/6（
暗

赤
褐

）　
 

断
：

10
YR

7/
3（

に
ぶ

い
黄

橙
）

内
外

面
と

も
施

釉
す

る
。

釉
薬

は
油

滴
状

の
光

沢
を

帯
び

る
。

0.
1

欠
損

緻
密

残
存

高
3.

3
良

好

7
13

－
１

　
１

区
撹

乱
碗

碗
磁

器
欠

損
内

：
5B

7/
1（

明
青

灰
）　

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

内
外

面
と

も
施

釉
。

体
部

外
面

に
絵

付
け

あ
り

。
高

台
外

面
に

圏
線

あ
り

。
0.

15
欠

損
緻

密
5.

8
良

好

8
13

－
１

　
１

区
機

械
掘

削
蓋

蓋
付

碗
の

 
蓋

磁
器

復
元

口
径

8.
6

外
・

内
：

7.
5G

Y8
/1（

明
緑

灰
）　

断
：

N
9/

　（
白

）
内

外
面

と
も

透
明

の
化

粧
釉

を
施

す
が

、
高

台
端

面
の

み
露

胎
。

内
外

面
と

も
絵

付
し

、
見

込
み

に
こ

ん
に

ゃ
く

印
判

を
入

れ
る

。
0.

8
3.

6
緻

密
2.

95
良

好

9
13

－
１

　
１

区
機

械
掘

削
蓋

蓋
磁

器
復

元
口

径
8.

0
外

・
内

：
5B

7/
1（

明
青

灰
）　

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

内
外

面
と

も
透

明
の

化
粧

釉
を

施
す

。
内

外
面

と
も

に
絵

付
け

す
る

。
0.

4
復

元
上

面
径

4.
2

緻
密

3.
1

良
好

17

1
13

－
１

　
１

区
第

２
層

壺
花

入
れ

か
陶

器
復

元
口

径
11

.0
外

：
2.

5Ｙ
8/

3（
淡

黄
）　

内
･断

：
2.

5Ｙ
6/

3（
に

ぶ
い

黄
）　

外
面

と
体

部
内

面
は

施
釉

す
る

が
、

口
縁

か
ら

頸
部

に
か

け
て

の
内

面
は

無
釉

。
外

面
に

草
と

水
を

イ
メ

ー
ジ

し
た

よ
う

な
絵

つ
け

あ
り

。
0.

15
欠

損
緻

密
残

存
高

　
9.

1
良

好

2
13

－
１

　
１

区
第

２
層

壺
掛

け
花

入
れ

陶
器

4.
8

外
：

10
Ｙ

Ｒ
7/

2（
に

ぶ
い

黄
橙

） 
7.

5Ｙ
Ｒ

4/
4（

褐
）　

 
内

：
7.

5Ｙ
Ｒ

6/
3（

に
ぶ

い
褐

）　
 

断
：

7.
5Ｙ

Ｒ
7/

1（
明

褐
灰

）

体
部

上
半

に
穿

孔
が

１
カ

所
あ

り
。

内
外

面
と

も
ロ

ク
ロ

な
で

で
仕

上
げ

る
。

自
然

釉
が

か
か

っ
て

い
る

部
分

あ
り

。
特

に
体

部
上

半
は

う
っ

す
ら

と
光

沢
を

帯
び

る
。

0.
1

欠
損

緻
密

残
存

高
12

.5
良

好

3
13

－
１

　
１

区
第

２
層

石
製

品
硯

―
最

大
長

15
.1

 
最

大
幅

6.
5 

最
大

厚
1.

7

2.
5Ｇ

Ｙ
4/

1（
暗

オ
リ

ー
ブ

灰
）

表
面

は
も

と
か

ら
つ

く
ら

れ
て

い
た

機
能

面
で

、
使

用
痕

が
顕

著
。

裏
面

は
使

用
者

が
自

ら
削

っ
て

造
り

出
し

た
と

み
ら

れ
る

面
で

、
炭

壺
に

あ
た

る
部

分
に

わ
ず

か
に

朱
墨

が
残

る
。

裏
面

の
研

磨
は

大
雑

把
で

、
全

体
に

石
目

が
残

る
。「

高
嶋

石
」

の
字

は
使

用
者

が
彫

り
付

け
た

も
の

と
み

ら
れ

、
字

が
か

す
れ

気
味

で
あ

る
。

高
島

石
と

呼
ば

れ
る

虎
斑

石
を

使
用

し
て

い
る

。

0.
95

緻
密

―

4
13

－
１

　
１

区
第

２
層

瓦
道

具
瓦

瓦
直

径
7.

0  
外

縁
幅

1.
4～

1.
6

外
・

内
：

Ｎ
2/

　（
黒

）　
断

：
2.

5Ｙ
8/

2（
灰

白
）

丁
寧

な
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

調
整

で
仕

上
げ

て
お

り
、

金
属

質
の

光
沢

を
留

め
る

。
0.

1
緻

密
良

好

5
13

－
１

　
１

区
第

２
層

瓦
道

具
瓦

瓦
直

径
7.

8  
外

縁
幅

1.
5 

外
縁

高
0.

9

外
・

内
：

10
Ｙ

2/
1（

黒
）　

断
：

10
Ｙ

6/
1（

灰
）

丁
寧

な
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

調
整

で
仕

上
げ

て
お

り
、

金
属

質
の

光
沢

を
留

め
る

。
0.

1
緻

密
良

好

6
13

－
１

　
１

区
第

２
層

瓦
軒

丸
瓦

瓦
復

元
径

13
.6

 
外

縁
幅

2.
15

 
外

縁
高

0.
7

外
・

内
：

Ｎ
4/

　（
灰

）　
断

：
Ｎ

8/
　（

灰
白

）
外

面
は

ナ
デ

調
整

。
瓦

当
の

外
縁

は
縁

辺
部

を
ヨ

コ
方

向
の

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
調

整
で

仕
上

げ
る

。
内

面
に

は
布

目
と

コ
ビ

キ
の

痕
跡

が
残

る
。

―
密 良

好

7
13

－
１

　
１

区
第

２
層

甕
甕

陶
磁

器
復

元
口

径
20

.0
外

・
内

：
7.

5Ｒ
2/

2（
極

暗
赤

褐
）　

 
断

：
7.

5Ｒ
4/

4（
に

ぶ
い

赤
）

内
外

面
と

も
施

釉
。

外
面

胴
部

に
線

状
に

釉
薬

が
は

が
れ

て
い

る
部

分
あ

り
。

0.
13

欠
損

緻
密

残
存

高
15

.2
良

好

18

1
13

－
１

　
１

区
第

２
層

蓋
蓋

付
碗

の
 

蓋
磁

器
9.

4
外

・
内

：
5G

Y8
/1（

灰
白

）　
断

：
N

8/
　（

灰
白

）
高

台
内

に
銘

あ
り

。
内

外
綿

と
も

に
絵

付
け

し
、ほ

ぼ
全

面
に

施
釉

。
釉

薬
は

透
明

。
畳

付
は

露
胎

。
0.

9
3.

6
緻

密
3.

0
良

好

2
13

－
１

　
１

区
第

２
層

碗
広

東
碗

磁
器

欠
損

外
・

内
：

5G
Y7

/1（
明

オ
リ

ー
ブ

灰
）　

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

内
外

綿
と

も
に

絵
付

け
し

、
ほ

ぼ
全

面
に

施
釉

。
釉

薬
は

透
明

。
畳

付
に

離
れ

砂
付

着
0.

2
残

存
高

6.
0

緻
密

8.
6

良
好
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表
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Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

18

3
13

－
１

　
１

区
第

２
層

碗
碗

磁
器

9.
4

外
・

内
：

5G
Y8

/1（
灰

白
）　

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

外
面

と
見

込
み

に
絵

付
け

。
ほ

ぼ
全

面
に

施
釉

。
釉

薬
は

透
明

。
畳

付
は

露
胎

。
0.

25
4.

2
緻

密
5.

6
良

好

4
13

－
１

　
１

区
第

２
層

皿
小

皿
磁

器
8.

4
外

・
内

・
断

：
N

8/
　（

灰
白

）
ほ

ぼ
全

面
に

施
釉

。
口

縁
端

部
に

鉄
錆

色
の

釉
を

施
す

が
、

そ
れ

以
外

は
透

明
釉

。
畳

付
は

露
胎

。
0.

8
5.

2
緻

密
2.

1
良

好

5
13

－
１

　
１

区
第

２
層

鉢
大

鉢
磁

器
 

ガ
ラ

ス
質

欠
損

外
・

内
・

断
：

N
8/

　（
灰

白
）

外
面

の
み

唐
草

紋
を

絵
付

け
す

る
。

ほ
ぼ

全
面

に
施

釉
。

釉
薬

は
透

明
だ

が
、薄

い
。

高
台

外
面

に
圏

線
あ

り
。

畳
付

は
露

胎
。

0.
2

7.
2

緻
密

残
存

高
4.

5
良

好

6
13

－
１

　
１

区
第

２
層

蓋
蓋

付
碗

の
 

蓋
磁

器
10

.2
外

・
内

・
断

：
10

YR
8/

1（
灰

白
）

内
外

綿
と

も
に

絵
付

け
し

、
ほ

ぼ
全

面
に

施
釉

。
釉

薬
は

透
明

。
0.

2
欠

損
緻

密
残

存
高

2.
4

良
好

7
13

－
１

　
１

区
第

２
層

碗
碗

磁
器

復
元

口
径

9.
6

断
：

Ｎ
8/

　（
灰

白
）

化
粧

釉
は

半
透

明
の

ガ
ラ

ス
質

。
内

面
は

無
紋

で
、外

面
に

草
花

紋
を

絵
付

け
す

る
。

高
台

外
面

に
圏

線
あ

り
。

見
込

み
に

ト
チ

ン
跡

あ
り

。
0.

3
4.

0
緻

密
4.

8
良

好

8
13

－
１

　
１

区
第

２
層

燈
明

皿
照

明
具

磁
器

復
元

口
径

11
.2

外
・

断
：

2.
5Y

7/
2（

灰
黄

）　
内

：
5Y

6/
2（

灰
オ

リ
ー

ブ
）

口
縁

部
か

ら
内

面
に

か
け

て
は

施
釉

す
る

が
、

体
部

か
ら

底
部

に
か

け
て

の
外

面
は

無
釉

。
無

釉
部

分
に

ロ
ク

ロ
ナ

デ
の

痕
跡

残
る

。
0.

25
復

元
底

径
4.

1
緻

密
2.

4
良

好

9
13

－
１

　
１

区
第

２
層

燈
明

皿
照

明
具

土
師

器
復

元
口

径
7.

2
外

・
内

：
7.

5Y
R8

/8（
黄

橙
） 

7.
5Y

R6
/8（

橙
）  

断
：

7.
5Y

R8
/6（

浅
黄

橙
）

底
部

か
ら

口
縁

部
に

か
け

て
、

内
面

に
部

分
的

に
煤

付
着

。
底

部
外

面
に

糸
切

痕
あ

り
。

内
面

と
外

面
の

体
部

上
半

に
透

明
釉

（
柿

釉
）

を
施

す
。

ヨ
コ

ナ
デ

の
痕

跡
あ

り
。

0.
6

27
.0

緻
密

残
存

高
1.

0
良

好

10
13

－
１

　
１

区
第

２
層

鉢
擂

り
鉢

陶
器

復
元

口
径

43
.4

外
：

2.
5Ｙ

Ｒ
3/

2（
暗

赤
褐

）　
 

内
・

断
：

2.
5Ｙ

Ｒ
4/

6（
赤

褐
）

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
た

の
ち

、
内

外
面

に
施

釉
し

た
と

み
ら

れ
る

。

0.
1

欠
損

緻
密

残
存

高
4.

5
良

好

11
13

－
１

　
１

区
54

土
坑

鉢
直

口
の

 
向

付
鉢

磁
器

復
元

口
径

7.
7

外
・

内
：

10
Ｂ

Ｇ
7/

1（
明

青
灰

）　
断

：
5Ｙ

8/
1（

灰
白

）
底

部
外

面
と

口
縁

部
内

面
は

露
胎

。
体

部
外

面
に

赤
絵

（
色

絵
）

を
施

す
。

0.
5

復
元

底
径

7.
8

緻
密

4.
65

良
好

12
13

－
１

　
１

区
  

４
土

坑
碗

猪
口

磁
器

復
元

口
径

5.
6

外
・

内
・

断
：

Ｎ
8/

　（
灰

白
）

内
外

面
と

も
透

明
の

化
粧

釉
を

施
す

が
、

畳
付

の
み

露
胎

。
外

面
に

絵
付

け
す

る
。

0.
25

1.
8

緻
密

2.
6

良
好

13
13

－
１

　
１

区
17

土
坑

碗
猪

口
磁

器
復

元
口

径
6.

4
外

・
内

：
5Ｂ

7/
1（

明
青

灰
）　

断
：

Ｎ
8/

　（
灰

）
内

外
面

と
も

透
明

の
化

粧
釉

を
施

す
が

、、
畳

付
に

は
離

れ
砂

が
付

着
す

る
。

外
面

に
絵

付
け

す
る

。
0.

3
2.

4
緻

密
2.

8
良

好

19

1
13

－
１

　
１

区
54

土
坑

瓦
平

瓦
瓦

残
存

最
大

長
15

.5
 

残
存

最
大

幅
20

.8
 

弦
弧

厚
3.

2

凹
・

凸
：

2.
5Ｙ

2/
1（

黒
） 

2.
5Ｙ

7/
1（

灰
白

）　
 

断
：

2.
5Ｙ

6/
1（

黄
灰

）
写

真
は

Ｐ
Ｌ

17
に

掲
載

。
側

面
に

「
納

瓦
清

（
？

）」
の

刻
印

あ
り

。
丁

寧
な

ナ
デ

調
整

で
仕

上
げ

て
お

り
、

両
面

と
も

金
属

質
の

光
沢

を
留

め
る

。
0.

2
緻

密
良

好

2
13

－
１

　
１

区
54

土
坑

瓦
丸

瓦
瓦

残
存

最
大

長
14

.0
 

残
存

最
大

幅
13

.8
 

厚
2.

0

凹
・

凸
：

Ｎ
4/

　（
灰

）　
断

：
Ｎ

7/
　（

灰
）

外
面

は
ナ

デ
調

整
。

内
面

に
は

幅
５

㎜
強

の
棒

状
の

内
叩

き
痕

が
ほ

ぼ
等

間
隔

に
残

る
。

0.
2

緻
密

良
好

3
13

－
１

　
１

区
第

２
層

火
鉢

脚
付

火
鉢

土
師

質
欠

損
外

・
内

・
断

：
5Ｙ

Ｒ
7/

6（
橙

）
内

外
面

と
も

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

と
み

ら
れ

る
。

高
台

の
付

け
根

に
、

貫
通

し
て

い
な

い
穿

孔
が

１
個

残
存

す
る

。
内

面
に

部
分

的
に

黒
斑

あ
り

。
器

面
調

整
は

内
面

の
方

が
て

い
ね

い
。

0.
05

15
.0

緻
密

残
存

高
6.

2
良

好
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Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
．

遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

19

4
13

－
１

　
１

区
第

２
層

焜
炉

焜
炉

土
師

質
復

元
口

径
16

.5
外

・
内

：
10

Ｙ
Ｒ

8/
6（

黄
橙

）　
 

断
：

7.
5Ｙ

Ｒ
8/

6（
浅

黄
橙

）
口

縁
部

と
外

面
は

横
方

向
の

ケ
ズ

リ
。

内
面

は
ロ

ク
ロ

ナ
デ

で
仕

上
げ

る
。

体
部

外
面

は
剥

落
し

て
い

る
よ

う
に

も
み

え
る

。
口

縁
端

部
に

薄
く

炭
付

着
。

0.
15

欠
損

緻
密

残
存

高
4.

0
良

5
13

－
１

　
１

区
第

２
層

火
鉢

火
鉢

土
師

質
復

元
口

径
21

.6
外

・
内

・
断

：
5Ｙ

Ｒ
6/

6（
橙

）
内

外
面

と
も

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

。
外

面
に

は
ほ

ぼ
等

間
隔

に
縦

方
向

の
ミ

ガ
キ

が
認

め
ら

れ
る

。
内

面
に

わ
ず

か
に

黒
斑

あ
り

。
0.

05
欠

損
緻

密
残

存
高

5.
7

良
好

6
14

－
１

　
13

区
第

１
－

２
層

瓦
平

瓦
瓦

残
存

長
23

.9
 

残
存

幅
14

.2
 

厚
1.

8

外
・

内
：

N
4/

　（
灰

）　
断

：
7.

5Ｙ
8/

1（
灰

白
）

外
面

は
丁

寧
な

ナ
デ

も
し

く
は

ミ
ガ

キ
調

整
に

よ
り

若
干

光
沢

を
帯

び
る

。
内

面
は

雑
な

ナ
デ

に
よ

り
ざ

ら
つ

く
。

カ
キ

メ
と

線
刻

あ
り

。
端

面
に

刻
印

あ
り

。
0.

4
密 良

好

7
13

－
１

　
１

区
第

２
層

瓦
軒

丸
瓦

瓦
外

縁
高

0.
8  

瓦
当

厚
1.

4 
外

縁
幅

2.
15

外
：

2.
5Ｙ

3/
1（

黒
褐

） 
2.

5Y
7/

2（
灰

黄
）　

 
内

：
2.

5Ｙ
3/

1（
黒

褐
） 

2.
5Y

7/
6（

明
黄

褐
）　

 
断

：
2.

5Y
7/

1（
灰

白
）

外
面

と
瓦

当
外

縁
は

丁
寧

な
ナ

デ
も

し
く

は
ミ

ガ
キ

に
よ

り
表

面
は

な
め

ら
か

。
内

面
は

雑
な

ナ
デ

で
仕

上
げ

、
棒

状
の

内
叩

き
痕

が
残

る
。

瓦
当

文
様

は
明

瞭
。

0.
6

緻
密

良
好

20

1
13

－
１

　
１

区
67

土
坑

鉢
す

り
鉢

陶
器

41
.7

器
厚

1.
0～

1.
8

外
・

内
：

10
R4

/3（
赤

褐
）　

 
断

：
10

R4
/2（

灰
褐

） 
10

R4
/1（

暗
赤

灰
）

焼
け

歪
ん

で
お

り
、

口
縁

部
は

ゆ
る

や
か

に
波

打
っ

て
い

る
。

底
部

に
焼

成
後

の
穿

孔
が

１
カ

所
あ

り
。

口
縁

部
か

ら
体

部
外

面
は

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

が
、

ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

と
粘

土
接

合
部

の
痕

跡
が

残
る

。
1

17
.9

緻
密

18
.3

良
好

2
13

－
１

　
１

区
67

土
坑

鉢
脚

付
火

鉢
土

師
質

復
元

口
径

28
.0

器
厚

0.
9

外
：

7.
5Y

R6
/6（

橙
）　

内
・

断
：

5Y
R6

/6（
橙

）
三

脚
の

火
鉢

と
み

ら
れ

る
が

、
体

部
下

半
部

は
欠

損
す

る
。

全
体

に
被

熱
し

て
お

り
、

赤
色

化
と

磨
滅

が
顕

著
。

内
面

に
は

オ
サ

エ
の

痕
跡

が
顕

著
で

、
う

っ
す

ら
と

黒
色

化
す

る
。

外
面

は
ミ

ガ
キ

調
整

で
仕

上
げ

る
と

み
ら

れ
る

が
、磨

滅
に

よ
り

、
不

明
瞭

。
0.

05
復

元
底

径
25

.2
密

口
縁

残
存

高
8.

9  
底

部
残

存
高

3.
8

良
好

3
13

－
１

　
１

区
44

土
坑

鉢
す

り
鉢

陶
器

39
.5

器
厚

1.
0～

1.
4

外
：

10
R3

/4（
暗

赤
）　

内
：

2.
5Y

R3
/4（

暗
赤

褐
）　

 
断

：
2.

5Y
R5

/6（
明

赤
褐

） 
2.

5Y
R3

/1（
暗

赤
灰

）
底

部
に

焼
成

後
の

穿
孔

が
１

カ
所

あ
り

。
口

縁
部

か
ら

体
部

外
面

は
ロ

ク
ロ

ナ
デ

で
仕

上
げ

る
が

、
体

部
外

面
に

若
干

ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

の
痕

跡
残

る
。

底
部

は
ナ

デ
調

整
で

し
あ

げ
る

と
み

ら
れ

る
。

0.
95

18
.3

緻
密

15
.7

良
好

4
14

－
１

　
13

区
１

土
坑

碗
碗

磁
器

復
元

口
径

11
.4

器
厚

0.
25

～
0.

65
外

：
N

8/
　（

灰
白

）　
内

・
断

：
N

8/
　（

灰
白

）
外

面
に

施
さ

れ
た

緑
釉

は
比

較
的

厚
み

が
あ

り
、

透
明

度
が

高
い

。
内

面
と

、
高

台
内

面
は

透
明

の
化

粧
釉

で
仕

上
げ

る
。

内
面

は
絵

付
け

な
し

。
0.

25
3.

6
緻

密
4.

8
良

好

5
14

－
１

　
13

区
１

土
坑

瓶
小

瓶
陶

器
2.

2
器

厚
0.

35
～

0.
85

外
・

内
：

2.
5Y

8/
1（

灰
白

）染
付

　
 

断
：

10
YR

8/
3（

浅
黄

橙
）

口
縁

部
に

１
カ

所
、

か
け

つ
ぎ

を
す

る
。

そ
の

部
分

に
漆

を
塗

っ
た

痕
跡

あ
り

。
絵

付
け

の
後

に
用

い
た

、
や

や
白

濁
し

た
化

粧
釉

に
は

細
か

い
亀

裂
が

入
る

。
ほ

ぼ
全

面
に

施
釉

す
る

が
、

底
部

外
面

は
無

釉
。

回
転

糸
切

の
後

、
か

る
く

ナ
デ

調
整

を
施

す
。

1
3.

3
緻

密
4.

3
良

好

6
13

－
１

　
１

区
67

土
坑

礫
―

砂
岩

系
の

石
材

。
67

土
坑

で
検

出
し

た
甕

の
内

部
か

ら
出

土
。

―

21
－

１

1
13

－
１

　
１

区
１

号
墳

蓋
杯

蓋
須

恵
器

11
.4

外
・

内
・

断
：

N
7/

　（
灰

白
）

外
面

は
天

井
部

に
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

を
施

す
が

、
そ

れ
以

外
の

部
分

は
ロ

ク
ロ

ナ
デ

で
仕

上
げ

る
。

内
面

天
井

部
に

、「
一

」
字

状
の

ナ
デ

あ
り

。
0.

6
―

緻
密

3.
7

良
好

2
13

－
１

　
１

区
第

２
層

以
下

壺
は

そ
う

か
須

恵
器

復
元

口
径

8.
0

外
・

内
・

断
：

5P
B7

/1（
明

青
灰

）
口

縁
部

の
み

残
存

。
内

外
面

と
も

ロ
ク

ロ
ナ

デ
で

仕
上

げ
る

。
0.

1
欠

損
密

残
存

高
1.

10
良

好

3
13

－
１

　
１

区
１

号
墳

周
溝

埴
輪

円
筒

埴
輪

土
師

質
欠

損
器

厚
0.

7～
1.

1
外

・
断

：
7.

5Y
R8

/6（
浅

黄
橙

）　
内

：
7.

5Y
R7

/6（
橙

）
２

段
目

の
途

中
ま

で
復

元
で

き
た

。
１

段
目

に
下

弦
の

半
円

形
の

透
か

し
が

、
２

カ
所

認
め

ら
れ

た
。

外
面

に
は

部
分

的
に

縦
方

向
の

ハ
ケ

メ
が

残
存

す
る

。
内

面
は

強
い

縦
方

向
の

ナ
デ

と
、

板
ケ

ズ
リ

で
調

整
し

た
と

み
ら

れ
る

が
、

粘
土

の
接

合
痕

と
オ

サ
エ

の
痕

跡
が

残
る

。

0.
2

20
.3

や
や

密
残

存
高

24
.0

良
好

4
13

－
１

　
１

区
１

号
墳

周
溝

埴
輪

形
象

埴
輪

土
師

質
欠

損
器

厚
0.

7～
1.

5

外
：

10
YR

7/
6（

明
黄

褐
） 

10
YR

5/
1（

褐
灰

）　
 

内
：

7.
5Y

R5
/1（

褐
灰

） 
7.

5Y
R6

/6（
橙

）　
 

断
：

10
YR

7/
6（

明
黄

褐
）

平
面

形
は

楕
円

形
で

、
横

か
ら

み
た

輪
郭

は
丸

み
を

帯
び

る
。

形
象

埴
輪

と
み

ら
れ

る
が

、
何

を
形

ど
っ

た
も

の
か

は
不

明
。

円
形

の
透

か
し

孔
穴

が
２

カ
所

確
認

で
き

る
。

外
面

は
タ

テ
ハ

ケ
、

内
面

は
強

い
ナ

デ
で

調
整

す
る

。
―

欠
損

や
や

密
残

存
高

13
.5

良
好
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Ｐ
Ｌ

　
Ｎ

ｏ
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遺
物

掲
載

N
o.

地
区

遺
構

名
 

層
名

器
種

推
測

さ
れ

る
用

途
・

形
状

胎
質

口
径

そ
の

他
の

法
量

色
調

形
態

・
製

作
手

法
そ

の
他

残
存

率
高

台
径

・
底

径
胎

土
器

高
焼

成

21
－

2・
３

1
13

－
１

　
１

区
１

号
墳

埴
輪

円
筒

埴
輪

土
師

質
復

元
口

径
38

.3
器

厚
0.

8～
外

・
内

・
断

：
7.

5Y
R7

/6（
橙

）

４
段

の
円

筒
埴

輪
。

逆
三

角
形

の
透

か
し

が
１

段
目

と
３

段
目

に
施

さ
れ

て
い

る
。

透
か

し
の

位
置

は
ほ

ぼ
同

じ
方

向
で

、
同

じ
段

で
は

対
面

に
２

カ
所

施
さ

れ
て

い
る

と
み

ら
れ

る
。

外
面

は
主

に
縦

方
向

の
ハ

ケ
メ

が
顕

著
だ

が
、

所
ど

こ
ろ

横
方

向
の

ハ
ケ

メ
が

の
ぞ

く
。

内
面

は
主

に
斜

め
方

向
に

丁
寧

な
ナ

デ
を

施
す

が
、

所
ど

こ
ろ

に
粘

土
紐

の
接

合
痕

が
認

め
ら

れ
る

。
線

刻
で

バ
ッ

テ
ン

を
つ

け
、

そ
の

交
点

部
分

に
、

小
さ

な
円

形
の

透
か

し
を

入
れ

た
破

片
や

、
内

面
に

線
刻

を
施

し
た

破
片

が
、

こ
の

個
体

に
類

似
す

る
が

、
接

合
部

分
が

な
か

っ
た

た
め

、
断

定
で

き
な

か
っ

た
。

0.
5

19
.6

や
や

密
57

.0
良

好

2
13

－
１

　
１

区
１

号
墳

埴
輪

円
筒

埴
輪

土
師

質
32

.0
器

厚
0.

7～
1.

6
外

・
内

・
断

：
7.

5Y
R7

/6（
橙

）

４
段

の
円

筒
埴

輪
。

逆
三

角
形

と
円

形
の

透
か

し
が

、
１

段
目

と
３

段
目

に
施

さ
れ

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

透
か

し
の

位
置

は
、

ほ
ぼ

同
じ

方
向

で
、

同
じ

段
で

は
対

面
に

２
カ

所
に

穿
た

れ
て

い
る

と
み

ら
れ

る
。

口
縁

か
ら

下
端

部
に

至
る

ま
で

、
器

壁
の

厚
さ

は
そ

れ
ほ

ど
変

わ
ら

な
い

が
、

基
部

に
や

や
厚

み
を

も
た

せ
て

い
る

。
外

面
に

は
縦

方
向

の
細

か
い

ハ
ケ

メ
が

残
る

。
内

面
は

主
に

縦
方

向
に

ナ
デ

調
整

が
施

さ
れ

る
が

、
粘

土
の

つ
な

ぎ
目

や
オ

サ
エ

、
粘

土
紐

の
接

合
痕

が
み

ら
れ

る
。

0.
25

18
.5

や
や

密
57

.0
良

好

3
13

－
１

　
１

区
１

号
墳

埴
輪

円
筒

埴
輪

土
師

質
復

元
口

径
26

.5
器

厚
0.

9～
1.

25
外

・
内

・
断

：
7.

5Y
R6

/6（
橙

）
４

段
の

円
筒

埴
輪

。
逆

三
角

形
も

し
く

は
下

弦
の

半
円

形
の

透
か

し
が

、
１

段
目

と
３

段
目

に
施

さ
れ

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

透
か

し
の

位
置

は
、

相
互

に
や

や
ず

れ
て

い
る

。
口

縁
か

ら
下

端
部

に
至

る
ま

で
、

器
壁

の
厚

さ
は

そ
れ

ほ
ど

変
わ

ら
な

い
。

外
面

に
は

縦
方

向
の

細
か

い
ハ

ケ
メ

が
残

る
。

内
面

は
縦

方
向

に
強

い
ナ

デ
調

整
が

施
さ

れ
る

が
、

粘
土

の
つ

な
ぎ

目
や

オ
サ

エ
の

痕
跡

が
所

々
に

み
ら

れ
る

。

0.
2

復
元

底
径

21
.0

や
や

密
53

.0
良

好
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表
18
　
遺
物
観
察
表
（
18
）
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９

10７

13

11

２ ３

４
８

５

６

１

12
０ 20㎝(1：3)

PL１　14‐1　１区・４区　出土遺物

1

2 14 4・12 3

5 7

15 6 10 9

PL1　1 区・4区　出土遺物（1のみ 1区出土遺物）



― 92 ―

14

13

12

7６

11

３

10

５

４

２

９

１

８

０ 20㎝(1：3)

PL２－１　14‐1　４区　出土遺物（１）

1

4

2 3

38

5

6

13

16

18 17

12

15

11

19

14

PL2 － 1　14 － 1　4区　出土遺物（１）
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23

22

17

16

2015

18 19

21

０ 20㎝(1：3) 16～23：12土坑

20

21

39

22 25

23 40 41 42

PL2 － 2　14 － 1　4区　出土遺物（２）
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（原寸）

０ 20㎝(1：3)

０ 40㎝(1：6)

24・25・43：12土坑

24

25

43

PL2 － 3　14 － 1　4区　出土遺物（３）
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33・34：４区12土坑
26・31：５区17土坑
36・37：６区  1土坑
32：７区11溝

26

29

31

30

27

28 32

０ 20㎝(1：3)

PL２－４　14‐1　４区・５区・７区　出土遺物

33 34 44 26

35 29 27 28

36 37 32

PL2 － 4　14 － 1　4区・5区・7区　出土遺物
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10

９８

７

６

４

３

５

２

１

（原寸）

０ 20㎝(1：3)

PL３　14‐1　４区　出土瓦（刻印瓦含む）PL3　14 － 1　4区　出土瓦
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1・2：14－1　7区　第1－2層
3～9：14－1　8区　各遺構

１

８

９

７

５

４

６

３

２

1～6、8、9

7

０ 20㎝(1：3)

０ 40㎝(1：6)

PL４　 14‐1　７区・８区　出土瓦（１）
PL4　14 － 1　7区・8区　出土瓦
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1～３：60溝
4：59溝
5・6：132土坑
7・8：138土坑
9～11：143井戸

６

９

３

７
８

１

２

11

10４

５

０ 20㎝(1：3)

PL５　14‐1　８区　出土遺物（１）

7

9

5

6

3

10

112

4

8

1

PL5　14 － 1　8区　出土遺物（１）
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1～7：４土坑
8：60溝
9・11：12土坑
10：35ピット

11

10

５

３

７

４

６

２

９
８

１

０ 20㎝(1：3)

PL６　14‐1　８区　出土遺物（２）

11 1

2 3 4

5 6 7 9

810

PL6　14 － 1　8区　出土遺物（２）
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1：28土坑、2・3：39土坑、4～12：４土坑

８
９

11

12

６

５

４

１

２ ３

10

７

PL７　14‐1　８区　出土遺物（３）

０ 20㎝(1：3)

1 2 3 4

5

67 98

10 11 12

PL7　14 － 1　8区　出土遺物（３）
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３

５４

２

１

６

1：270土坑、2：204溝、３：222ピット
4：300土坑、5：203土坑、6：216土坑

5・6

1～4

０ 20㎝(1：3)

０ 40㎝(1：6)

PL８　14‐1　８区　出土遺物（４）

1

2

3 4

5 6

PL8　14 － 1　8区　出土遺物（４）
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４

６

３

２

１

５

1：280土坑
2：279土坑
3：165土坑
4：169土坑
5：234土坑
6：118土坑

1・2

3～6

０ 60㎝(1：9)

０ 40㎝(1：6)

PL９　 14‐1　８区　出土遺物（５）

1 3

4 5 6

PL9　14 － 1　8区　出土遺物（５）
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８

４

７

６

５

３

２

１

（原寸）

（原寸）

（原寸）

（原寸）

（原寸）

（原寸）

（原寸）

1・3：第１－１層
2：第１－２層
4：194溝
5：第１～２層
6：27溝

（原寸）

０ 20㎝(1：3)

PL10－１　14‐1　８区　出土刻印瓦PL10 － 1　14 － 1　8区　出土刻印瓦
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PL4-1

PL4-5

PL3-10 PL2-4-31

PL3-4 PL2-4-30 PL3-2

8 区　314 土坑

8区　300 土坑 8区　143 土坑

PL10 － 2　14 － 1　4区・5区・8区　出土瓦
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５
２

４

３

１

1～5：第１層

０ 20㎝(1：3)

PL11－１　14‐1　９区　出土遺物（１）

2

4

5

PL11 － 1　14 － 1区　9区　出土遺物（１）
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13

11

14

10 12

９８

７

６

６～８：１溝
９：45溝
10～13：3溝
14:75土坑

０ 20㎝(1：3)

PL11－２　14‐1　９区　出土遺物（２）

7 8 9

11

6

1

12

10

14

13

PL11 － 2　14 － 1　9区　出土遺物（２）
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拓本

７

５

３

４

６８

１

２

（原寸）

1～6：21土坑
7・8：22井戸

０ 20㎝(1：3)

PL12　14‐1　９区　出土遺物（３）

1 3 4

5

6

8

7

2

PL12　14 － 1　9区　出土遺物（３）
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３

５

４

２

１

１～５：４土坑
０ 20㎝(1：3)

PL13　14‐1　９区　出土遺物（４）

1 3

45

2

1 32

PL13　14 － 1　9区　出土遺物（４）
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４

５

３

７

６

２

１

１～７：４土坑０ 20㎝(1：3)

PL14　14‐1　９区　出土遺物（５）

PL14

1・2

5

6

７

PL14　14 － 1　9区　出土遺物（５）
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７

13

11

12

８

９

10

６

５

４

３

２

１

０ 20㎝(1：3)

PL15－１　14‐1　９区・10 区　出土遺物（１）

1 72 5

6

11

9 10

PL15 － 1　14 － 1　10 区　出土遺物（１）
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14

（原寸）

1・2・5・8：PL15-1の1・2・5・8と同じ
12・13：10区
14～21：9区4土坑

０ 20㎝(1：3)

PL15－２　14‐1　９区・10 区　出土遺物（２）

キャプションの仕上りは今の位置から左へ 2ミリ移動させて、画面中央に来るように配置してください。

8

3

4

5

7

13

12

PL15 － 2　14 － 1　10 区　出土遺物（２）（刻印瓦含む）
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９７

６

５

４

３

２

１

８

1：第2層
2～9 ：第1層もしくは攪乱

０ 20㎝(1：3)

PL16　13‐1　出土遺物（１）

1

3

4

5

6 8

2

97

PL16　13 － 1　出土遺物（１）
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７

３

２

６

４

５

１

1～7：第2層
０ 20㎝(1：3)

PL17 　13‐1　出土遺物（２）

6

1

3

4 5

2

7

PL19-1

PL17　13 － 1　出土遺物（２）
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10

９

13

12

７

８６

４

11

５

３２
１

1～10：第2層
11：54土坑
13：17土坑

０ 20㎝(1：3)

PL18　13‐1　出土遺物（３）

1

2

4

5

6

3

11 12

7

13

PL18　13 － 1　出土遺物（３）　
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７

６２

５

４

３

１
（原寸）

1・2：13－１　54土坑
３～５・７：13－１　第2層
６：14－１　13区

（原寸）

０ 20㎝(1：3)

PL19 　13‐1・14‐1　13 区　出土遺物（１）PL19　13 － 1・14 － 1　13 区　出土遺物（１）
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２１

５４

３

1～3：13－1
4・5：14－1－13区 4～6

1～3

０ 20㎝(1：3)

０ 40㎝(1：6)

PL20　13‐1・14‐1　13 区　出土遺物（２）

1 3 4

5

6

PL20　13 － 1・14 － 1　13 区　出土遺物（２）
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３

２１

４

1・2

3・4

０ 20㎝(1：3)

０ 40㎝(1：6)

PL21－１　13‐1　１区　出土古墳時代遺物（１）

1

3 4

2

PL21 － 1　13 － 1　1区　出土古墳時代遺物（１）
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1

3

2

2'

2"

PL21 － 2　13 － 1　1区　出土古墳時代遺物（２）



― 119 ―

３

２

１

０ 40㎝(1：6)

PL21－３　13‐1　１区　出土古墳時代遺物（３）PL21 － 3　13 － 1　1区　出土古墳時代遺物（３）



１．伯太藩の沿革

　伯太藩の概略は第１章でふれているが、ここで再度詳述したい。初代藩主の渡辺丹後守吉綱は、四代

将軍家綱に付属して、慶安３年（1650）に、江戸城西の丸小姓組の番頭、承応３年（1654）には御書

院の番頭、寛文元年（1661）7 月には側用人、同 11 月には大坂定番となった。大坂定番の着任と同

時に１万石の加増を受け、兄から受け継いだ武蔵国比企郡内などの 3500 余石とあわせて１万 3500 余

石を知行し、大名に取り立てられた。立藩した当初、藩の本拠地は武蔵国野本にあったため、野本藩と

呼ばれた。吉綱が寛文８年（1668）に大坂で、病気のため早世したため、息子の越中守方綱が家督を

継いだ。方綱は延宝 8 年（1680）に亡くなったが、嫡流がなかったため、親戚である尾張徳川家の家臣、

渡辺長綱の息子基綱が方綱の娘と婚姻し、同年その家督を継いだ。

　元禄 11 年（1698）に武蔵国にあった知行地が、近江国四郡に移されるとともに、藩の居所も和泉

国大鳥郡大庭寺に移り、大庭寺藩となった。元禄 14 年（1692）に基綱は大坂定番となり、享保 12 年

（1727）にはさらに藩の本拠地を大庭寺から和泉郡伯太村に移すこととなり、その結果、伯太藩が成立

した。

　伯太村に移った当初、諸般の事情により陣屋の造成に着手できず、伯太村の庄屋青木甚左衛門の屋敷

を仮陣屋とし、陣屋の造成後に藩主と家臣の一部が陣屋に居を定めた。ただこの際に造られた陣屋は、

周辺の村から古材等を集めて突貫工事で築造されたものであり、年数を経て老朽化が激しくなったこと、

家臣の一部はその間も周辺の村に仮住まいを続け、それが藩と村の双方にとって大きな負担になってい

たこと等から、明和７年（1770）に大規模な陣屋の改修が行われた。

　和泉国伯太に移ってからの国替はなく、越中守登綱、豊前守信綱、丹後守伊綱、越中守のち駿河守豪綱、

大学頭春綱、丹後守則綱を経て、丹後守章綱の時に明治２年（1869）の版籍奉還を迎え、廃藩置県に際し、　

旧藩邸が伯太県庁に転用された（註２）。それも明治４年（1871）に伯太県が堺県に併合され、伯太県

知事を務めていた旧藩主が東京に転居すると、政庁としての機能を失い、藩邸は取り壊されたとされる。

ただ明治６年５月１日から同年８月１日まで、旧伯太藩の政殿が仮校舎として使用されたという記述も

みられることから、この段階まで旧藩邸の一部が残存していた可能はある。

　廃藩置県後も、陣屋には伯太在住という名が付され、伯太村とは別村の形をとっていた。しかし旧藩

士の転居が続き、在住内の人口が減少したことから、明治 19 年には伯太村と統合されるにいたった。

２．伯太藩陣屋の復元と画期

Ａ．絵図や文献資料から読み取れる陣屋の変遷
　現存する伯太藩陣屋の絵図は３枚ある。「泉州伯太藩陣屋之図絵」〈大阪府立岸和田高等学校所蔵〉（図

54 －Ａ）と「和泉国泉北郡伯太御陣屋跡」〈大阪歴史博物館所蔵〉（図 54 －Ｂ）、「和泉国泉郡伯太元

陣屋図面」〈向山家文書〉である。「和泉国泉北郡伯太御陣屋跡」と「和泉国泉郡伯太元陣屋図面」は、

描かれている内容がほぼ等しく、前者の方が、家臣屋敷の配置や町割りの状況がより具体的に書き込ま

れている。したがって後者は前者をもとにして描かれた、陣屋の概略図とみることができるのではない
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かと考える。

　「和泉国泉北郡伯太御陣屋跡」には、明治初年の地方支配役である「民政所」が描かれていることから、

近代初頭に作成されたことがうかがえ、解体される以前の、後段階の陣屋の構造を具体的に把握できる

唯一の資料である。対して「泉州伯太藩陣屋之図絵」は、登綱の代に描かれたとみられることから、明

和７年の改修以前の、前段階の陣屋の様子をうかがうことのできる唯一の資料ととらえられる。

　ここではまず、これら２点の絵図をもとに、享保 12 年に大庭寺から伯太に陣屋が移ってから、明和

７年（1770）の改修が行われる直前までの陣屋（以下では前段階の陣屋と表記する）と、改修が行わ

れてから明治４年に伯太県が堺県に併合され、藩主の屋敷が解体されるまでの陣屋（以下では後段階の

陣屋と表記する）の比較を行いたい。

　これらの絵図は当然のことながら、現在の地形測量の手法で描かれたものではないため、書き手の主

観や心象風景により、実際の地形と比較すると、距離や方位にゆがみを含んでいる。また後世の地形改

変や土地利用の変化により、描かれた当時と比較すると、大きく様相を変えている部分もある。現在の

地形図とこれらの絵図を直接つきあわせ、陣屋の様相を把握するのは困難であるため、陣屋内における

宅地化が本格化する直前の、昭和 30 年に作成された３千分の１の地形図をもとに、ため池や街道の位

置などを手掛かりにしながら、前段階の陣屋と後段階の陣屋の範囲等を推定し、比較材料としたい。

　まず２つの絵図を見比べると、形状や堤を利用した道の配置は異なるものの、同じ池が描かれている

のに気づく。陣屋の南半部に、３つの池の連なりと２つの池の連なりが並列しているのがそれで、それ

らは谷地形を利用して造られたため池とみられる。後段階の陣屋絵図にはそれぞれの池の名称が書かれ

ており、「浅池」とされているのが、現在の「あそ池」であろう（図 53）。当初は文字通り、浅いので「浅

池」と呼ばれていたのが、徐々に転訛して「あそ池」と呼ばれるようになったと考えられる。前段階の

陣屋絵図では、後段階の陣屋絵図で「管池」・「葮池」とされている池に連なって、「小池」・「谷」・「田」

の記入がある。これは昭和 30 年代の地形図にも、池や湿地、水たまりとして表現されているが、後段

階の陣屋絵図ではそれらは省略されたとみられる。まず、これらの池や、両絵図に共通して描かれてい

る施設・道等を手掛かりに両者の範囲を検討したい。

　前段階の陣屋絵図で「大乎」とされている部分は虎口状に描かれており、城郭なら大手門とされる部

分にあたるとみられる。後段階の陣屋絵図では、「総御門」を介して、道が数か所屈曲して描かれてい

ることからみて、両者は同一のものを表しているととらえられる。これら陣屋の表玄関にあたる出入り

口は、小栗街道に面して設けられており、前段階の陣屋絵図で「府中江之道」・「新町通筋」と記入され

ている部分が、街道を指しているととらえられる。したがって構造物の造り変えはあったかもしれない

が、少なくとも陣屋の表門の位置は変わらなかったことがわかる。

　前段階の陣屋絵図では、「大乎」からゆるやかに湾曲しながら「御屋形」の北辺までのび、「裏御門」

にいたる道が描かれている。後段階の陣屋絵図において、「総御門」から２か所の屈曲を経て、「東御殿

跡」の南辺から「東御門」にいたる直線的な道が、これと共通するととらえられる。この道は近世城郭

では大手筋に相当する道で、現地では今もこの道が踏襲されている。前段階の陣屋絵図では、道が実際

の形状に忠実に描かれているのに対し、後段階の陣屋絵図では概略的に描かれたことにより、表現に若

干の差が生じたのだろう。

　「裏御門」もしくは「東御門」が面している道は、信太山丘陵の尾根筋を東へ進み、槇尾山道へと至

る道で、そこから南に分岐する道は黒鳥村へと通じる道であろう。これらの道が陣屋の北東部分の輪郭
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となっている状況も、前段階・後段階を通じて共通しているとみられる。つまり、陣屋の長軸方向の地

理的な位置は、前段階・後段階を通じてほとんど変化しなかったのだろう。なお後段階の陣屋ではこれ

らの道沿いに、土塀がめぐらされたとみられる（平成 16 年度調査）のに対し、前段階の陣屋絵図では

陣屋の範囲を明確に示す施設はみられない。しいて言えば、道沿いに木が並べて書き込まれているのに

加え、大手筋や「大乎」周辺にも木が立ち並ぶ様子が描かれている。それらの木が街路樹のような状態

で植林されたものか、生垣のようなものだったのかは、絵図のみでは判然としないが、前段階の陣屋で

はそれが、外部と陣屋を区切る結界とみなされていた可能性がある。

　前段階の陣屋と後段階の陣屋とで変化した点をまとめると、①陣屋の短軸方向（大手筋に直行する方

向）の幅が異なっており、後段階の陣屋の絵図の方が拡大しているととらえられる、②陣屋を外界から

区画している施設が変化している、③藩主の屋敷の位置が大きく変化している、ことがあげられる。こ

れら３点は、おそらく相互に密接に関連しているととらえられる。

　これらを念頭に、まず前段階の陣屋の範囲の復元を行いたい。前段階の陣屋絵図では、大手筋の北側

に並んだ家臣屋敷の北辺を通る道から北側に分岐する道に「龍雲寺道」という記載が認められる。この

絵図が作成された当時、近隣の人達はこの道から池の縁の堤を通り、龍雲寺に参詣したことがうかがえ

る。絵図では龍雲寺の境内にいたる堤によって分断されているようにみえる池のうち、左側の池が丸笠

池で、その東隣りの池も残存している（図 54 －Ａ）。左側の池の輪郭は、絵図では細長く描かれ、う

ち半分ほどは木が生い茂っている。この池は青森池・蓮池・丸笠池がつらなる谷地形の谷頭につくられ

たものとみられるが、丘陵を横切るようにやや不自然にのびている（その痕跡は昭和 30 年の地形図に

も認められる）ことから、陣屋の北辺を守る堀にみたてるため、意図的に掘削して延長した可能性があ

る。もしそうであれば、前段階の陣屋においては、この池が陣屋の北東辺の一部を外界から区分してい

た可能性が高くなる（註２）。

　大手筋を挟んで、前述の池の対面には、池や谷・田・畠が連なった２条の谷筋が描かれている。これ

らの谷筋は、「大乎」傍の池にむかってのびるように描かれている。おそらくこれらの谷筋や池も、堀

にみたてられたのだろう。「御屋形」に隣接する池は、城郭であれば天守閣にあたる藩主の屋敷への敵

の侵入を阻む堀に、その外側の谷筋は陣屋の南西辺を守る堀にみたてたものととらえられる。ただ城郭

にめぐらされた堀に比べると、当然その防御機能は低く、実際にはその堤や藪、「山」と記載される部

分の林もセットとして、陣屋内部を外部から区分もしくは遮断していたとみられる（図 53）。ただ前段

階の陣屋では、２基の門が配置されているものの、先述したように、外部から陣屋内に侵入することが

可能な構造になっている。つまり陣屋としては防御機能の極めて低い不完全な構造である。一方、陣屋

の北東辺は、大手筋の北側に立ち並ぶ家臣の住居が、陣屋の範囲を示していたのではないかと考える。

　換言すると、前段階の陣屋では、土塀のような明確な防御施設が造られていなかったため、街道に面

した部分は家臣の住居そのもので陣屋の外周を固め、「御屋形」の防御を図ったのではないかと考える。

防御施設の有無は、③の問題とも相関している。防御施設が乏しい前段階の陣屋の段階では、藩主屋敷

の安全を図るため、街道から奥まった位置で、かつ周囲に池や垣がめぐる場所が、藩主の居所として選

ばれたのだろう。周囲に土塀がめぐり、面積も拡大した後段階の陣屋になると、標高が高くて眺望がよ

く、より広い面積が確保できる街道寄りの部分へ藩主屋敷が移り、その周囲を家臣の住居で固めること

が可能になったと考えられる。これにともない、前段階の陣屋では池と湿地に囲まれた痩せ尾根状に配

されていた家臣の住居は廃され、大手筋およびその北側の拡張部に移されたとみられる。藩主屋敷の移
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図 53　伯太藩陣屋の範囲推定図
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図 54　伯太藩陣屋絵図



動に伴い、前段階の陣屋の際は藩主屋敷に最も近かった「裏御門」の使用頻度や必要性は、著しく低下

したことが類推できる。後段階の陣屋絵図において「東御門」が、菅池から実際よりも遠い位置に描か

れているのはそれをうかがわせる。

　一方、後段階の陣屋では、南側は信太山を大きく取り込む形で陣屋の範囲が拡張したとみられる。前

段階の陣屋絵図では描かれている、「大乎」傍の池が、後段階の陣屋絵図には描かれていないことから、

土塀は池をかわして配置されたととらえられる。陣屋の改修後に新たに設けられた、北西隅の門からの

びている道は、放光池の北縁を経て小栗街道にいたる道ととらえられる。そうであれば陣屋の北西隅は、

放光池の北縁あたりまで拡張したととらえられる。「御外庭」に描かれている２つの楕円は、昭和 30

年の地形図にある青森池と蓮池であろう。絵図ではこれらのため池が陣屋の外側に張り出しているよう

に描かれている。このことから、前述の２つの池と丸笠池の内側に土塀をめぐらせるものの、これらの

池も陣屋に含めていたことがうかがえる。丸笠古墳や、かつて龍雲寺があった尾根筋も、陣屋に含まれ

たことが分かる。陣屋の拡張にともない、大手筋より北側では３基の門が増設されたが、南側は塀で完

全に囲まれ、陣屋を縦断していた黒鳥村へいたる道は機能を失い、火薬庫や「浅池」横の田にいたる道

が残るだけとなった（図 53）。

Ｂ．発掘調査成果からみた後段階の伯太藩陣屋の特徴と変遷
　今回の調査では、主に後段階の陣屋に関する知見を深めることができた。また藩主から下級家臣まで、

陣屋に住むあらゆる階層の人たちの屋敷地の状況を、発掘調査によってうかがうことができた点で特筆

される。

　遺構の残存状況が比較的良かった藩主屋敷（８区）の状況をみると、排水のため、屋敷地内や建物の

周囲に配置されたとみられる区画溝から、建物のおよその配置を把握することができた。屋敷内の区画

溝には、屋敷裏の出入り口とみられる進入路の位置と相関するものがみられた。したがって、屋敷内の

レイアウトは、縄張り等、ある種の規則性にのっとったものであることがうかがえる。それらの区画溝

は、政庁が新造された 18 世紀後葉に設置され、その後、19 世紀前葉に大掛かりな改修が行われたこ

とがわかった。また幕末期にも、小規模な改修が繰り返されたことがうかがえた。

　19 世紀前葉における区画溝の改修は、家臣の屋敷地内、もしくは屋敷地境界に設けられたとみられ

る区画溝においてもなされたことがうかがえた。後段階の陣屋が造成されて、およそ半世紀前後の時間

が経ってから、陣屋全体におよぶ大規模な改修工事が行われたことがうかがえる。

　伯太藩の陣屋において区画溝は、必ずしもすべての屋敷地境界に沿って設けられたものではないらし

いこともわかった。おそらく雨水の排水などに必要な、必要最低限のものが設置されたとみられる。し

たがって屋敷地の境界を、塀などで区分した場合もあったとみられる。また、区画溝を介して集まった

水を溜めるために造られたとみられる土坑も検出した。庭の水やりや、雑用に使う水を溜めておくため

のものと考えられるが、それらの土坑には、日常雑器が一括廃棄されていた。そこに住んでいた人たち

が転居する際、家財の整理に伴って廃棄したものとみられる。

　藩主の屋敷では、井戸状の遺構を検出した。これは平面形がほぼ正方形になるように、ほぼ垂直に地

山の岩盤を３ｍ強掘り下げたもので、建物の転用材などを利用して、井桁も組まれていたが、底部は湧

水層には達していなかった。したがって、飲料水などを得るために掘られたものではないことがうかが

える。

　湧水層まで達していない井戸状の土坑は、他の調査区でも数基を検出した。９区でも同様のものを検

― 125 ―



出したことから、おそらく下級家臣の屋敷においても、１カ所は井戸状遺構が配置されていた可能性が

指摘できる。それらは８区で検出したものと同様、地山をほぼ垂直に２ｍ前後掘り下げているが、湧水

点には達していなかった。５区では土坑の壁面に瓦を貼りつけたとみられるものを１基検出したが、井

戸枠を伴うものは８区の他では検出しなかった。

　一方、今回の調査では湧水点に達する井戸は検出しなかった。陣屋が丘陵上にあるため、湧水点に達

する井戸を掘り、それを管理するにはかなりの労力が必要だったと考えられる。したがって飲料水を得

るための井戸は、何軒かで共用していた場合もあったのではないかと考える。前述した井戸状の遺構は、

必要性がなくなった段階で埋め立てられたとみられ、その際に瓦や陶磁器が一括投棄されたものもあっ

た。

　次に出土遺物から読み取れる、後段階の陣屋における人々の暮らしを概観したい。後世の削平の強度

や、調査面積、調査区が屋敷地内のどの部分にあたっているかが一定していないので、単純な比較はで

きないが、14- １　４区・８区・９区において比較的まとまった量の遺物が出土した。うち４区と９区

では、土器などの一括廃棄土坑があたっていたため、遺物の抽出量が多くなった。それらの一括廃棄土

坑は、幕藩体制が崩壊し、社会が大きく転換していく中で、伯太藩陣屋の中でも起こった急激な変化を

如実に表すものである。政庁の廃絶前後から陣屋からの人口流出が始まり、伯太村と合併する経過の一

端を物語るといえよう。

　藩主の屋敷地においても、井戸が大量の瓦で一気に埋められていたり、政庁が廃絶されてからあまり

時間を置かずに、整地や耕作地造成が行われたとみられることから、明治時代初頭における急激な状況

の変化をうかがうことができる。ただ、ここでは９区や４区でみられたような、土器の一括廃棄土坑は

検出しなかった。それにもかかわらず、まとまった量の遺物が出土しているのは、単に調査面積の大き

さのみならず、もともとの物量差を反映している可能性が高いのではないかと考える。

　出土遺物に関しては、染付磁器の碗や、陶器の土鍋・土瓶・すり鉢、土師器の皿、火鉢類といった日

用品においては、調査区にかかわらず質的な違いは認められなかった。換言すれば、それらの日常使い

の食器・雑器は、陣屋全体でみても等質で、使用している人の階層差をそれほど反映しているものでは

ないという印象を受けた。

　ただ、染付磁器のうち、色絵もしくは赤絵と呼ばれる、多色の彩色を施した磁器は、14- １　４区・７区・

８区、13- １　１区という風に、藩主もしくは 90 石～ 100 石以上の上級家臣の屋敷地でのみ検出され

ており、その分布が階層差を反映している可能性がある。

　また藩主屋敷や上級家臣の屋敷では、陶磁器類の器種が豊富な傾向がある。特筆されるのは鳥水入れ

で、おおむね藩主屋敷地で出土したが、14- １　４区でも１点出土した。このことから伯太藩内において、

家禽ではなくペットとして鳥を飼っていたのは、極めて限られた人たちだったことがうかがえる。

刻印瓦は、その大半が藩主の屋敷地で出土した。それ以外の近世の刻印瓦の出土地をみると、14- １　

４区・９区、13- １　１区で１点ずつ出土しているにすぎない。今回の調査で出土した刻印瓦のほとん

どが８区出土で、それ以外のものをみても、９区を除けば上級家臣の屋敷地にあたるとみられる調査区

から、刻印瓦が出土しているのがわかる。９区でも１点出土しているため、若干の例外は含まれるもの

の、刻印を押された瓦の出土には、家格や財力に応じた遍在性があったのは明らかである。

　刻印瓦から、菱木村や谷川、貝塚といった場所から納入されたものがあることがわかるが、江戸の上

屋敷で出土している、「伯泉　瓦屋伊三郎」の刻印をもつものは、今回の調査では検出しなかった。
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　伯太藩に関しては、以前に江戸上屋敷の調査が行われており、今回、国屋敷の調査が行われたことに

より、江戸屋敷と国屋敷の比較ができることとなった。尾張徳川家や加賀藩においても、江戸屋敷と国

屋敷における発掘調査成果の比較が可能であるが、伯太藩のように城郭をもたない小藩大名において、

その比較ができる例は、極めて希少である。したがって最後に、江戸上屋敷の調査成果との概略的な比

較も行いたい。

　伯太藩の江戸上屋敷の調査結果と比べると、今回の国屋敷の調査では、磁器の大皿や鉢、段鉢が非常

に少ない印象を受けた。江戸は政治の中枢機関が集まっているのに加え、諸大名の屋敷が集まっている

場所でもある。したがって社交のため、また藩政や江戸城出仕等に関連する情報収集や調整業務に伴い、

大名や幕府官僚を招いた、接待を頻繁に行っていた可能性がうかがえる。江戸上屋敷においては、琉球

から運ばれた泡盛に伴うとみられる壷屋焼の徳利も出土しており、酒肴に気を配っていた様子がうかが

える。

　それに対し、国屋敷においては領国経営に比重が置かれていたことが想像される。したがって、江戸

屋敷に比べると、接待の対象や頻度はおのずと差が生じたのではないかと考えられる。

　加えて今回の調査では、江戸上屋敷で多く出土しているような、酒屋の屋号が入ったいわゆる通い徳

利は出土しなかった。そもそも江戸上屋敷の調査に比べると、徳利の出土量も少なく、１升に満たない

容量のものが大半だった。焼塩壺も、江戸上屋敷の調査では出土しているが、今回の調査では出土しな

かった。ただしこれらの現象は、江戸時代における流通と消費に関わる問題にも関連しているのかもし

れない。他の大名屋敷の調査成果とも合わせて、今後検討する必要があると考える。

註１　歴代藩主の略歴と藩の変遷の相関は以下の通りである。

　野本藩－大庭寺藩－伯太藩の沿革　　　　　　　  　   伯太藩の沿革　　  　　　　 江戸屋敷の沿革

　吉綱（尾張徳川家の家老・渡辺重綱の子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　寛文元年（1661）　　一万石加増（計 13520 石）　　　　　　　　　　  　 寛文元年（1661）上屋敷（幸橋

　　　        　　　  　　大坂定番となる　　　　　　　　　　　　　　　   　　　御門内）と下屋敷拝領

　　　　　　　　   　　大名に取り立てられ野本藩　　　　　　　　　　  　  寛文２年（1662）麻布屋敷拝領

　　　　　　　    　　　立藩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　＜下屋敷の名称変更か？＞

　寛文８年（1668）　　大坂で病没

　方綱（吉綱の子）

　寛文８年（1668）　　家督を継ぐ

　寛文 11 年（1671）　 近江水口城守衛

　延宝 8 年（1680）　　大坂で病没

　基綱（方綱の従兄）

　延宝 8 年（1680）　　家督を継ぐ

　元禄 11 年（1689）　 武蔵国から近江国四郡に知

　　　　　　　　　　　行地が移る

　　　　　　　　　　　大庭寺へ移り、大庭寺藩

　　　　　　　　　　　となる

　 元禄 14 年（1692）　大坂定番となる　　　　　　　　　　　　　　　　　宝永元年（1705）上屋敷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永田町へ移る
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　 享保 12 年（1727）　伯太村へ移り、伯太藩

　　　　　　　　　　　となる　　　　　　　　　　　　　　　

　 享保 13 年（1728）　死去　　　　　

　 登綱（基綱の子）　　　　　　　　　　　　　　前段階の伯太藩陣屋成立

　 享保 13 年（1728）　家督を継ぐ

　 明和 4 年（1767）　  ９月　隠居

　 明和 4 年（1767）　  10 月　死去

　 信綱（登綱の弟）　　　　　　　　　　　　　　後段階の伯太藩陣屋成立

　 明和 4 年（1767）　  家督を継ぐ

　 明和９年（1772）　   死去　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　  明和９年（1772）麻布屋敷を

                                                                                                                           　   　一時、稲葉氏に明け渡す

　 伊綱（信綱の子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　 安永元年（1772）　   家督を継ぐ

　 天明３年（1783）　   隠居

　 豪綱（伊綱の弟）

　 天明３年（1783）　   家督を継ぐ

　 寛政５年（1793）　   死去

　 春綱（豪綱の子）

　 寛政５年（1793）　   家督を継ぐ

　 文化７年（1810）　   死去

　 則綱（春継の弟）

　 文化７年（1810）　   家督を継ぐ

　 文政 11 年（1828）　隠居

　 潔綱（則綱の子）

　 文政 11 年（1828）　家督を継ぐ

　 弘化４年（1847）　   隠居　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 章綱（潔綱の子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    安政２年（1855）　地震により

　 弘化４年（1847）　   家督を継ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上屋敷破損

　 明治２年（1869）　   版籍奉還・伯太県知事　　　　　　　　　　　　　　明治初年（1968）上屋敷上地

　 明治４年（1871）　   県知事免陥・東京に移る　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 明治 17 年（1884）    子爵となる

註２　 龍雲寺の再興時期は、言い伝えによると陣屋の成立時期に近いため、それが契機となった可能性がある。

前段階の陣屋絵図においては、龍雲寺が必ずしも陣屋と明確に区分されているわけではない様子がうか

がえるが、後段階の陣屋の築造時点では、他所へ移されていたことがわかる。
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写　真　図　版





図版１　遺構

１　14- １　４区西半部全景　南東から

２　14- １　４区東半部全景　北西から



図版２　遺構

１　14- １　４区 12 土坑完掘状況　西から

２　14- １　４区 13 溝完掘状況　北から ３　14- １　４区 13 溝断面　北から

４　14- １　４区 25 焼土坑検出状況　西から ５　14- １　４区 25 焼土坑完掘状況　西から



図版３　遺構

１　14- １　５区西半部全景　南から

２　14- １　５区東半部全景　北西から



図版４　遺構

１　14- １　６区全景　北西から

２　14- １　５区 18 土坑断面　南西から ３　14- １　５区 18 土坑完掘状況　北東から

４　14- １　５区 17 土坑検出状況　北東から ５　14- １　６区１土坑断面　東から



図版５　遺構

１　14- １　７区全景　南東から

２　14- １　７区ピット列完掘状況　北西から



図版６　遺構

１　14- １　８区全景　北西から

２　14- １　８区北西半部全景　南東から



図版７　遺構

１　14- １　８区北半部全景　北西から ２　14- １　８区 159 溝他完掘状況　北東から

３　14- １　８区 193 溝断面　南東から ４　14- １　８区 142 溝断面　北東から

５　14- １　８区スロープ状の通路検出状況　
　　北西から ６　14- １　８区旧路肩と側溝検出状況　北から

７　14- １　８区 204・221 溝完掘状況　東から ８　14- １　８区 221 溝断面　西から



図版８　遺構

１　14- １　８区 59 溝完掘状況　南西から

２　14- １　８区 60 溝完掘状況　北から

３　14- １　８区 60 溝断面　北から

４　14- １　８区 314・69・62 土坑完掘状況
　　西から



図版９　遺構

１　14- １　８区 279 土坑（左）・280 土坑（右）遺物出土状況　東から

２　14- １　８区 279 土坑（左）・280 土坑（右）
　　半掘状況　南東から

３　14- １　８区 280 土坑断面　東から

４　14- １　８区 279 土坑（左）・280 土坑（右）
　　半掘状況　東から

５　14- １　８区 279 土坑（左）・280 土坑（右）
　　完掘状況　東から



図版 10　遺構

１　14- １　８区 143 井戸支柱検出状況　西から ２　14- １　８区 216 土坑完掘状況　西から

３　14- １　８区 118 土坑断面　南東から ４　14- １　８区 118 土坑完掘状況　北西から

５　14- １　８区 169 土坑断面　南西から ６　14- １　８区 169 土坑完掘状況　南西から

７　14- １　８区 166 土坑断面　南西から ８　14- １　８区 166 土坑完掘状況　南西から



図版 11　遺構

１　14- １　８区 203 土坑断面　北西から ２　14- １　８区 203 土坑完掘状況　北西から

３　14- １　８区 270 土坑完掘状況　南から ４　14- １　８区 234 土坑完掘状況　北東から

５　14- １　８区 58 土坑断面　北西から ６　14- １　８区 65 土坑断面　北から

７　14- １　８区 68 土坑断面　西から ８　14- １　８区 69 土坑断面　西から



図版 12　遺構

１　14- １　８区 111・112 土坑断面　南西から ２　14- １　８区 160 土坑断面　南東から

３　14- １　８区 53 土坑断面　北西から ４　14- １　８区 48 土坑断面　北西から

５　14- １　８区 49 土坑断面　南から ６　14- １　８区 54 土坑断面　南東から

７　14- １　８区 55 土坑断面　西から ８　14- １　８区 109 土坑断面　西から



図版 13　遺構

１　14- １　８区 256 土坑断面　南から ２　14- １　８区 250 溝断面　西から

３　14- １　８区 235 土坑断面　南から ４　14- １　８区 179 土坑完掘状況　南西から

５　14- １　８区 170 土坑断面　北東から ６　14- １　８区 192 土坑断面　北西から

７　14- １　８区 292 土坑断面　北東から ８　14- １　８区 291 土坑断面　北東から



図版 14　遺構

１　14- １　９区東端部全景　西から

２　14- １　９区東半部全景　北西から



図版 15　遺構

１　14- １　９区西半部全景　南東から

２　14- １　９区３溝完掘状況　北東から



図版 16　遺構

１　14- １　10 区全景　南東から

２　14- １　10 区１溝検出状況　南から



図版 17　遺構

１　13- １　１区１面全景　東から

２　13- １　１区１面 54 土坑遺物出土状況　西から ３　13- １　１区１面 44 土坑断面　南から

４　13- １　１区１面 34 土坑遺物出土状況　南から ５　13- １　１区１面 67 土坑遺物出土状況　西から



図版 18　遺構

１　13- １　１区２面全景　東から

２　13- １　１区２面西半部全景　西から ３　13- １　１区１・２面全景　南から

４　13- １　１区２面２号墳完掘状況　北東から ５　13- １　１区２面１号墳遺物出土状況　西から



図版 19　遺構

１　14- １　13 区西半部全景　南東から

２　14- １　13 区東半部全景　北西から



図版 20　遺構

１　14- １　13 区西端部全景　南東から

２　14- １　13 区１土坑断面　南東から ３　14- １　13 区２土坑断面　南東から

４　14- １　13 区３溝断面　南東から ５　14- １　13 区４土坑断面　南西から



図版 21　遺構

１　14- １　４区南壁断面　北から ２　14- １　６区南壁断面　北から

３　14- １　７区南壁断面　北から ４　14- １　８区東壁断面　西から

５　14- １　８区南壁断面東端部　北から ６　14- １　８区南壁断面中央部　北から

７　14- １　９区南壁断面　北から ８　13- １　１区南壁断面　北から





　信太千塚古墳群において、これまで認知されていなかった古墳２基を検出した。うち１基からは少なくと
も５個体分の円筒埴輪と、１個体の形象埴輪を検出しており、古墳時代前期末から中期初頭にさかのぼる可
能性がある。
　伯太藩陣屋の調査では主に、改修後の陣屋の状況をうかがわせる遺構を検出した。調査区が陣屋を縦断す
るような形状だったこともあり、上は藩主から、家老もしくはそれに次ぐ家格の上級家臣、中間的な家禄の
家臣から、大流末席に位置する下級家臣まで、陣屋で生活していたあらゆる階層の武士の屋敷地を調査した
点で、特筆される。また、江戸時代後期から幕末、廃藩置県による伯太県の成立から堺県への統合にいたる
陣屋の変遷をとらえることができた。
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